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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）

髙　
　
　

田　
　
　
　

淳

第
一
章　

問
題
提
起
お
よ
び
議
論
状
況

　
一　

問
題
提
起

　
二　

従
来
の
議
論

　
三　

検
討
課
題

　
四　

い
わ
ゆ
る
「
契
約
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て

第
二
章　

ド
イ
ツ
学
説
分
析
の
た
め
の
前
提

　
一　

債
権
関
係
概
念

　
二　

義
務
違
反
を
め
ぐ
る
規
定
内
容
（
以
上
、
第
一
二
六
巻
九
・
十
号
）

第
三
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
付
随
義
務
を
め
ぐ
る
議
論

　
一　

訴
求
可
能
性
重
視
説

　
二　

旧
二
分
説

　
三　

二

分

説

　
四　

三

分

説
（
以
上
、
本
号
）



四
二

第
四
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
整
理

　
一　

付
随
義
務
の
分
類

　
二　

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容

　
三　

付
随
義
務
の
基
礎
づ
け

第
五
章　

日
本
法
に
お
け
る
付
随
義
務

　
一　

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務

　
二　

主
た
る
給
付
義
務
・
合
意
に
基
づ
く
付
随
義
務
と
の
区
別

　
三　

保
護
義
務
と
の
関
係

　
四　

契
約
上
の
義
務
の
分
類
に
関
す
る
総
括

　
五　

契
約
目
的
支
援
義
務
違
反
の
効
果

　
六　

ま

と

め

第
三
章
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
付
随
義
務
を
め
ぐ
る
議
論

本
章
で
は
、
付
随
義
務
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
学
説
の
議
論
内
容
を
紹
介
・
検
討
す
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
分
類
の
仕
方
や
用
語
法
に
は
、

全
く
統
一
性
が
な
く
、
整
理
の
視
点
を
固
め
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、

義
務
違
反
に
際
し
適
用
さ
れ
る
条
文
と
し
て
、
給
付
義
務
の
た
め
の
二
八
一
条
・
三
二
三
条
と
保
護
義
務
の
た
め
の
二
八
二
条
・
三
二
四

条
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
付
随
義
務
の
議
論
は
、
こ
の
適
用
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
に
整
理
の

手
が
か
り
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。
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本
章
で
は
、ま
ず
、諸
見
解
を
、大
き
く
、こ
の
条
文
の
適
用
問
題
を
意
識
し
て
い
な
い
見
解
（「
訴
求
可
能
性
重
視
説
」「
旧
二
分
説
」）
と
、

こ
れ
を
意
識
し
て
い
る
見
解
（「
二
分
説
」「
三
分
説
」）
と
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
、
付
随
義
務
の
分
類
に
お
い
て
訴
求
可
能
性
の

有
無
を
重
視
す
る
か
否
か
で
さ
ら
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
に
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
中
に
二
八
二
条
・
三
二
四

条
を
適
用
す
る
べ
き
も
の
が
存
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
を
認
め
な
い
見
解
（
二
分
説
）
と
こ
れ
を
認
め
る
見
解
（
三
分
説
）
と
が
あ

る
。先

述
の
と
お
り
、
本
稿
で
は
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
の
う
ち
、
主
た
る
給
付
義
務
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
「
付

随
義
務
」
の
語
を
あ
て
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
下
で
検
討
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
で
は
、「
付
随
義
務
〔N

ebenpflicht

〕」
の
語
が
、
本
稿
の

意
味
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る（（
（

。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
個
々
の
見
解
の
紹
介
の
際
、
本
稿
と
は
異
な
る
意
味
で

「N
ebenpflicht

」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、『
付
随
義
務
』
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

一　

訴
求
可
能
性
重
視
説

こ
の
立
場
は
、
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
、
と
く
に
「
従
た
る
給
付
義
務
〔N

ebenleistungspflicht

〕」
と

し
て
分
類
す
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
分
類
は
、
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
区
別
す
る
点

に
意
味
を
持
つ
。

（
1
）　Larenz

（
（
（

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Larenz

は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
と
し
て
、
債
権
関
係
上
生
じ
る
も
の
に
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
「
そ
の
他
の
行
為
義
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務
〔w

eitere V
erhaltenspflicht

〕」
が
あ
る
と
す
る（（
（

。

そ
の
他
の
行
為
義
務
は
、
さ
ら
に
、「
保
護
義
務
〔Schutzpflicht

〕」
と
「
給
付
関
連
的
義
務
〔leistungsbezogene Pflicht

〕」（
（
（

と

に
分
け
ら
れ
て
い
る（（
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
訴
求
可
能
性
》

同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
を
、「
主
た
る
給
付
義
務
と
の
関
係
で
は
、
劣
っ
た
意
義
し
か
も
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
関
係

の
内
容
を
、
共
同
で
決
定
づ
け
る
も
の
」
で
あ
る
と
定
義
す
る（（
（

。

そ
し
て
、
従
た
る
給
付
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
義
務
内
容
を
具
体
的
に
規
定
す
る
合
意
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
同
義
務
の
訴
求
可
能
性

を
認
め
る（（
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
個
別
的
内
容
》

合
意
に
よ
っ
て
生
じ
る
従
た
る
給
付
義
務
の
個
別
的
内
容
の
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る（（
（

。

─
使
用
賃
借
人
が
一
定
の
補
修
を
す
る
義
務
。

─
特
許
権
の
売
主
が
負
う
関
連
資
料
の
提
供
義
務
。

─
事
業
の
用
益
賃
借
人
が
負
う
賃
借
期
間
満
了
後
の
一
定
地
域
に
お
け
る
競
合
行
為
を
し
な
い
義
務
。

《
そ
の
他
の
行
為
義
務

─
定
義
・
訴
求
可
能
性
》

同
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
と
は
、「
給
付
の
準
備
・
実
行
の
際
、
債
務
目
的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
生

じ
う
る
が
回
避
可
能
な
損
害
か
ら
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
注
意
お
よ
び
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
義
務
で
あ
る（（9
（9
（
（

。

そ
し
て
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
訴
求
可
能
性
を
、
原
則
と
し
て
否
定
す
る（（1
（

。
同
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
信
義
則
に
求
め
ら
れ
る（（1
（

。
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《
そ
の
他
の
行
為
義
務

─
細
分
類
》

先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
に
は
、
一
方
で
保
護
義
務
、
他
方
で
給
付
関
連
的
義
務
が
あ
る
。
両
者
の
区
別
は
、
前
者
が
、

契
約
当
事
者
の
一
方
に
他
方
当
事
者
の
財
貨
に
対
す
る
影
響
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
生
じ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
相
手

方
に
、
契
約
に
よ
っ
て
帰
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
利
益
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る（（1
（

。

《
そ
の
他
の
行
為
義
務

─
個
別
的
内
容
》

同
説
は
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
個
別
的
内
容
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る（（1
（1
（1
（

。

─
目
的
物
の
保
管
・
梱
包
義
務
。

─
目
的
物
の
利
用
に
伴
う
危
険
に
つ
い
て
買
主
に
説
明
を
す
る
義
務
。

─
他
人
の
事
務
を
処
理
す
る
者
の
結
果
報
告
義
務
。

─
情
報
提
供
義
務
。

─
安
全
配
慮
義
務
。

─
相
手
方
に
配
慮
す
る
忠
実
義
務
（
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
根
拠
の
な
い
解
約
告
知
を
し
な
い
等
）。

《
そ
の
他
の
行
為
義
務

─
具
体
的
行
為
義
務
・
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
》

同
説
は
、
給
付
の
実
行
（
給
付
行
為
）
の
際
に
適
切
な
行
為
を
す
る
こ
と
と（（1
（

、
直
接
に
は
給
付
結
果
の
招
来
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
い
も
の
の
、
債
権
関
係
の
趣
旨
目
的
に
適
合
す
る
行
為
を
す
る
こ
と（（1
（

は
区
別
で
き
る
と
す
る（（1
（

。
そ
し
て
、
前
者
の
行
為
を
す
る
義
務
は
、

給
付
義
務
に
含
ま
れ
る
と
す
る（（1
（

。
し
か
し
、
こ
の
区
別
は
脚
注
に
お
け
る
簡
単
な
示
唆
に
と
ど
ま
り
、
深
い
検
討
は
な
い
。

《
保
護
義
務

─
内
容
・
基
礎
づ
け
》
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同
説
に
お
い
て
は
、保
護
義
務
は
、「
債
権
者
の
法
的
財
貨
の
も
と
に
債
権
関
係
の
実
行
か
ら
生
じ
う
る
損
害
か
ら
債
権
者
を
保
護
す
る
」

義
務
で
あ
る（（2
（

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
保
護
義
務
は
、
そ
の
必
要
を
、
契
約
当
事
者
の
一
方
に
他
方
当
事
者
の
財
貨
に
対
す
る
影
響
可
能
性

が
生
じ
る
点
に
持
ち
、
ま
た
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
一
つ
と
し
て
、
信
義
則
を
法
的
基
礎
づ
け
と
す
る
。

保
護
義
務
は
、
契
約
締
結
前
の
段
階
で
は
、
契
約
交
渉
（
そ
れ
に
類
す
る
取
引
的
接
触
）
に
伴
い
、
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
生
じ
る
法
律

に
基
づ
く
債
権
関
係
上
の
義
務（（2
（

で
あ
り
、
契
約
交
渉
な
い
し
取
引
的
接
触
の
経
過
の
中
で
、
一
方
の
当
事
者
が
、
そ
の
権
利
・
法
益
を
相

手
方
の
影
響
可
能
性
に
さ
ら
す
と
き
に
生
じ
る（（2
（

。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
に
実
際
に
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
、
法
律
に
基
づ
く
債
権
関
係

は
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
に
吸
収
さ
れ
る（（2
（

。

《
そ
の
他
の
行
為
義
務

─
基
礎
づ
け
に
お
け
る
特
色
》

先
述
の
よ
う
に
、Larenz

は
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
根
拠
を
信
義
則
に
求
め
る
が
、
同
時
に
、
同
義
務
は
契
約
に
基
づ
く
債
権
関

係
上
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
債
権
関
係
上
の
義
務
を
め
ぐ
る
構
造
・
根
拠
づ
け
に
関
す
るLarenz

の
独

自
の
思
想
が
あ
る（（2
（

。

す
な
わ
ち
、Larenz

に
よ
れ
ば
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
の
内
容
は
、
そ
の
一
部
が
当
事
者
意
思
を
根
拠
と
し
て
決
ま
る
が
、
ま

た
別
の
一
部
は
、信
義
則
を
も
含
む
客
観
的
な
法
〔das objektve Recht

〕（
法
秩
序
、法
律
規
定
）
を
根
拠
と
し
て
決
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

主
た
る
給
付
義
務
な
ど
契
約
の
核
心
的
部
分
は
当
事
者
意
思
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
、
信
義
則
や
任
意
規
定
・

強
行
規
定
な
ど
の
客
観
的
な
法
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
決
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
際
、
客
観
的
な
法
は
、
当
事
者
意
思
を
補
完
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
、
両
者
は
、
協
働
し
て
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
を
形
成
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係

は
、
当
事
者
意
思
に
基
づ
く
給
付
義
務
と
客
観
的
な
法
に
基
づ
く
そ
の
他
の
行
為
義
務
（
保
護
義
務
、
誠
実
義
務
、
配
慮
義
務
、
協
力
義
務
等
）
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の
義
務
群
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る（（2
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Larenz
の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

給
付
義
務
に
は
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
が
あ
る
と
し
、
両
者
は
合
意
か
ら
生
じ
る
と
す
る
。
従
た
る
給
付
義
務
の
発
生

に
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
規
定
す
る
合
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
同
説
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る（（2
（

。
給
付
義
務
は
、
両
者
と
も
訴
求

可
能
で
あ
る
と
す
る
。
従
た
る
給
付
義
務
の
訴
求
可
能
性
を
認
め
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
の
他
の
行
為
義
務
に
は
、
原
則
と
し
て
訴
求
可
能
性
は
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
求
可
能
性
を
、
従
た
る
給
付
義
務
と
そ
の

他
の
行
為
義
務
と
を
区
別
す
る
、
重
要
な
分
類
上
の
特
徴
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
行
為
義
務
は
、
保
護
義
務
と
給
付
関
連
的
義
務
と
に
分
け
ら
れ
る
。
両
者
の
区
別
は
、
目
的
設
定
基
準
に
求
め
ら
れ
る
と
い

え
る
。

脚
注
に
お
け
る
簡
潔
な
示
唆
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
中
で
、
具
体
的
行
為
義
務
に
あ
た
る
も
の
と
、
直
接
に
は
給
付

結
果
の
招
来
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
債
権
関
係
の
趣
旨
目
的
に
適
合
す
る
行
為
を
す
る
義
務
（
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と

す
る
付
随
義
務
）
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
行
為
義
務
の
基
礎
づ
け
も
注
目
さ
れ
る
。Larenz
は
、
同
義
務
は
、
信
義
則
か
ら
生
じ
る
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
契
約
上

の
義
務
の
う
ち
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
一
部
（
契
約
の
核
心
的
部
分
）
だ
け
で
あ
る
と
明
言
し
、
そ
の

余
の
部
分
は
、
信
義
則
も
含
む
法
律
規
定
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
と
い
う
。
合
意
に
基
づ
か
な
い
付
随
義
務
は
、
後
者
に
属
す
る
。
こ
れ

ら
に
関
し
て
は
、
当
事
者
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
の
に
、
な
ぜ
契
約
上
の
義
務
と
し
て
生
じ
る
の
か
問
題
に
な
り
う
る
が
、
こ
の
点
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に
関
し
、Larenz

は
、
信
義
則
も
含
む
法
律
規
定
が
目
指
す
の
も
、
契
約
目
的
や
当
事
者
の
利
益
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
規
律
を
も
た
ら

す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
当
事
者
意
思
に
基
づ
く
義
務
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（（2
（

。
こ
こ
に
は
、
合
意
に
基
づ
か
な
い

付
随
義
務
は
、
た
し
か
に
当
事
者
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
当
事
者
意
思
が
目
指
す
契
約
目
的
・
適
切
な
利
益
調
整
を
尊
重
し

貫
徹
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の
義
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
を
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
点
に
、
付
随
義
務
の
基
礎
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）　Böttcher

（
（2
（

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Böttcher

は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
並
ん
で
、
債
権
関
係
上
、
付
随
義
務
が
生
じ
る
と
い
う
。
付
随
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
信
義
則

に
求
め
ら
れ
る（（2
（

。

そ
し
て
、付
随
義
務
は
、履
行
請
求
権
を
伴
う
「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
、そ
れ
を
伴
わ
な
い
「
非
独
立
的
付
随
義
務
〔unselbständige 

N
ebenpflicht

〕」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
保
護
義
務
は
、
非
独
立
的
付
随
義
務
の
一
種
と
さ
れ
る
。

《
従
た
る
給
付
義
務
の
定
義

─
訴
求
可
能
性
・
個
別
的
内
容
》

上
記
の
よ
う
に
、
同
説
に
お
い
て
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
付
随
義
務
の
中
で
履
行
請
求
権
を
有
す
る
も
の
（
訴
求
可
能
な
も
の
）
を
指

す
（
（3
（

。同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
報
告
・
結
果
報
告
義
務
、
費
用
負
担
義
務
、
協
力
義
務
を
挙
げ
る（（3
（3
（3
（

。

《
非
独
立
的
付
随
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
》

同
説
で
は
、
非
独
立
的
付
随
義
務
と
は
、「
給
付
結
果
を
準
備
・
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
は
、
給
付
可
能
性
を
保
持
し
、
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生
じ
た
給
付
結
果
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
義
務
で
あ
る（（3
（

。

非
独
立
的
付
随
義
務
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
貫
徹
可
能
で
は
な
い
（
訴
求
可
能
で
は
な
い
）（

（3
（

。
付
随
義
務
の
違
反
は
、
そ
の
補
助
的

機
能
に
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
た
ら
す
が
、
債
権
関
係
全
体
に
対
し
て
そ
の
他
の
法
律
効
果
が
生
じ
る
こ

と
（
費
用
賠
償
、
解
除
、
解
約
告
知
）
も
あ
る
、
と
い
う
。

《
非
独
立
的
付
随
義
務

─
細
分
類
》

同
説
は
、非
独
立
的
付
随
義
務
の
細
分
類
と
し
て
、多
く
の
も
の
を
挙
げ
る（（3
（

。
こ
の
う
ち
、給
付
誠
実
義
務
〔Leistungstreuepflicht

〕

と
保
護
義
務
が
、
と
く
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

保
護
義
務
は
、
完
全
性
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
他
の
義
務
に
は
従
属
し
て
い
な
い

と
い
う
独
立
性
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
他
の
付
随
義
務
と
区
別
さ
れ
る
と
い
う（（3
（

。

《
給
付
誠
実
義
務
の
個
別
的
内
容
》

同
説
は
、
非
独
立
的
付
随
義
務
の
う
ち
、
給
付
誠
実
義
務
を
、「
主
要
義
務
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
給
付
結
果
の
準
備
・
招
来
・
確

保
の
た
め
全
て
の
こ
と
を
す
る
義
務
で
あ
り
、
か
つ
、
給
付
結
果
を
害
し
、
ま
た
は
、
危
殆
化
し
う
る
こ
と
を
し
な
い
義
務
で
あ
る
」
と

定
義
し
、
そ
の
個
別
的
内
容
と
し
て
、
次
の
も
の
な
ど
、
広
範
・
多
岐
に
わ
た
る
も
の
を
挙
げ
る（（3
（

。

─
給
付
準
備
を
す
る
義
務
（
商
品
梱
包
、
動
物
の
引
渡
の
場
合
の
給
餌
等
）。

─
工
業
品
メ
ー
カ
ー
が
保
守
サ
ー
ビ
ス
・
取
替
部
品
を
用
意
す
る
義
務（（3
（

。

─
支
援
・
配
慮
義
務
〔U

nterstützungs- und Rücksichtnahm
everpflichtungen

〕（
（3
（

。

《
保
護
義
務
の
内
容
・
法
的
効
果
》
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同
説
は
、
保
護
義
務
を
、
契
約
に
際
す
る
当
事
者
の
接
触
か
ら
生
じ
る
法
益
侵
害
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、「
債

権
関
係
の
創
出
時
・
履
行
時
に
、
相
手
方
お
よ
び
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
そ
の
他
の
者
の
人
格
・
所
有
権
・
そ
の
他
の
法
的
財
貨
が
害
さ

れ
な
い
よ
う
に
行
為
す
る
」
義
務
と
定
義
し
、「
契
約
当
事
者
は
、
債
権
関
係
の
枠
内
で
、
相
手
方
の
健
康
お
よ
び
所
有
権
に
対
し
て
必

要
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
信
義
則
に
還
元
さ
れ
る
原
則
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
す
る（（4
（

。

効
果
に
関
し
て
は
、
保
護
義
務
は
、
通
常
は
訴
求
可
能
で
は
な
い
が
、
同
義
務
違
反
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
た
ら
す
と
い
う（（4
（

。

同
説
は
、
情
報
提
供
義
務
〔A

ufklärungspflicht

〕
を
「
決
定
に
重
要
な
情
報
ま
た
は
債
権
関
係
の
形
成
に
と
っ
て
有
意
義
な
事
情

に
つ
い
て
知
ら
せ
る
義
務
」
と
定
義
し
、
こ
れ
を
保
護
義
務
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る（（4
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Böttcher

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
と
並
ん
で
付
随
義
務
が
生
じ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
契
約
に
関
連
す
る
義
務
で
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
も
の

を
、
付
随
義
務
と
総
称
す
る
。
そ
し
て
、
付
随
義
務
は
、
明
示
的
な
合
意
か
ら
生
じ
る
も
の
を
除
け
ば
、
信
義
則
か
ら
生
じ
る
と
し
て
い

る
。
付
随
義
務
の
発
生
根
拠
が
信
義
則
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。

付
随
義
務
は
、
独
立
的
な
訴
求
が
可
能
か
否
か
に
よ
り
、
従
た
る
給
付
義
務
と
非
独
立
的
付
随
義
務
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
し
た

が
っ
て
、
訴
求
可
能
性
を
、
付
随
義
務
の
う
ち
、
従
た
る
給
付
義
務
と
非
独
立
的
付
随
義
務
と
を
区
別
す
る
重
要
な
分
類
上
の
特
徴
と
し

て
い
る
。

同
説
は
、
非
独
立
的
付
随
義
務
を
、
多
様
な
種
類
の
義
務
へ
と
細
分
類
す
る
。
そ
の
主
な
も
の
が
、
給
付
誠
実
義
務
と
保
護
義
務
で
あ

る
。
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保
護
義
務
と
そ
の
他
の
付
随
義
務
の
違
い
に
つ
い
て
、
他
の
多
く
の
見
解
と
異
な
り
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
る
区
別
を
論
じ
な
い（（4
（4
（4
（

。

給
付
誠
実
義
務
の
個
別
的
内
容
が
、
給
付
準
備
の
義
務
か
ら
支
援
義
務
・
配
慮
義
務
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

（
3
）　

小　
　
　

括

Larenz
・Böttcher

の
見
解
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
分
類
を
用
い
、
同
義
務
を
訴
求
可
能
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
点
が
共

通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点
で
従
た
る
給
付
義
務
と
そ
の
他
の
付
随
義
務
と
が
区
別
さ
れ
る（（4
（

。
も
っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
訴

求
可
能
性
の
有
無
が
決
ま
る
か
に
つ
い
て
は
、
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い（（4
（

。

従
た
る
給
付
義
務
と
区
別
さ
れ
る
付
随
義
務
の
中
に
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
（Larenz

は
給
付
関
連
的
義
務
と
呼
び
、

Böttcher

は
給
付
誠
実
義
務
と
呼
ぶ
）、
保
護
義
務
の
分
類
を
認
め
る
点
も
共
通
す
る
。
ま
た
、
保
護
義
務
を
、
そ
れ
以
外
の
義
務
と
区
別
し

て
お
り
、
こ
の
点
は
、
他
の
多
く
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。

脚
注
に
お
け
る
簡
単
な
示
唆
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、Larenz

が
、
給
付
結
果
以
外
の
給
付
利
益
に
配
慮
す
る
付
随
義
務
を
意
識
し
て

い
る
点
は
、
注
目
さ
れ
る
。
後
述
のEm

m
erich

旧
説
、Esser/Schm

idt

、Stürner

に
も
同
様
の
問
題
意
識
が
あ
る
。

ま
た
、Larenz

は
、
付
随
義
務
の
基
礎
づ
け
の
点
で
示
唆
的
な
思
想
を
論
じ
て
い
る
。

（
4
）　

補　
　
　

論

従
た
る
給
付
義
務
に
訴
求
可
能
性
を
認
め
る
点
で
、Larenz
・Böttcher

に
近
い
立
場
と
し
て
、Em

m
erich

（
旧
説
）、Esser/

Schm
idt

の
見
解
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
訴
求
可
能
性
に
よ
る
区
別
に
重
点
を
置
い
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
合
意

に
よ
っ
て
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
給
付
結
果
以
外
の
給
付
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
付
随
義
務
が
意
識
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。
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（
ア
）　Em

m
erich

旧
説

Em
m

erich

も
、
か
つ
て
は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
で
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
も
の
を

と
く
に
従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
分
類
す
る
立
場
で
あ
っ
た
（
本
稿
で
は
、Em

m
erich

旧
説
と
呼
ぶ
。）（

（4
（

。
も
っ
と
も
、Em

m
erich

旧
説
は
、

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
従
た
る
給
付
義
務
と
し（（4
（

、
そ
れ
が
な
い
も
の
を
非
独
立

的
付
随
義
務
（
ま
た
は
単
に
『
付
随
義
務
』）
と
呼
び
、
分
類
上
は
両
者
を
分
け
つ
つ
も
、
そ
の
区
別
は
実
際
は
困
難
で
あ
る
と
率
直
に
認

め
（
（4
（

、
両
者
が
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
か
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
な
い（（5
（

。

他
方
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、Em

m
erich

旧
説
が
、
明
確
に
、
従
た
る
給
付
義
務
・
非
独
立
的
付
随
義
務
が
、
契
約
内
容
と
し
て
の
給

付
結
果（（5
（

以
外
の
債
権
者
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
説
も
、
債
務
者
は
、
契
約
内
容
で

あ
る
給
付
結
果
の
実
現
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
そ
れ
以
外
の
債
権
者
利
益
の
不
達
成
は
、
債
権
者
が
そ
の
リ
ス
ク
を
負
う
の
が
原
則
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る（（5
（

。
そ
の
上
で
、
債
務
者
は
、「
二
四
二
条
の
枠
内
で
、
適
切
な
方
法
で
、
債
務
者
に
と
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
ま

た
は
認
識
可
能
で
あ
る
、
債
権
者
の
「
そ
の
他
の
」
契
約
目
的
、
す
な
わ
ち
、
債
権
者
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
債
務
者
は
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
目
的
を
挫
折
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
論
じ
る（（5
（

。
そ
の
よ
う
な
例
と

し
て
、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務（（5
（

お
よ
び
協
力
義
務（（5
（

を
挙
げ
る
。

 
 

 

（
イ
）　Esser/Schm

idt

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Esser/Schm
idt

は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
債
権
関
係
上
の
義
務
と
し
て
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
「
保
護
義
務
」（

（5
（

を
認
め
る
。

《
従
た
る
給
付
義
務
の
定
義
・
訴
求
可
能
性
》



五
三

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

同
説
に
よ
れ
ば
、
従
た
る
給
付
義
務
と
は
、
主
要
的
給
付
が
実
行
さ
れ
る
だ
け
で
は
債
権
者
の
必
要
の
満
足
に
十
分
で
な
い
と
き
に
、

債
務
者
に
付
加
的
な
活
動
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
要
的
給
付
を
適
正
か
つ
有
意
義
に
も
た
ら
す
た
め
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
っ
て
、
目
的
・
状
況
か
ら
要
請
さ
れ
る
こ
と
を
、
債
務
者
に
求
め
る
も
の
で
あ
る（（5
（

。

同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
訴
求
可
能
性
を
原
則
と
し
て
認
め
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
、
保
護
義
務
と
の
違
い
で
あ
る
と
す
る（（5
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
点
を
図
式
的
に
貫
徹
す
る
の
は
適
切
で
な
い
と
し
、
訴
求
可
能
性
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
従
た
る
給
付
義
務
か
ど
う
か

と
い
う
分
類
で
は
な
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
義
務
の
内
容
が
訴
訟
形
式
や
判
決
・
執
行
の
命
令
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

な
の
で
あ
っ
て
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
保
護
義
務
と
比
べ
、
こ
の
点
を
満
た
し
や
す
く
、
し
た
が
っ
て
訴
求
可
能
性
を
持
つ
こ
と
が
多

い
と
す
る
。

《
従
た
る
給
付
義
務
の
個
別
的
内
容
》

同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
例
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る（（5
（

。

─
付
加
的
な
物
的
給
付
（
車
検
証
、
系
統
図
、
そ
の
ほ
か
の
証
明
書
）
義
務
。

─
梱
包
義
務
・
保
管
義
務
。

─
報
告
・
結
果
報
告
。

─
目
的
物
の
適
切
な
利
用
の
た
め
の
情
報
提
供
な
い
し
取
扱
説
明
。

《
保
護
義
務
の
内
容
・
訴
求
可
能
性
》

同
説
も
、
保
護
義
務
を
「
相
手
方
の
権
利
お
よ
び
法
的
財
貨
の
保
護
」
を
内
容
と
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
必
要
性
を
、
契
約
的
接
触
に

よ
る
相
手
方
の
財
貨
へ
の
影
響
可
能
性
に
求
め
、
法
的
根
拠
と
し
て
、
信
義
則
を
挙
げ
る（（6
（

。



五
四

同
説
は
、
保
護
義
務
が
状
況
依
存
的
で
あ
り
事
前
に
確
定
可
能
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
訴
求
可
能
性
を
、
原
則
と
し
て
否
定
す

る
（
（6
（

。

 
 

 
（
ウ
）　

小　
　
　

括

以
上
の
よ
う
に
、Em

m
erich

旧
説
、Esser/Schm

idt

は
、
と
も
に
、
従
た
る
給
付
義
務
に
訴
求
可
能
性
を
認
め
る
が
、
そ
の
特
徴

を
重
視
し
て
い
な
い（（6
（

。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
説
と
も
、
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
給
付
結
果
以
外
の
債
権
者
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
付
随
義
務
（
給
付
利

益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
）
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
要
的
給
付
の
履
行
だ
け
で
は
、
契
約
目
的
の
実
現
や
給

付
結
果
の
享
受
に
は
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
と
し
、
そ
の
場
合
に
、
契
約
目
的
の
実
現
や
給
付
結
果
の
享
受
を
全
う
す
る
た
め
に
、
債

務
者
に
、
一
定
の
行
為
が
課
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
具
体
例
に
は
乏
し
く
、Em

m
erich

が
使
用
賃
貸
人
の
競

合
回
避
義
務
お
よ
び
協
力
義
務
を
挙
げ
る
程
度
で
あ
る
。

な
お
、
付
随
義
務
の
分
類
や
基
礎
づ
け
に
主
た
る
関
心
を
置
く
も
の
で
は
な
い
が
、Stürner

も
、
付
随
義
務
・
保
護
義
務
の
訴
求
可

能
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
考
に
お
い
て
、
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
給
付
結
果
以
外
の
債
権
者
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
付
随
義
務
を
論

じ
て
い
る（（6
（

。
同
説
は
、
そ
の
よ
う
な
付
随
義
務
と
し
て
、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務
や
、
契
約
当
事
者
が
官
庁
の
許
認
可
を
必
要
と

す
る
場
合
に
お
い
て
官
庁
と
交
渉
す
る
義
務
を
取
り
上
げ
、
そ
の
訴
求
可
能
性
を
検
討
す
る（（6
（

。

こ
の
よ
う
に
、Em

m
erich

旧
説
、Esser/Schm

idt

、Stürner
の
見
解
で
は
、
付
随
義
務
の
中
に
は
、
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る

給
付
結
果
以
外
の
債
権
者
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
付
随
義
務
が
存
す
る
こ
と
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
以
下
で
検

討
す
る
他
の
見
解
で
は
、
こ
の
よ
う
な
付
随
義
務
の
特
徴
に
関
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ
る
。



五
五

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

二
　
旧
二
分
説

次
に
、
付
随
義
務
を
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
っ
て
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
と
保
護
義
務
と
に
区
別
し
つ
つ
、
訴
求

可
能
性
重
視
説
と
は
異
な
り
、
訴
求
可
能
性
に
分
類
上
の
意
義
を
認
め
な
い
見
解
と
し
て
、T

eichm
ann

、T
hiele/Fezer

の
も
の
を

取
り
上
げ
る
。
両
者
と
も
に
、
付
随
義
務
を
二
つ
に
分
け
つ
つ
も
、
債
権
法
改
正
前
の
見
解
で
あ
る
の
で
、
そ
の
分
類
を
、
二
八
一
条
・

三
二
三
条
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
と
関
連
さ
せ
て
い
な
い（（6
（

。

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
で
、
給
付
利
益
を
目
的
と
す
る
契
約
上
の
義
務
に
つ
い
て
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
用

語
は
用
い
ず
、「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
〔leistungsbezogene N

ebenpflicht

〕」
の
用
語
を
用
い
る
。

（
1
）　T

eichm
ann

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

T
eichm

ann

は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
で
、
債
権
関
係
に
伴
う
義
務
を
付
随
義
務
と
呼
ぶ（（6
（

。

付
随
義
務
を
、「
給
付
関
連
的
義
務
〔leistungsbezogene Pflicht

〕」（
（6
（

と
「
保
護
義
務
」
と
に
分
類
す
る
。
分
類
基
準
は
、
目
的
設

定
基
準
に
よ
る（（6
（

。

《
付
随
義
務
の
定
義
・
特
徴
・
法
的
根
拠
》

付
随
義
務
は
「
契
約
目
的
確
保
の
た
め
の
契
約
上
の
義
務
の
補
完
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
義
務
違
反
の
と
き
に
損
害
賠
償
請
求
権
を
基

礎
づ
け
る
た
め
に
、
判
例
上
確
立
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
。
付
随
義
務
の
法
的
根
拠
は
、
信
義
則
に
求
め
ら
れ
て
い
る（（6
（

。



五
六

付
随
義
務
の
一
部
で
あ
る
給
付
の
準
備
・
推
進
・
確
保
義
務
（
後
述
）
に
つ
い
て
の
み
、
義
務
違
反
の
と
き
の
効
果
が
言
及
さ
れ
る（（7
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
定
義
》

T
eichm

ann

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
を
時
的
に
区
分
し
、
契
約
締
結
段
階
、
契
約
履
行
段
階
、
契
約
履
行
後
の
三
つ
に
分
類
す
る
。

こ
の
う
ち
、
契
約
締
結
段
階
の
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
は
、
情
報
提
供
義
務
で
あ
る（（7
（

。
ま
た
、
契
約
履
行
後
の
給
付
関
連
的
付
随
義
務

と
は
、
い
わ
ゆ
る
契
約
の
余
後
効
〔N

achw
irkung

〕
の
こ
と
で
あ
る（（7
（

。

契
約
履
行
段
階
の
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、「
両
当
事
者
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
た
取
引
の
結
果
、
ま
た
は
、
一
方
当
事
者
の
契
約
目

的
で
あ
る
も
の
と
し
て
相
手
方
当
事
者
が
承
認
し
た
取
引
の
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
受
忍
要
求
可
能
な
全
て
の
こ
と
〔alles 

Zum
utbare

〕
を
す
る
義
務
」
と
定
義
さ
れ
る（（7
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
個
別
的
内
容
》

契
約
履
行
段
階
の
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
し
て
、
契
約
締
結
自
体
の
確
保
（
協
力
義
務
）、
給
付
の
準
備
・
推
進
・
確
保
義
務
を
挙
げ

る
。契

約
締
結
自
体
の
確
保
（
協
力
義
務
）
で
は
、
契
約
の
効
力
が
第
三
者
・
官
庁
の
認
可
に
依
存
し
て
い
る
と
き
は
、
一
定
の
場
合
、
契

約
の
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
協
力
義
務
が
生
じ
る
と
す
る（（7
（

。

給
付
の
準
備
・
推
進
・
確
保
す
る
義
務
は
、
い
つ
、
ど
の
範
囲
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
生
じ
る
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と

し
つ
つ
、「
具
体
化
の
た
め
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
契
約
目
的
が
適
切
に
達
成
さ
れ
う
る
た
め
に
、
相
手
方
当
事
者
が
、
ど
の
程
度
で
、

当
該
付
随
義
務
の
履
行
に
依
存
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。」
と
し
、
次
の
個
別
的
内
容
を
挙
げ
る（（7
（

。

─
目
的
物
の
保
管
義
務
・
梱
包
義
務
。



五
七

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

─
買
主
が
目
的
物
を
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
助
言
す
る
売
主
の
義
務
。

─
買
主
が
税
法
上
の
利
益
を
得
る
た
め
に
必
要
と
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
売
主
の
義
務
。

─
相
手
方
が
必
要
な
情
報
を
調
達
で
き
な
い
と
き
に
生
じ
る
報
告
義
務
。

─
特
定
の
行
為
（
競
業
行
為
な
ど
）
が
契
約
目
的
を
害
す
る
で
あ
ろ
う
と
き
に
生
じ
る
不
作
為
義
務
。

《
保
護
義
務
定
義
・
内
容
》

同
説
は
、保
護
義
務
に
つ
い
て
、「
当
事
者
は
、法
的
財
貨
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
相
手
方
の
保
持
利
益
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
自
己
の
領
域
か
ら
相
手
方
に
対
し
て
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
義
務
を
認

め
る
根
拠
は
、
当
事
者
相
互
の
社
会
的
接
触
が
、
…
…
相
手
方
の
法
的
財
貨
領
域
へ
の
よ
り
大
き
な
事
実
上
の
影
響
可
能
性
を
創
出
す
る
、

と
い
う
事
実
に
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
人
身
侵
害
の
場
合
と
財
産
侵
害
の
場
合
と
に
分
け
て
、
考
慮
要
因
を
論
じ
る（（7
（

。

《
特　
　
　

徴
》

T
eichm

ann

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
債
権
関
係
上
の
義
務
が
付
随
義
務
で
あ
り
、
そ
の
発
生
根
拠
は
信
義
則
で
あ
る
と
す
る
。

付
随
義
務
に
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
と
が
あ
る
。
区
別
の
基
準
は
、
目
的
設
定
基
準
で
あ
る
。

信
義
則
の
具
体
化
の
実
践
と
し
て
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
内
容
種
類
を
詳
細
に
論
じ
る
。
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
協
力
義
務
、
給
付
の
準
備
・
推
進
・
確
保
義
務
を
挙
げ
る
。

「
給
付
関
連
的
」
と
い
う
語
を
用
い
た
、
初
め
て
の
例
で
あ
る（（7
（

。

付
随
義
務
の
訴
求
可
能
性
の
有
無
、
お
よ
び
そ
れ
が
分
類
上
の
特
徴
と
な
る
か
は
、
論
じ
な
い
。



五
八

（
2
）　T

hiele/Fezer
《
義
務
分
類
論
の
意
義
》

T
hiele/Fezer

は
、
義
務
の
分
類
論
や
用
語
法
は
、
生
じ
る
問
題
の
所
在
を
照
ら
し
出
す
の
に
有
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
限
ら
れ

る
と
す
る
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
す
。
す
な
わ
ち
、
生
じ
る
問
題
に
解
決
を
与
え
る
の
は
、
個
々
の
義
務
に
つ
い
て
内
容
を
分
析
す
る
こ

と
で
あ
る
と
し
、
あ
る
義
務
が
一
定
の
分
類
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
動
的
に
問
題
に
解
決
が
与
え
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
複
数
の
問
題
に
わ
た
っ
て
統
一
的
な
解
答
が
与
え
ら
れ
る
の
で
も
な
い
、
と
い
う
。
分
類
や
用
語
法
の
意
義

は
、
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
だ
け
あ
る
と
い
う（（7
（

。

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
債
権
関
係
上
の
義
務
と
し
て
、「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」
と
「
保
護
義
務
」
を
挙
げ
る
。

そ
し
て
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
い
う
分
類
は
、
保
護
義
務
と
の
区
別
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
区
別
は
、
給

付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
の
と
き
の
損
害
賠
償
責
任
は
、
履
行
利
益
（
給
付
利
益
）
の
填
補
を
内
容
と
す
る
の
に
対
し
、
保
護
義
務
違
反

の
と
き
の
そ
れ
は
、
完
全
性
利
益
の
賠
償
を
内
容
と
す
る
点
で
違
い
が
あ
り
、
こ
の
点
に
両
者
を
区
別
す
る
意
味
が
あ
る
と
い
う（（7
（

。
ま
た
、

両
者
の
区
別
は
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
る（（8
（

。

そ
し
て
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
分
類
を
立
て
る
こ
と
、
お
よ
び
、
訴
求
可
能
性
の
有
無
等
に
よ
っ
て
従
た
る
給
付
義
務
と
そ
の
他

の
付
随
義
務
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
明
言
す
る（（8
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務　

定
義
・
法
的
効
果
・
個
別
的
内
容
》

給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、
給
付
義
務
に
添
え
ら
れ
る
義
務
で
あ
っ
て
、「
給
付
の
提
供
お
よ
び
給
付
結
果
の
実
現
を
支
援
す
る
」
役



五
九

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（（8
（

。

同
義
務
の
訴
求
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
否
定
さ
れ
ず
、「
当
事
者
合
意
を
考
慮
し
つ
つ
、
付
随
義
務
の
内
容
・
危
殆
化
し
て
い

る
利
益
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
履
行
請
求
が
そ
も
そ
も
実
用
的
か
に
よ
っ
て
」
決
ま
る
の
で
あ
り
、「
付
随
義
務
は
原
則
と
し
て
訴
求

可
能
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。」
と
い
う（（8
（

。
す
な
わ
ち
、
訴
求
可
能
性
は
こ
れ
ら
の
要
因
で
決
ま
る
の
で
、
給
付
関
連
的

付
随
義
務
に
訴
求
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
求
可
能
性
は
、
分
類
上
の
重
要
な
要
素

と
さ
れ
て
い
な
い
。

給
付
関
連
的
付
随
義
務
も
含
め
た
付
随
義
務
違
反
の
と
き
の
適
用
制
度
は
、
同
義
務
違
反
に
よ
る
主
た
る
給
付
義
務
へ
の
影
響
が
あ
る

か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
主
た
る
給
付
義
務
へ
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
単
純
に
積
極
的
債
権
侵
害
準
則
が
適

用
さ
れ
、
主
た
る
給
付
義
務
へ
の
影
響
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
担
保
給
付
法
、
不
能
・
遅
滞
法
が
適
用
さ
れ
、
補
充
的
に
積
極
的
債

権
侵
害
準
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う（（8
（8
（8
（

。

給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容（（8
（

と
し
て
、
配
慮
義
務
、
誠
実
義
務
、
保
持
義
務
、
説
明
義
務
、
警
告
義
務
、
通
知
義
務
、
管
理

義
務
、
確
保
義
務
が
列
挙
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
は
論
じ
て
い
な
い
。
売
買
目
的
物
を
適
切
に
梱
包
す
る
義

務
も
挙
げ
ら
れ
る
。

《
保
護
義
務
》

同
説
は
、
保
護
義
務
は
、
上
述
の
よ
う
に
給
付
義
務
・
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
区
別
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
基
礎
づ
け
は
、
給
付
義
務
・

給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
は
違
い
、
取
引
に
関
係
す
る
接
触
に
よ
っ
て
相
手
方
の
法
益
へ
の
影
響
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る

と
論
じ
る（（8
（

。



六
〇

《
特　
　
　

徴
》

T
hiele/Fezer

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る（（8
（

。

主
た
る
給
付
義
務
の
他
に
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
、
保
護
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
。

給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
分
類
基
準
は
目
的
設
定
基
準
に
求
め
、
そ
の
区
別
の
意
義
は
、
損
害
賠
償
責
任
に
よ
っ
て
填
補

さ
れ
る
の
が
履
行
利
益
（
給
付
利
益
）
で
あ
る
か
完
全
性
利
益
で
あ
る
か
に
違
い
が
あ
る
点
に
あ
る
と
い
う
。

付
随
義
務
の
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
適
用
準
則
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
問
題
提
起
を
す
る
。
そ
し
て
、
適
用
準
則
を
決
め
る
基
準
と

し
て
、
付
随
義
務
違
反
に
主
た
る
給
付
義
務
へ
の
影
響
が
あ
る
か
否
か
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
影
響
が
あ
れ
ば
、
担
保
給
付
法
、

不
能
・
遅
滞
法
の
適
用
を
基
本
と
し
つ
つ
補
充
的
に
積
極
的
債
権
侵
害
準
則
が
作
用
し
、
そ
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
単
純
な
積
極
的
債
権

侵
害
準
則
適
用
が
行
わ
れ
る
と
す
る（（8
（

。

付
随
義
務
の
分
類
は
、
訴
求
可
能
性
の
有
無
の
識
別
に
関
係
し
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
。
ま
た
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
用
語
の
有

用
性
も
明
確
に
否
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。

分
類
の
意
義
に
つ
い
て
、
最
も
分
析
的
・
自
覚
的
で
あ
る（（9
（

。

（
3
）　

小　
　
　

括

T
eichm

ann

、T
hiele/Fezer

の
見
解
の
共
通
点
は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
で
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
の
は
、
給
付
利
益
確
保
を

目
的
と
す
る
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
完
全
性
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
保
護
義
務
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
付
随
義
務
を
、
目
的
設

定
基
準
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
る
点
は
、
用
語
を
除
け
ば
次
の
二
分
説
と
同
じ
で
あ
る
。

両
説
と
も
、
訴
求
可
能
性
を
分
類
上
の
特
徴
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。
と
く
に
、T

hiele/Fezer

は
、
訴
求
可
能
性
の
分
類
上
の
意
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義
を
、
明
確
に
否
定
す
る
。

三
　
二　

分　

説（
（9
（

こ
の
立
場
は
、
ま
ず
、
旧
二
分
説
と
同
様
、
付
随
義
務
を
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
り
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
と
保
護
義

務
と
に
分
け
る
。
前
者
を
指
す
用
語
と
し
て
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
の
語
が
あ
て
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
区
別
の
意
義
を
、
義
務
違
反

が
存
す
る
と
き
の
適
用
条
文
、
と
り
わ
け
、
全
体
的
権
利
（
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
・
解
除
）
を
与
え
る
条
文
を
振
り
分
け
る

点
に
見
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
、
債
権
関
係
上
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
、
従
た
る
給
付
義
務
違
反
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ

れ
、
保
護
義
務
違
反
に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
立
場
は
、
訴
求
可
能
性
を
、
従
た
る
給
付
義
務
を
識
別
す
る
特
徴
と
し
て
認
め
ず
、
明
確
さ
の
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
訴

求
可
能
性
と
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
と
の
関
連
を
否
定
す
る
。

こ
の
立
場
に
属
す
る
見
解
に
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
両
方
の
性
質
を
持
つ
付
随
義
務
の
取
扱
い
方
を
と
く
に
詳
し
く
論

じ
る
も
の
（M

adaus

）
も
あ
る
。

（
1
）　Looschelders

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Looschelders

は
、債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
を
、給
付
義
務
と
「
保
護
義
務
」
に
分
け
、給
付
義
務
を
、主
た
る
給
付
義
務
と
「
従

た
る
給
付
義
務
」
と
に
分
け
る（（9
（

。



六
二

《
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
》

従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
は
、
債
権
者
が
、
義
務
違
反
を
理
由
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
ま
た
は
契
約
を
解
除
し

よ
う
と
す
る
と
き
に
意
味
を
持
つ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
従
た
る
給
付
義
務
の
違
反
に
つ
い
て
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
が
あ

り
、
保
護
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
が
あ
る（（9
（

。

両
者
の
区
別
は
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
る（（9
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
・
発
生
原
因
》

同
説
は
、従
た
る
給
付
義
務
を
「
主
た
る
給
付
義
務
に
関
連
し
、そ
の
履
行
を
支
援
し
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
、「
し

た
が
っ
て
、
独
立
の
目
的
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、「
補
助
的
機
能
」
を
果
た
す
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
主
た
る
給
付
義
務
も
従
た
る
給
付
義
務
も
訴
求
可
能
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
実
際
的
理
由
か
ら
、
履
行
請
求
権
の
独
立
し
た

主
張
が
考
え
ら
れ
な
い
従
た
る
給
付
義
務
も
多
く
あ
る
、
と
い
う（（9
（

。
従
た
る
給
付
義
務
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条

の
適
用
が
あ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
債
権
関
係
で
あ
る
と
す
る（（9
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
個
別
的
内
容
》

従
た
る
給
付
義
務
の
個
別
的
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る（（9
（

。

─
目
的
物
の
保
管
義
務
・
保
存
義
務
。

─
売
主
の
梱
包
義
務
。

─
複
雑
な
機
械
に
関
す
る
使
用
説
明
書
を
渡
し
、
個
別
の
指
導
を
す
る
義
務
。
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─
債
権
者
に
給
付
目
的
物
に
関
す
る
報
告
が
さ
れ
る
べ
き
場
合
も
あ
る
。

《
保
護
義
務
の
内
容
・
訴
求
可
能
性
》

保
護
義
務
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
上
記
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
二
四
一
条
二
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
す

る
。
そ
し
て
、
保
護
義
務
は
、
債
権
関
係
が
他
人
の
法
的
財
貨
・
利
益
の
配
慮
義
務
を
基
礎
づ
け
る
と
き
に
生
じ
、
契
約
相
手
方
の
完
全

性
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る（（9
（

。

ま
た
、
保
護
義
務
の
訴
求
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
る
が
、
例
外
も
あ
る
と
し
、「
し
た
が
っ
て
、
従
た
る
給
付

義
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
、
保
護
義
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
は
、
訴
求
可
能
性
を
決
定
し
な
い
。」
と
述
べ
る（（9
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Looschelders

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
と
は
別
に
、
従
た
る
給
付
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
。
両
者
は
、
給
付
義
務
の
上
位
概
念
に
含
ま
れ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
を
区
別
す
る
。
そ
の
区
別
の
意
義
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
と
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
問
題

で
あ
り
、
区
別
基
準
は
目
的
設
定
基
準
で
あ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
債
権
関
係
で
あ
る
と
す
る
。

従
た
る
給
付
義
務
に
も
原
則
と
し
て
訴
求
可
能
性
を
認
め
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
訴
求
が
考
え
ら
れ
な
い
場

合
が
多
い
と
す
る
。
逆
に
、
保
護
義
務
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
訴
求
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
が
例
外
も
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
従
た

る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
か
は
、
訴
求
可
能
性
と
は
関
係
が
な
い
と
明
言
す
る
。

（
2
）　Grigoleit

（
（10
（



六
四

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Grigoleit

は
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
に
、
債
権
関
係
上
、
付
随
義
務
が
生
じ
る
と
し
、
そ
の
付
随
義
務
に
、「
従
た
る
給
付
義
務
」、「
保

護
義
務
」
が
属
す
る
と
す
る（（10
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
》

同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
従
た
る
給
付
義
務
の
持
つ
給
付
目

的
と
の
直
接
の
関
連
性
に
よ
り
、「
従
た
る
給
付
義
務
は
、

─
保
護
義
務
と
は
異
な
り

─
給
付
義
務
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
法
律
効

果
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
服
し
う
る
と
す
る
の
が
、
有
意
義
で
あ
る
。」
と
い
う（（10
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
護
義
務
の
違
反
に
は
、
二
八
二
条
・

三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る（（10
（

。
そ
し
て
、
保
護
義
務
と
は
、「
現
状
〔status quo

〕
が
受
け
る
損
害
、
す
な
わ
ち
、
給
付
の
内
容
お
よ
び

給
付
が
目
指
す
目
的
を
除
く
、
当
事
者
の
そ
の
他
の
法
的
財
貨
が
受
け
る
損
害
を
回
避
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る（（10
（

。
す
な
わ
ち
、

目
的
設
定
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
訴
求
可
能
性
》

従
た
る
給
付
義
務
は
、
保
護
義
務
と
同
様
に
事
前
に
は
契
約
に
よ
っ
て
細
か
い
内
容
規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
保
護
義
務
と
は
違
い
、

「
契
約
上
定
め
ら
れ
た
債
権
関
係
の
目
的
の
実
現
を
直
接
に
目
指
す
」
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る（（10
（

。

そ
し
て
、
従
た
る
給
付
義
務
の
中
に
、
訴
求
可
能
性
の
有
無
で
細
分
類
を
行
う
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学
説
の
中
に
は
、

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
内
部
に
お
い
て
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
従
た
る
給
付
義
務
と
、
訴
求
可
能
性
の
な
い
付
随
義

務
と
を
区
別
す
る
も
の
も
あ
る
と
し
つ
つ（（10
（

、
こ
う
し
た
分
類
を
否
定
す
る
。
訴
求
可
能
性
は
、
そ
の
よ
う
な
分
類
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で

は
な
く
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
訴
求
可
能
性
は
、「
そ
れ
が
具
体
化
可
能
か
、
す
な
わ
ち
、
手
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続
的
意
味
に
お
い
て
十
分
に
確
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
お
よ
び
、
そ
の
義
務
の
貫
徹
に
対
し
て
、
債
権
者
が
特
定
の
法
的
保
護
利
益
を

有
し
て
い
る
か
否
か
、
に
の
み
依
存
す
る
。」
と
す
る（（10
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
個
別
的
内
容
》

Grigoleit
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
技
術
的
に
複
雑
な
目
的
物
の
売
主
が
、
取
扱
説
明
書
を
引
き
渡
す
義
務

を
挙
げ
る（（10
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Grigoleit

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
と
は
別
に
付
随
義
務
が
生
じ
る
と
し
、
そ
の
付
随
義
務
に
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
が
属
す
る
と
す
る
。

従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
と
、
訴
求
可
能
性
は
関
係
が
な
い
と
明
言
し
、
そ
の
理
由
も
論
じ
る
。
そ
の
関
連
で
、
給
付
利
益
確
保

を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
訴
求
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
す
る
説
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
区
別
の
有
用
性
を
明
確
に
否
定

す
る
。

従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
の
意
義
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
と
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
問
題
で
あ
り
、
区
別
基

準
は
目
的
設
定
基
準
に
よ
る
。

（
3
）　O

lzen

（
（10
（

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

O
lzen

は
、
給
付
義
務
を
、
債
権
者
の
財
産
状
況
の
変
動
を
目
的
と
し
「
現
状
変
更
」
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
に
、
主

た
る
給
付
義
務
と
、
給
付
に
付
随
す
る
行
為
を
義
務
づ
け
る
「
従
た
る
給
付
義
務
」
が
属
す
る
と
す
る（（11
（1
（11
（

。



六
六

同
説
は
、
二
四
一
条
二
項
が
定
め
る
義
務
を
、「
配
慮
義
務
〔Rücksichtspflicht

〕」（
（11
（

と
呼
び
、
こ
の
義
務
は
、
当
事
者
の
「
現
在
の

財
産
状
況
（
現
状
）」
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
い
う（（11
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
》

同
説
も
、
従
た
る
給
付
義
務
と
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）
の
区
別
は
、
法
的
効
果
の
点
か
ら
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
従
た

る
給
付
義
務
の
違
反
に
対
し
て
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
が
あ
る
の
に
対
し
、
保
護
義
務
違
反
に
対
し
て
は
、
二
八
二
条
・

三
二
四
条
の
適
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（（11
（

。

そ
の
区
別
の
た
め
に
、
目
的
設
定
基
準
を
採
用
す
る（（11
（1
（11
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
訴
求
可
能
性
・
発
生
原
因
》

O
lzen

は
、「
従
た
る
給
付
義
務
は
、
給
付
結
果
の
実
現
を
目
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
、
主
要
的
給
付
の
準
備
、
適
切
な
実
行
、

確
保
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
ま
で
及
ぶ
。」
と
定
義
す
る（（11
（

。
同
説
は
、
訴
求
可
能
性
の
区
別
基
準
と
し
て
の
適
性
を
明
確
に
否
定
し
、
し

た
が
っ
て
、
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
と
訴
求
可
能
性
と
を
関
連
さ
せ
な
い（（11
（

。

従
た
る
給
付
義
務
は
法
律
の
規
定
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
の
同
義
務
の
発
生
原
因
は
、（
明
示
的
な
ま
た
は
推
定
さ

れ
る
）
当
事
者
合
意
で
あ
る
と
す
る（（11
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
個
別
的
内
容
》

同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
が
持
ち
う
る
具
体
的
内
容
は
、
際
限
が
な
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
と
し
つ
つ（（12
（

、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
、

報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
、
協
力
・
支
援
義
務
〔M

itw
irkungs- und U

nterstützungspflchit

〕、
給
付
確
実
化
義
務

〔Leistungssicherungspflicht

〕（
（12
（

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
論
じ
る
。
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報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
が
問
題
に
な
り
う
る
の
は
、「
債
権
関
係
の
展
開
に
お
い
て
、
債
権
者
が
、
情
報
調
達
の
た
め
に
、
債
務

者
の
協
力
に
依
存
す
る
状
況
が
生
じ
る
」
と
き
で
あ
る（（12
（

。

協
力
・
支
援
義
務
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
般
的
に
、
債
権
関
係
に
よ
っ
て
近
い
関
係
に
立
つ
当
事
者

は
、
合
意
お
よ
び
信
義
則
を
考
慮
し
て
、「
債
権
関
係
の
実
行
を
可
能
に
す
る
全
て
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
か
ら
、

次
の
よ
う
な
個
別
的
な
詳
述
を
続
け
る
。

─
履
行
障
害
除
去
の
た
め
の
協
力
義
務　
　

有
効
な
契
約
成
立
を
も
た
ら
す
た
め
に
官
公
庁
の
許
可
を
求
め
る
こ
と
に
協
力
す
る
義
務

だ
け
で
な
く（（12
（

、
給
付
の
実
行
段
階
に
お
け
る
障
害
を
回
避
・
除
去
す
る
義
務
も
論
じ
る（（12
（

。

─
給
付
の
実
行
の
た
め
の
協
力（（12
（
　
　

こ
こ
で
は
広
範
な
義
務
が
扱
わ
れ
る
。
目
的
物
の
保
管
義
務
・
梱
包
義
務
、
機
械
の
売
買
で
取
扱

説
明
書
を
交
付
す
る
売
主
の
義
務（（12
（

、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務（（12
（

、
場
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
実
行
を
害
す

る
全
て
の
こ
と
を
し
な
い
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
義
務
（
ベ
ネ
ト
ン
事
件
判
決
）（

（12
（

等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

─
法
的
安
定
性
創
出
の
確
保　
　

当
事
者
の
意
思
表
示
が
明
確
か
つ
理
解
し
や
す
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
文
書
の
閲
覧
・

交
付
を
す
る
義
務
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う（（12
（

。

─
契
約
相
手
方
が
第
三
者
と
対
峙
す
る
際
の
支
援　
　

債
権
関
係
の
展
開
が
、
第
三
者
の
影
響
に
よ
っ
て
害
さ
れ
う
る
と
き
、
第
三
者

に
そ
の
妨
害
を
や
め
さ
せ
る
義
務
、
ま
た
は
、
契
約
相
手
方
が
第
三
者
に
措
置
を
と
る
際
に
支
援
す
る
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
、
と

い
う（（13
（

。

《
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）》

同
説
に
よ
れ
ば
、
二
四
一
条
二
項
が
定
め
る
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）
は
、
相
手
方
の
完
全
性
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
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か
ら
は
独
立
し
た
付
随
義
務
で
あ
る（（13
（

。

配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）
に
は
、
情
報
義
務
（
説
明
義
務
お
よ
び
助
言
義
務
）（

（13
（

、
保
護
的
配
慮
義
務（（13
（

、
給
付
独
立
的
誠
実
義
務（（13
（

が
属
す
る
。

《
特　
　
　

徴
》

O
lzen

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
と
は
別
に
、
従
た
る
給
付
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
。
両
者
は
、
給
付
義
務
の
上
位
概
念
に
含
ま
れ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
合
意
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
解
釈
（
拡
張
的
解
釈
・
補
充
的
解
釈
）
の
手
法
に
よ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
と
、
訴
求
可
能
性
の
有
無
は
関
係
が
な
い
と
明
言
す
る
。

従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
を
区
別
す
る
。
そ
の
区
別
の
意
義
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
と
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
問
題

で
あ
り
、
区
別
は
目
的
設
定
基
準
に
よ
る
。

従
た
る
給
付
義
務
の
個
別
的
内
容
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
協
力
・
支
援
義
務
が
内
容
的
に
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
そ

の
中
に
、
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
義
務
、
第
三
者
に
対
す
る
行
為
に
お
け
る
支
援
を
行
う
義
務
も
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
詳
細
に
論
じ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。O

lzen

の
記
述
で
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
契
約
内
容
た
る
給
付
結
果
以
外
の

給
付
利
益
確
保
の
た
め
の
付
随
義
務
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）　M

adaus

《
用
語
の
不
統
一
の
指
摘
》

M
adaus

は
、
学
説
に
お
け
る
付
随
義
務
を
め
ぐ
る
用
語
の
混
乱
・
不
統
一
を
明
確
に
指
摘
す
る（（13
（

。

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》
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同
説
は
、
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
で
あ
っ
て
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
を
、
付
随
義
務
と
呼
ぶ
。

そ
し
て
、
付
随
義
務
を
、「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」
と
「
保
護
義
務
」
に
分
け
る
。
そ
の
際
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
は
、
給
付
関
連

的
付
随
義
務
と
同
義
と
さ
れ
て
い
る（（13
（

。

こ
の
見
解
で
も
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
を
区
別
す
る
意
義
は
、
不
履
行
が
あ
っ
た
と
き
に
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が

適
用
さ
れ
る
（
給
付
関
連
的
付
随
義
務
）
か
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
（
保
護
義
務
）
か
の
問
題
に
解
決
を
与
え
る
点
に
あ

る
（
（13
（

。給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
基
準
と
し
て
、
同
説
も
、
目
的
設
定
基
準
を
基
本
と
し
て
い
る（（13
（

。

給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
基
準
と
し
て
、
訴
求
可
能
性
を
採
用
す
る
立
場
を
取
り
上
げ
て
批
判
的
に
検
討
し
、
訴
求

可
能
性
の
区
別
基
準
と
し
て
の
実
際
的
な
有
用
性
を
、
明
確
に
否
定
す
る（（13
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
・
個
別
的
内
容
》

同
説
に
よ
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
に
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、
付
随
義
務
の
う
ち
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
義
務
違
反
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
一
つ
の
付
随
義
務
が
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
ど
ち
ら
の
性
質
を
も
有
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、
そ
の
際
の

扱
い
を
、
論
考
に
お
け
る
主
題
と
し
て
論
じ
る
（
後
述
）。

M
adaus

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る
。

─
機
械
の
売
買
に
お
い
て
、
取
扱
説
明
書
を
添
付
す
る
義
務
。

─
目
的
物
の
梱
包
義
務
。
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《
二
重
の
性
質
を
有
す
る
付
随
義
務
の
扱
い
》

上
述
の
よ
う
に
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
区
別
に
つ
い
て
、M

adaus

も
目
的
設
定
基
準
を
基
本
と
す
る
。
し
か
し
、

M
adaus

は
、
同
基
準
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
が
、
給
付
利
益
も
完
全
性
利
益
も
同
時
に
確
保
・
保
護
す
る
目
的
を
持
つ
と
き（（14
（

や
、

主
た
る
給
付
義
務
違
反
が
完
全
性
利
益
侵
害
を
も
も
た
ら
す
と
き
、
す
な
わ
ち
瑕
疵
結
果
損
害
の
ケ
ー
ス（（14
（1
（14
（

に
は
、
十
分
に
機
能
し
な
い
こ

と
を
、
問
題
視
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
主
要
的
給
付
影
響
性
〔Betroffenheit der H

auptleistung

〕
を
基

準
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る（（14
（

。
す
な
わ
ち
、
給
付
義
務
・
給
付
関
連
的
付
随
義
務
が
完
全
性
利
益
の
保
護
を
も
目
的
と
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
義
務
違
反
の
主
要
的
給
付
影
響
性
を
検
討
し（（14
（

、
こ
れ
が
あ
れ
ば
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
し
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
二
八
二
条
・

三
二
四
条
を
適
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

《
特　
　
　

徴
》

M
adaus

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
で
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
も
の
が
、
付
随
義
務
で
あ
る
。
付
随
義
務
に
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
（
従

た
る
給
付
義
務
と
同
義
）
と
保
護
義
務
が
含
ま
れ
る
。

給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
二
四
一
条
一
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
保
護
義
務
は
、
二
四
一
条
二
項

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
。

両
者
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
目
的
設
定
基
準
に
よ
る
と
す
る
が
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
二
重
の
性
質
を
も

つ
付
随
義
務
の
違
反
が
生
じ
た
場
合
は
、
同
基
準
に
よ
る
区
別
は
困
難
で
あ
る
と
し
、
そ
の
場
合
の
解
決
基
準
を
、
主
要
的
給
付
影
響
性

に
求
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
同
説
は
、
目
的
設
定
基
準
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
同
基
準
は
二
重
の
性
質
を
も
つ
付
随
義
務
の
場
合
に
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

は
限
界
を
見
せ
る
と
し
、
こ
の
点
を
補
完
す
る
解
釈
論
を
打
ち
出
す
も
の
で
あ
る（（14
（

。

（
5
）　

小　
　
　

括

上
記
の
二
分
説
の
各
見
解
に
共
通
す
る
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
主
た
る
給
付
義
務
以
外
で
債
権
関
係
か
ら
当
事
者
が
負
う
の
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
従

た
る
給
付
義
務
を
、
訴
求
可
能
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
な
い
。
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
分
類
は
、
保
護
義
務
と
区
別
す
る
点
に
意
義
が

見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
給
付
義
務
違
反
か
保
護
義
務
違
反
か
で
適
用
法
条
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
分
類
は
、
こ
れ
を
保
護
義
務
と
区
別
す
る
点
に
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
、
両
者
を
分
け
る
基
準

と
し
て
、
目
的
設
定
基
準
が
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
が
、
主
た
る
給
付
義
務
に
は
あ
た
ら
な
い
付

随
義
務
が
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
り
、
完
全
性
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
が
保
護
義
務
で
あ
る
と
す
る（（14
（

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
共
有
す
る
同
趣
旨
の
見
解
に
、M

edicus/Lorenz

、H
errestahl

が
あ
る（（14
（1
（14
（

。

そ
し
て
、
以
上
の
考
え
に
基
本
的
に
立
ち
な
が
ら
、
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
両
方
の
性
質
を
持
つ
付
随
義
務
に
違
反
が
あ
っ

た
場
合
の
処
理
を
と
く
に
詳
論
し
た
の
がM

adaus

で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
訴
求
可
能
性
重
視
説
と
二
分
説
で
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
意
味
内
容
、
分
類
と
し
て
の
意
義
が
大
き
く
異
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
保
護
義
務
を
そ
れ
以
外
の
義
務
と
区
別
す
る
点
は
、
共
通
す
る
。

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容
に
目
を
向
け
る
と
、O

lzen

が
、
こ
れ
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
同
義
務
が
実
際
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
具
体
的
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
分
説
と
対
照
的
な
の
は
、
三
分
説
の
諸
見
解
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容
と
し
て
、
契
約
関
係
の
維
持
・
展
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開
の
た
め
に
不
可
欠
な
信
頼
を
維
持
す
る
義
務
を
挙
げ
て
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
二
分
説
の
見
解
で
は
こ
れ
へ
の
関
心
が
希
薄

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）　

補　
　
　

論

な
お
、
従
た
る
給
付
義
務
の
特
徴
を
訴
求
可
能
性
に
見
い
だ
さ
な
い
点
を
二
分
説
と
共
有
し
つ
つ
、
広
い
給
付
義
務
概
念
に
立
っ
て
、

保
護
義
務
を
も
従
た
る
給
付
義
務
に
含
め
る
独
自
の
見
解
と
し
て
、H

adding

の
も
の
が
あ
る
。

同
説
は
、
最
も
広
い
給
付
義
務
概
念
に
立
ち
、
債
権
関
係
上
の
義
務
は
、
全
て
給
付
義
務
に
あ
た
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
説
に
よ

れ
ば
、
給
付
義
務
概
念
に
つ
い
て
、
給
付
結
果
を
目
指
し
た
行
為
を
債
務
者
に
義
務
づ
け
る
も
の
と
の
理
解
が
さ
れ
、
こ
の
定
義
に
立
つ

と
、
債
務
者
に
「
行
為
」
を
課
す
義
務
は
、
全
て
給
付
義
務
で
あ
る（（14
（

。
そ
の
給
付
義
務
は
、
重
要
度
に
よ
っ
て
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た

る
給
付
義
務
と
に
分
か
れ
る
と
い
う（（15
（

。
そ
し
て
、
訴
求
可
能
性
は
、
給
付
義
務
の
特
徴
で
は
な
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
給
付
義
務
で

あ
る
た
め
に
は
、
一
定
の
行
為
の
義
務
づ
け
を
内
容
と
し
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
っ
て
、
訴
求
可
能
性
は
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る（（15
（

。

同
説
は
、
全
て
の
付
随
義
務
は
、
二
四
一
条
一
項
の
給
付
義
務
、
す
な
わ
ち
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
と
す
る
。
保
護
義
務
も
、
債
務

者
に
一
定
の
行
為
（
債
権
者
の
法
的
財
貨
を
保
護
す
る
た
め
の
一
定
の
行
為
）
を
義
務
づ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
と

い
う（（15
（

。

H
adding

の
見
解
の
特
徴
は
、
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
と
訴
求
可
能
性
は
関
係
が
な
い
と
明
言
す
る
点
、
最
も
広
い
給
付
義

務
概
念
を
採
用
し
、
保
護
義
務
も
含
め
て
付
随
義
務
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
全
て
従
た
る
給
付
義
務
に
含
め
る
点
に
あ
る
。
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

四
　
三 

分 

説（
（15
（

こ
の
立
場
も
、
ま
ず
、
旧
二
分
説
・
二
分
説
と
同
様
、
付
随
義
務
を
、
給
付
利
益
に
関
わ
る
も
の
と
保
護
義
務
と
に
分
け
る
。
そ
の
上

で
、
こ
の
立
場
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
も
の
だ
け

で
な
く
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
を
適
用
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
も
の
（
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
す
る
の
が
適
当
で
な
い
も
の
）
も
存

す
る
と
主
張
す
る
。
前
者
を
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
後
者
と
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

三
分
説
は
、
二
分
説
を
、
主
に
次
の
点
で
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
分
説
で
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
は
全
て

従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
分
類
さ
れ
、
そ
の
従
た
る
給
付
義
務
の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
、
猶
予
期
間
設
定
さ
え
す
れ
ば
、
軽
微
な

〔unerheblich

〕
義
務
違
反
と
認
定
さ
れ
な
い
限
り
、
全
体
的
権
利
（
二
八
一
条
に
基
づ
く
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
・
三
二
三
条

に
基
づ
く
解
除
）
の
行
使
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
軽
微
で
な
い
と
い
う
程
度
の
義
務
違
反
に
対
し
過
大

な
効
果
を
生
じ
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
違
反
で
あ
っ
て
も
、
受
忍
要
求
不

可
能
で
あ
る
〔unzum

utbar

〕
こ
と
を
要
件
と
す
る
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
を
認
め
る
方
が
適
切
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
は
ず

で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
1
）　Gröschler

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Gröschler

は
、
給
付
義
務
を
、
結
果
実
現
の
た
め
に
独
立
の
請
求
権
が
生
じ
る
権
利
と
し
て
明
確
に
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
給
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付
義
務
に
あ
た
ら
な
い
債
権
関
係
上
の
義
務
が
『
付
随
義
務
』
で
あ
る
と
す
る（（15
（

。

同
説
で
は
、
給
付
義
務
は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
に
分
け
ら
れ
る（（15
（

。
他
方
で
、『
付
随
義
務
』
も
、
さ
ら
に
、

「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
〔leistungsbezogene N

ebenpflicht

〕」
と
「
保
護
義
務
」
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
区
別
に
は
目
的
設
定
基
準

を
用
い
る（（15
（

。
そ
し
て
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
を
、
訴
求
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ
て
峻
別
す
る
必
要
を
強
調
す
る（（15
（

。

な
お
、Gröschler
は
、
給
付
義
務
が
完
全
性
利
益
の
保
護
を
も
目
的
と
す
る
場
合（（15
（

、『
付
随
義
務
』
が
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保

護
義
務
の
両
方
の
性
質
を
持
つ
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し（（15
（

、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
処
理
を
論
じ
る
。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
・
個
別
的
内
容
》

上
述
の
よ
う
に
、
同
説
で
は
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
給
付
義
務
の
う
ち
、
主
た
る
給
付
義
務
は
で
な
い
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
は
、
給
付
義
務
違
反
を
対
象
と
す
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
従
た
る
給
付
義
務
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い

う
（
（16
（

。同
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
例
と
し
て
、
売
買
に
お
け
る
買
主
の
目
的
物
引
取
義
務
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
三
条
二
項
）
の
ほ
か
、
多
く
の
ガ

ラ
ス
瓶
を
複
数
回
に
分
け
て
供
給
す
る
契
約
の
場
合
に
お
い
て
、
最
初
の
送
付
で
売
主
が
粗
雑
な
梱
包
を
し
た
が
運
良
く
無
傷
で
届
い
た

と
き
に
、
買
主
に
認
め
ら
れ
る
、
以
後
の
供
給
に
お
い
て
適
切
な
梱
包
を
求
め
る
独
立
の
履
行
請
求
権
を
挙
げ
る（（16
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
》

上
述
の
よ
う
に
、
同
説
で
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
は
、
一
方
で
は
、
独
立
し
た
履
行
請
求
権
を
持
た
な
い
点
で
、
こ
れ
を
持
つ

従
た
る
給
付
義
務
と
は
峻
別
さ
れ
る
『
付
随
義
務
』
で
あ
り
、
他
方
で
は
、『
付
随
義
務
』
の
中
で
も
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る

点
で
、
保
護
義
務
と
区
別
さ
れ
る
義
務
で
あ
る
。



七
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

同
説
に
よ
れ
ば
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
に
対
し
て
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
給
付
義
務
違
反
を
も

も
た
ら
す
と
き
だ
け
で
あ
る（（16
（

。
こ
れ
に
対
し
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
だ
け
違
反
が
あ
り
、
こ
れ
が
給
付
義
務
違
反
を
伴
う
も
の
で
な

い
と
き（（16
（

は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
を
否
定
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う（（16
（

。
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
給
付
義
務
違
反
の
た
め
の
規
定

だ
か
ら
で
あ
る
。
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
だ
け
違
反
が
あ
り
、
こ
れ
が
給
付
義
務
違
反
を
伴
わ
な
い
と
き
で
も
二
八
一
条
・
三
二
三
条

の
適
用
を
認
め
る
と
、義
務
違
反
の
程
度
が
、受
忍
要
求
不
可
能〔unzum

utbar

〕に
ま
で
到
達
し
て
い
な
く
と
も
、軽
微〔unerheblich

〕

で
は
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
・
解
除
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
不
当
で
あ
る（（16
（1
（16
（

。

そ
こ
で
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
み
の
違
反
が
あ
る
と
き
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。

改
正
前
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
み
の
違
反
が
あ
る
場
合
は
、
積
極
的
債
権
侵
害
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
積
極
的
債

権
侵
害
に
お
い
て
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
・
解
除
の
可
否
を
決
し
て
い
た
基
準
（
受
忍
要
求
不
可
能
性
〔U

nzum
utbarkeit

〕）
は
、
現
行

法
で
は
、
保
護
義
務
違
反
に
つ
い
て
し
か
規
定
さ
れ
な
か
っ
た（（16
（

。
し
た
が
っ
て
、
現
行
法
に
は
欠
缺
が
あ
る
。
こ
の
欠
缺
は
、
二
八
二
条
・

三
二
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う（（16
（

。

《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
個
別
的
内
容
》

同
説
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
典
型
と
し
て
、
給
付
誠
実
義
務
〔Leistungstreuepflicht

〕
が
あ
る
と
す
る
。
給
付
誠
実
義
務

と
は
、「
給
付
結
果
を
準
備
し
確
保
し
支
援
す
る
義
務
で
あ
り
、
ま
た
、
給
付
結
果
を
害
し
ま
た
は
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
を
一
切

し
な
い
義
務
」
で
あ
る
と
し
、
次
の
例
を
挙
げ
る（（16
（

。

─
目
的
物
の
梱
包
義
務（（17
（

。

─
販
売
店
契
約
〔V

ertragshändlervertrag

〕
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
販
売
店
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
メ
ー
カ
ー
の



七
六

特
別
の
誠
実
義
務
な
い
し
配
慮
義
務
。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
（BGH

Z 93,29 

（1984.11.26

）＝
オ
ペ
ル
事
件
判
決
）（

（17
（

で
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

─
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
、
広
告
の
際
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
義
務
。
こ
れ
は
、Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
（BGH

Z 136,295

（1997.7.23

）＝
ベ
ネ
ト
ン
事
件
判
決
）
で
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

─
債
務
者
が
履
行
に
必
要
な
問
い
合
わ
せ
を
債
権
者
に
行
っ
た
が
、
債
権
者
が
再
三
虚
偽
の
説
明
を
す
る
の
で
、
債
務
者
に
と
っ
て
債

権
者
の
不
履
行
の
お
そ
れ
が
深
刻
で
あ
る
ケ
ー
ス
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
を
理
由
と
し
て
債
務
者
か
ら

の
請
求
を
認
め
た
（BGH

Z 11,80 （1953.11.13

）（
（17
（1
（17
（

。

─
高
級
乗
用
車
（
新
車
）
の
売
主
が
、
注
文
に
応
じ
て
用
意
し
て
い
た
新
車
か
ら
ス
ポ
イ
ラ
ー
（
安
定
翼
）
を
取
り
外
し
て
中
古
車
の
ス

ポ
イ
ラ
ー
と
取
り
替
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
こ
れ
を
知
っ
た
買
主
が
、
売
主
に
重
大
な
不
信
感
を
持
っ
た
ケ
ー
ス
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
売
主

の
当
該
行
為
に
給
付
誠
実
義
務
違
反
を
認
め
、
契
約
存
続
は
買
主
に
対
し
受
忍
要
求
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
法
理
に

よ
り
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
（BGH

 N
JW

 1978,260 （1977.10.19

）＝
ポ
ル
シ
ェ
カ
レ
ラ
事
件
判
決
）（

（17
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Gröschler

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

給
付
義
務
は
、
結
果
実
現
の
た
め
に
独
立
の
請
求
権
が
生
じ
る
権
利
で
あ
る
と
定
義
づ
け
、
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
が

こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
義
務
に
は
、
訴
求
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。

給
付
義
務
の
他
に
生
じ
る
、
債
権
関
係
上
の
義
務
が
『
付
随
義
務
』
で
あ
る
と
す
る
。『
付
随
義
務
』
に
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務

と
保
護
義
務
が
属
す
る
と
い
う
。
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、
訴
求
可
能
性
が
な
い
た
め
、
給
付
義
務
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
で
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
従
た

る
給
付
義
務
を
峻
別
す
る
。
こ
の
よ
う
に
訴
求
可
能
性
を
区
別
基
準
と
し
て
重
視
す
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る（（17
（

。

従
た
る
給
付
義
務
と
『
付
随
義
務
』
と
を
区
別
す
る
意
義
は
、
そ
の
区
別
に
よ
り
二
八
一
条
・
三
二
三
条
か
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の

ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
か
が
決
ま
る
点
に
あ
る
と
す
る
。
従
た
る
給
付
義
務
の
違
反
に
は
、
問
題
な
く
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用

さ
れ
る
。

Gröschler

の
見
解
の
最
大
の
特
徴
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
の
扱
い
で
あ
る
。
ま
ず
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
つ
い
て
の

義
務
違
反
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
給
付
義
務
違
反
を
も
も
た
ら
す
と
き
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い

う
。
次
に
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
つ
い
て
の
み
義
務
違
反
が
あ
り
、
給
付
義
務
違
反
に
は
至
ら
な
い
と
き
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四

条
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る（（17
（

。
こ
の
解
釈
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
違
反
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
常
に
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
を
も
た
ら
す
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
問
題
意
識
が
と
り
わ
け
鮮
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、Gröschler

の
見
解
で
は
、
訴
求
可
能
性
の
な
い
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
義
務
違
反
が
あ
り
そ
れ
が
給
付
義
務
違
反

を
も
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、Gröschler

が
こ
れ
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
と
し

て
挙
げ
る
例
（
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
商
品
を
乱
雑
に
梱
包
す
る
と
い
う
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
し
た
場
合
で
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
、

商
品
に
軽
微
で
は
な
い
損
傷
が
生
じ
る
と
い
う
例
）
を
み
る
と
、
単
純
に
主
た
る
給
付
義
務
自
体
の
義
務
違
反
（
具
体
的
行
為
義
務
違
反
）
と
み

て
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
を
認
め
る
の
に
困
難
は
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
こ
れ
を
付
随
義
務
違
反
と
位
置
づ
け
る
必
要

は
疑
わ
し
い
。
そ
う
す
る
と
結
局
、
適
用
法
条
に
関
す
る
同
説
の
特
徴
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
訴
求
可
能
性
の
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有
無
で
区
別
し
、
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
し
、
そ
れ
が
な
い
も
の
は
給
付
関
連
的

付
随
義
務
と
み
て
二
八
二
条
・
三
二
四
条
を
類
推
適
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
個
別
的
内
容
に
関
し
て
は
、
契
約
履
行
に
不
可
欠
な
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
の
義
務
（
給

付
誠
実
義
務
）
が
重
視
さ
れ
、
多
く
の
例（（17
（

が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　W

eller

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

W
eller

は
、
給
付
義
務
を
「
当
事
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
債
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
給
付
の
招
来
を
求
め
る
こ
と
で
、
当
事
者
の
対
価

利
益
を
実
現
す
る
」
も
の
と
定
義
し
、
二
四
一
条
一
項
が
定
め
る
も
の
と
す
る（（17
（

。
そ
し
て
、
そ
の
給
付
義
務
に
該
当
し
な
い
も
の
の
債
権

関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
に
つ
い
て
の
規
定
が
二
四
一
条
二
項
で
あ
る
と
し
て
、
同
条
項
の
義
務
を
「
配
慮
義
務
〔Rücksichtspflicht

〕」

と
呼
ぶ（（17
（

。

同
説
で
も
、
給
付
義
務
は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
と
に
分
か
れ
る（（18
（

。
他
方
で
、
配
慮
義
務
も
、「
給
付
関
連
的
配
慮

義
務
〔leistungsbezogene Rücksichtspflicht

〕」と「
非
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
〔nicht leistungsbezogene Rücksichtspflicht

〕 

（
保
護
義
務
）」
と
に
分
け
ら
れ
る（（18
（

。
そ
の
区
別
に
は
、
目
的
設
定
基
準
が
用
い
ら
れ
る（（18
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
・
個
別
的
内
容
・
発
生
根
拠
》

同
説
に
よ
れ
ば
、
従
た
る
給
付
義
務
と
は
、
通
常
、
対
価
的
牽
連
関
係
を
構
成
せ
ず
、「
偶
有
的
な
〔akzidentiell

〕、
契
約
類
型
を

決
定
す
る
の
で
は
な
い
給
付
対
象
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
従
た
る
給
付
義
務
は
、
訴
求
可
能
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
る（（18
（

。

従
た
る
給
付
義
務
の
違
反
の
と
き
は
、
主
た
る
給
付
義
務
の
違
反
の
と
き
と
同
様
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る（（18
（

。
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

従
た
る
給
付
義
務
の
個
別
的
内
容
と
し
て
は
、
商
品
売
買
契
約
に
お
け
る
、
商
品
配
達
・
付
保
・
組
立
、
給
付
の
利
用
に
必
要
な
情
報

の
付
与
（
取
扱
説
明
な
ど
の
方
法
に
よ
る
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、同
説
が
い
う
従
た
る
給
付
義
務
は
、契
約
締
結
時
か
ら
、契
約
に
よ
っ

て
具
体
的
内
容
が
（
必
要
な
と
き
は
契
約
解
釈
を
通
じ
て
）
確
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（18
（

。
そ
の
た
め
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
反

対
給
付
の
価
格
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
、
と
い
う（（18
（

。

《
配
慮
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
・
給
付
義
務
と
の
区
別
》

W
eller

は
、
上
述
の
給
付
義
務
以
外
の
も
の
を
配
慮
義
務
と
呼
び
、「
契
約
上
の
給
付
と
全
く
関
係
な
い
か
、
ま
た
は
、
間
接
的
に
の

み
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
合
意
さ
れ
た
給
付
以
外
の
、
一
般
的
な
契
約
適
合
的
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、

配
慮
義
務
に
は
保
護
義
務
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
れ
ず
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
も
含
ま
れ
る
と

い
う
（
後
述
）。

配
慮
義
務
違
反
に
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る（（18
（

。
配
慮
義
務
の
訴
求
可
能
性
は
、
常
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

場
合
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う（（18
（

。

こ
の
よ
う
に
、
給
付
義
務
違
反
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
配
慮
義
務
違
反
に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、
両
者
の
区
別
が
必
要
と
な
る
。
主
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
は
目
的
設
定
基
準
に
よ
っ
て
区
別
が
で
き
る
が
、
従
た
る
給
付

義
務
と
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
同
基
準
で
は
区
別
が
で
き
な
い
。
後
者
も
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
提
唱

さ
れ
る
の
が
、
当
該
義
務
が
、
契
約
締
結
時
に
具
体
的
内
容
を
伴
っ
て
確
定
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
時
に
す

で
に
具
体
的
内
容
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
が
給
付
義
務
で
あ
り
、
契
約
締
結
後
に
具
体
的
内
容
が
定
ま
る
も
の
は
配
慮
義
務
で
あ
る
と
い

う
（
（18
（

。



八
〇

な
お
、
訴
求
可
能
性
は
従
た
る
給
付
義
務
と
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
は
適
性
を
欠
く
と
い
う（（19
（

。
前
者
は
、

給
付
義
務
と
し
て
通
常
訴
求
可
能
性
が
あ
る
が（（19
（

、
後
者
の
訴
求
可
能
性
も
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
の
で（（19
（

、
訴
求
可
能

性
の
有
無
で
両
者
を
峻
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

《
配
慮
義
務

─
訴
求
可
能
性
》

W
eller

は
、
訴
求
可
能
性
に
関
し
て
、
区
別
基
準
と
し
て
の
意
義
は
認
め
な
い
も
の
の
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

給
付
義
務
に
は
原
則
と
し
て
訴
求
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し（（19
（

、
か
つ
、
訴
求
可
能
性
は
、
履
行
請
求
権
（
給
付
義
務
）
の

実
体
法
上
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
二
四
一
条
一
項
は
そ
の
規
範
的
根
拠
で
あ
る
と
す
る（（19
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
給
付
義
務
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
受
け
え
な
い
が
、
給
付
関
連
的
配

慮
義
務
の
訴
求
可
能
性
に
は
論
争
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
検
討
す
る（（19
（

。
そ
し
て
、
一
方
で
、
給
付
義
務
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
の
は

た
し
か
に
給
付
結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
給
付
結
果
は
債
務
者
の
行
為
（
給
付
行
為
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
べ
き
こ
と（（19
（

、

お
よ
び
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
金
銭
賠
償
で
は
な
く
現
実
履
行
を
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
に
も
訴
求
可
能
性
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
で
、
訴
求
す
る
た
め
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
上
の
具
体
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
義
務
内
容
の
具

体
化
可
能
性
）、
か
つ
、
契
約
履
行
の
方
法
に
関
し
て
本
来
は
自
由
な
選
択
権
を
も
っ
て
い
る
は
ず
の
契
約
相
手
方
の
行
動
自
由
と
の
調
整

の
必
要
か
ら
、
契
約
当
事
者
の
利
益
を
衡
量
し
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
履
行
を
求
め
る
当
事
者
の
利
益
が
相
手
方
の
利
益
に
優
越
す

る
こ
と
（
保
護
利
益
の
優
越
）
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
る
。

《
配
慮
義
務

─
細
分
類
・
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
を
含
む
理
由
》

上
述
の
よ
う
に
、W

eller

の
い
う
配
慮
義
務
に
は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
非
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）
が
属
す
る
。



八
一

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

両
者
の
区
別
は
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
る（（19
（

。
も
っ
と
も
、
同
説
で
は
、
両
者
と
も
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
を
受
け
る
の
で
、
こ
の

点
は
扱
い
の
違
い
は
な
い
。
両
者
の
区
別
の
意
味
は
、
義
務
違
反
の
と
き
に
賠
償
対
象
と
な
る
の
が
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
場
合
は

対
価
利
益
（
給
付
利
益
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
保
護
義
務
違
反
の
と
き
は
完
全
性
利
益
で
あ
る
と
い
う
違
い
に
あ
る
と
い
う（（19
（

。

W
eller

は
、
二
分
説
の
基
礎
に
あ
る
理
解
、
す
な
わ
ち
、
二
四
一
条
二
項
の
規
定
は
保
護
義
務
だ
け
を
指
し
、
二
八
二
条
・
三
二
四

条
も
保
護
義
務
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
理
解
を
問
い
直
し
、
二
四
一
条
二
項
・
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
は
、
保
護
義
務
に
限

ら
れ
な
い
こ
と
を
詳
し
く
論
証
す
る
。
ま
ず
、
債
権
法
改
正
に
お
け
る
同
条
項
の
制
定
過
程
を
精
査
し
、
同
条
項
に
は
、
給
付
利
益
確
保

を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
も
含
ま
れ
る
と
い
う
理
解
が
同
条
項
制
定
時
に
と
ら
れ
て
い
た
と
強
調
す
る（（19
（

。
そ
し
て
、
給
付
関
連
的
配
慮
義

務
の
代
表
例
で
あ
る
給
付
誠
実
義
務
〔Leistungstreuepflicht

〕
を
念
頭
に
置
き
、
こ
れ
が
同
条
項
に
含
ま
れ
る
べ
き
理
由
（
し
た
が
っ

て
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
理
由
）
を
三
つ
挙
げ
る（（20
（

。
第
一
に
、
給
付
誠
実
義
務
違
反
に
対
し
て
、
債
権
法
改
正
前
の
判

例
は
、
現
行
法
二
八
二
条
・
三
二
四
条
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
積
極
的
債
権
侵
害
の
解
釈
準
則
の
適
用
を
し
て
い
た
こ
と（（20
（

。
第
二
に
、

給
付
誠
実
義
務
が
給
付
義
務
で
あ
る
と
し
た
ら
、
契
約
存
続
の
債
権
者
に
対
す
る
受
忍
要
求
不
可
能
性
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
猶
予
期
間

設
定
さ
え
あ
れ
ば
解
除
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
過
剰
な
効
果
で
あ
る
こ
と（（20
（

。
第
三
に
、
給
付
誠
実
義
務
の
典
型
例
は
債
権
者

の
協
力
義
務
で
あ
る
が
、
こ
の
協
力
義
務
が
給
付
義
務
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
義
務
違
反
の
と
き
に
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
認

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
協
力
と
い
う
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
な
ど
想
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
こ
と（（20
（

、
で
あ
る
。

《
給
付
関
連
的
配
慮
義
務

─
定
義
・
個
別
的
内
容
》

給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
、「
契
約
上
の
給
付
の
準
備
・
支
援
・
確
保
・
完
全
な
実
行
を
支
え
る
当
事
者
の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
給
付
結
果
お
よ
び
契
約
目
的
を
推
進
す
る
当
事
者
の
行
為
」
を
対
象
と
す
る
義
務
と
定
義
さ
れ
る（（20
（

。



八
二

給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
個
別
的
内
容
（
給
付
誠
実
義
務
を
除
く
）
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

─
目
的
物
で
あ
る
機
械
に
つ
い
て
、
引
渡
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
義
務
。

─
目
的
物
の
梱
包
義
務
。

─
契
約
履
行
に
際
し
て
生
じ
る
履
行
障
害
を
除
去
す
る
義
務
（
た
と
え
ば
、
認
可
を
受
け
る
義
務
）。

法
律
に
規
定
の
あ
る
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

─
給
付
を
補
強
す
る
情
報
提
供
義
務
・
通
知
義
務
（
四
六
九
条
、
六
六
六
条
）。

─
賃
借
目
的
物
を
契
約
違
反
の
態
様
で
利
用
し
な
い
使
用
賃
借
人
の
義
務
（
五
四
一
条
）。

《
給
付
誠
実
義
務

─
定
義
・
個
別
的
内
容
》

給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
代
表
例
で
あ
る
給
付
誠
実
義
務
は
、
信
義
則
に
基
づ
く
契
約
上
の
付
随
義
務
で
あ
っ
て
「
誠
実
な
給
付
を
行

う
義
務
、
す
な
わ
ち
、
契
約
目
的
を
危
殆
化
し
ま
た
は
挫
折
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
全
て
の
こ
と
を
せ
ず
、
か
つ
、
契
約
上
引
き
受
け
ら

れ
た
義
務
の
履
行
を
確
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
こ
と
を
す
る
」
義
務
で
あ
る
と
定
義
さ
れ（（20
（

、
個
別
的
内
容
と
し
て
、
次
の
場
合

は
同
義
務
違
反
で
あ
る
と
す
る（（20
（

。

─
高
級
乗
用
車
（
新
車
）
の
売
主
が
、
注
文
に
応
じ
て
用
意
し
て
い
た
新
車
か
ら
ス
ポ
イ
ラ
ー
を
取
り
外
し
、
中
古
品
の
ス
ポ
イ
ラ
ー

と
取
り
替
え
て
い
た
ケ
ー
ス
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
（BGH

 N
JW

 1978,260
（1977.10.19

）＝
ポ
ル
シ
ェ
カ
レ
ラ
事
件
）
で
、
積
極
的
債
権
侵
害

を
理
由
と
す
る
売
主
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
（
先
述
）。

─
深
刻
な
不
信
行
為
に
よ
る
契
約
の
信
頼
基
礎
の
危
殆
化（（20
（

。

─
明
ら
か
に
根
拠
の
な
い
契
約
取
消
の
意
思
表
示
。



八
三

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

─
債
権
者
が
、
債
務
者
の
給
付
に
対
す
る
不
満
を
不
必
要
に
辛
辣
で
侵
害
的
な
方
法
で
繰
り
返
し
表
明
す
る
行
為
。

《
給
付
関
連
的
配
慮
義
務

─
基
礎
づ
け
》

同
説
は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
基
礎
づ
け
に
関
し
て
興
味
深
い
主
張
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
義
務
は
、
契
約
に
よ
っ
て
具
体
的

内
容
が
定
め
ら
れ
る
従
た
る
給
付
義
務
と
は
異
な
り
、
契
約
目
的
を
考
慮
し
て
信
義
則
と
い
う
他
律
的
基
礎
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も
の
で

あ
る（（20
（

。
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
、
信
義
則
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
も（（20
（

、W
eller

は
、
同
義
務
は
、
契
約
制

度
に
も
根
拠
を
持
つ
と
い
う（（21
（

。
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
、
た
し
か
に
、
契
約
に
よ
っ
て
内
容
が
確
定
さ
れ
る
義
務
で
は
な
い
。
し
か
し
、

同
義
務
の
使
命
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
契
約
目
的
の
実
現
を
支
え
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
義
務
内
容
は
、
契
約
目
的
を
指

針
と
し
て
決
ま
る
と
い
う
。W

eller
に
よ
れ
ば
、「
契
約
目
的
が
、給
付
誠
実
義
務
の
内
容
お
よ
び
目
的
方
向
性
を
決
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

給
付
誠
実
義
務
は
、
そ
の
根
拠
を
、
二
四
二
条
の
み
に
持
つ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
加
え
、
契
約
制
度
〔Institut des V

ertrages

〕
そ

れ
自
体
に
も
持
つ
」
の
で
あ
る（（21
（

。

《
給
付
関
連
的
配
慮
義
務

─
要
件
》

W
eller

は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
判
例
か
ら
基
準
を
抽
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
定

立
を
試
み
る（（21
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
同
義
務
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
行
為
が
契
約

目
的
の
達
成
に
必
要
不
可
欠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
行
為
が
、
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
当
事
者
の
固
有
の
利
益
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
な
く
可
能
で
あ
っ
て
、受
忍
要
求
可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（（21
（

。
第
三
に
、そ
の
行
為
が
、給
付
関
連
的
配
慮
義
務
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
方
の
当
事
者
の
、
リ
ス
ク
領
域
・
利
益
領
域
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い（（21
（

、
と
い
う
。

《
特　
　
　

徴
》



八
四

W
eller

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
の
他
に
、
債
権
関
係
に
お
い
て
、
従
た
る
給
付
義
務
、
配
慮
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
。

給
付
義
務
は
、
二
四
一
条
一
項
が
定
め
る
義
務
で
あ
り
、
給
付
の
招
来
を
求
め
る
こ
と
で
、
当
事
者
の
等
価
利
益
（
給
付
利
益
）
を
実

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

配
慮
義
務
は
、
二
四
一
条
二
項
が
定
め
る
義
務
で
あ
り
、
合
意
さ
れ
た
給
付
以
外
に
一
般
的
な
契
約
適
合
的
行
為
を
求
め
る
も
の
と
定

義
す
る
。
配
慮
義
務
に
は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
保
護
義
務
が
属
す
る
。

給
付
義
務
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
配
慮
義
務
に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
両
者
の
区
別
が

重
要
で
あ
る
。
配
慮
義
務
に
属
す
る
保
護
義
務
は
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
っ
て
、
給
付
義
務
お
よ
び
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
か
ら
区
別
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
従
た
る
給
付
義
務
と
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
は
、
と
も
に
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
の
で
、
目
的
設
定
基
準

に
よ
る
区
別
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
両
者
は
、
契
約
締
結
時
か
ら
義
務
内
容
が
具
体
化
し
て
い
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。

契
約
締
結
時
か
ら
具
体
化
し
て
い
る
内
容
を
持
つ
も
の
が
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
る
。

同
じ
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
で
も
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
と
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
前
者

に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
理
由
が
詳
細
に
挙
げ
ら
れ
る（（21
（

。

W
eller

の
見
解
は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
基
礎
づ
け
に
お
い
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務

の
発
生
根
拠
は
、
信
義
則
と
い
う
他
律
的
な
基
礎
で
あ
る
と
明
言
す
る（（21
（

。
た
だ
し
、
同
義
務
は
契
約
に
も
根
拠
を
持
つ
と
い
う
。
一
定
の

目
的
で
契
約
を
締
結
し
た
以
上
は
、
契
約
上
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
義
務
で
あ
っ
て
も
、
契
約
目
的
実
現
の
た
め
に
必
要
な
行
為
を
課
す

義
務
（
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
）
を
認
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
義
務
内
容
は
必
然
的
に
契
約
目
的
に
照
ら
し
て
決
ま
る
と
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い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
の
「
契
約
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
意
味
は
、
契
約
目
的
を

実
現
す
る
べ
き
使
命
を
も
っ
た
制
度
と
し
て
の
契
約
の
側
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う（（21
（

。

給
付
関
連
的
配
慮
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
定
立
に
も
取
り
組
み
、
必
要
性
・
受
忍
要
求
可
能
性
を
中
核
と
す
る
基
準
を
立
て

る
点
も
、
他
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
義
務
の
個
別
的
内
容
の
例
示
に
お
い
て
は
、Gröschler

と
同
様
に
、
契
約
履
行
に
不
可
欠
な
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
の

義
務
（
給
付
誠
実
義
務
）
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
具
体
例
も
多
い
。

W
eller

の
、
今
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
訴
求
可
能
性
へ
の
関
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
た
る
給
付
義
務
と
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と

を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
は
、
訴
求
可
能
性
は
妥
当
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
訴
求
可
能
性
は
、
給
付
義
務
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
性
質

と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
訴
求
可
能
性
も
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
検
討
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）　Bachm

ann

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Bachm
ann

は
、
給
付
義
務
を
、
主
た
る
給
付
義
務
と
そ
れ
を
補
助
す
る
「
従
た
る
給
付
義
務
」
に
分
け
る（（21
（

。
そ
し
て
、
こ
の
給
付
義

務
と
区
別
さ
れ
、
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
と
し
て
、『
付
随
義
務
』
と
い
う
分
類
を
挙
げ
、
こ
れ
を
、「
二
四
一
条
一
項
の
意
味
で
の

給
付
を
直
接
に
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
債
権
者
の
そ
の
他
の
利
益
を
満
足
す
る
た
め
の
義
務
」
と
定
義
し
て
、
給
付
義
務
と
区
別
す

る
。
同
説
に
い
う
『
付
随
義
務
』
に
は
、
保
護
義
務
、
協
力
義
務
〔M

itw
irkungspflicht

〕、
説
明
義
務
、
給
付
利
益
確
実
化
付
随
義

務
〔Leistungssichernde N

ebenpflicht

〕
が
含
ま
れ
る（（21
（

。
同
説
は
、
給
付
義
務
は
二
四
一
条
一
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
、『
付
随
義
務
』
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は
、
保
護
義
務
か
ら
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
に
至
る
ま
で
、
全
て
、
二
四
一
条
二
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
す
る（（22
（

。

そ
し
て
、
給
付
義
務
と
『
付
随
義
務
』
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る（（22
（

。
ま
ず
成
果
が
見
込
め
る
の
は
、
目
的
設
定
基

準
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
同
基
準
で
も
疑
問
が
残
る
と
き
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
義
務
が
契
約
締
結
当
初
か
ら
具
体
化
さ
れ
て

い
る
か
の
基
準
が
有
用
で
あ
る（（22
（

。
そ
れ
で
も
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
ま
た
は
解
除
に
つ
い
て
猶
予
期
間
設

定
を
要
求
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
場
合
は
、
二
四
一
条
二
項
（『
付
随
義
務
』）
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
適
切
で
あ
る
場
合
は
二
四
一
条
一

項
（
給
付
義
務
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る（（22
（

、
と
い
う
。

な
お
、
訴
求
可
能
性
は
、
た
い
て
い
の
『
付
随
義
務
』
に
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
適
切
な
区
別
基
準
で
は
な
い
と
い
う
。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
》

従
た
る
給
付
義
務
と
は
、
給
付
義
務
の
う
ち
、「
契
約
類
型
を
決
定
す
る
意
義
を
も
た
ず
、
補
助
的
な
性
質
を
も
つ
も
の
」
で
あ
る
。

同
義
務
は
、
法
律
・
契
約
上
の
明
文
規
定
の
ほ
か
、「
客
観
的
に
、
利
益
分
析
か
ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
の
枠
組
で
」
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
、

と
い
う（（22
（

。

従
た
る
給
付
義
務
は
、
通
常
、
訴
求
可
能
性
が
あ
り
、
同
義
務
違
反
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
が
あ
る（（22
（

。

《
従
た
る
給
付
義
務

─
個
別
的
内
容
》

従
た
る
給
付
義
務
の
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る（（22
（

。
た
だ
し
、
全
て
法
律
上
規
定
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

─
事
務
受
託
者
の
報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
（
六
六
六
条
）。

─
使
用
賃
借
人
の
、
賃
借
物
の
契
約
違
反
的
利
用
を
し
な
い
義
務
（
五
四
一
条
）。

─
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務（（22
（

。
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《『
付
随
義
務
』

─
定
義
・
法
的
効
果
》

Bachm
ann

は
、
上
述
の
給
付
義
務
以
外
の
も
の
を
、『
付
随
義
務
』
と
す
る
。
そ
こ
に
、
他
説
と
同
様
、「
保
護
義
務
」
を
含
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
説
は
、「
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
」
で
あ
っ
て
、
給
付
義
務
に
あ
た
ら
な
い
も
の
（
協
力
義
務
、
給
付
確
保
的

付
随
義
務
）（

（22
（

も
、
二
四
一
条
二
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
付
随
義
務
』
に
含
め
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
理
由
は
、
猶
予
期
間
設
定
に
よ

る
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
へ
の
移
行
が
適
切
な
の
は
、
上
述
の
意
味
で
の
給
付
義
務
の
違
反
の
と
き
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
と
い

う
（
（22
（

。『
付
随
義
務
』
の
訴
求
可
能
性
は
、
個
別
に
検
討
さ
れ
る（（23
（

。
す
な
わ
ち
、
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
に
つ
い
て
は
、
訴
求
可

能
性
の
有
無
は
、
当
該
義
務
が
「
主
た
る
給
付
と
並
ん
で
、
独
立
の
目
的
の
た
め
に
働
く
義
務
」
と
い
え
る
か
否
か
で
決
ま
る（（23
（2
（23
（

。
さ
ら
に
、

主
た
る
給
付
を
準
備
す
る
た
め
の
付
随
義
務（（23
（

や
主
た
る
給
付
を
妨
げ
な
い
不
作
為
義
務
に
つ
い
て
も
、
抽
象
的
に
は
差
止
請
求
権
が
存
す

る
の
で
あ
り
、
給
付
結
果
の
直
接
的
危
殆
化
が
あ
れ
ば
同
請
求
権
が
具
体
化
し
て
訴
求
可
能
と
な
る
と
い
う（（23
（

。
し
た
が
っ
て
、
訴
求
可
能

性
の
あ
る
『
付
随
義
務
』
も
存
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

『
付
随
義
務
』
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
請
求
・
解
除
が
論
じ
ら
れ
、
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条

の
適
用
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（（23
（

。

《『
付
随
義
務
』

─
細
分
類
》

『
付
随
義
務
』
は
、
発
生
根
拠
の
違
い
か
ら
、
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
と
保
護
義
務
に
分
け
ら
れ
る（（23
（

。
給
付
利
益
実
現
の

た
め
の
付
随
義
務
の
発
生
根
拠
は
契
約
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
保
護
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
特
別
な
関
係
か
ら
生
じ
る
、
完
全
性
利
益

へ
の
影
響
可
能
性
の
高
度
化
で
あ
る
た
め
、
そ
の
発
生
の
た
め
に
必
ず
し
も
契
約
を
要
し
な
い
、
と
い
う
。
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《
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
：
協
力
義
務
》

給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
に
は
、
協
力
義
務
、
給
付
確
実
化
付
随
義
務
が
あ
る
。

協
力
義
務
は
、「
契
約
の
実
行
の
た
め
の
前
提
を
創
出
し
、
契
約
上
の
給
付
の
享
受
を
相
手
方
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
」
協
力

す
る
義
務
と
定
義
さ
れ
る（（23
（

。
協
力
義
務
の
個
別
的
内
容
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（（23
（

。

─
有
効
な
契
約
成
立
を
も
た
ら
す
た
め
に
官
公
庁
の
許
認
可
を
求
め
る
こ
と
に
協
力
す
る
義
務
。

─
相
手
方
が
税
法
上
の
利
益
を
得
る
た
め
に
支
援
す
る
義
務
。

─
給
付
の
最
終
的
結
果
が
生
じ
る
よ
う
、
相
手
方
が
目
指
し
て
い
た
目
的
の
た
め
に
給
付
を
利
用
で
き
る
よ
う
協
力
す
る
義
務（（23
（

。

─
債
務
者
が
履
行
に
必
要
な
問
い
合
わ
せ
を
債
権
者
に
行
っ
た
が
、
債
権
者
が
再
三
虚
偽
の
説
明
を
す
る
の
で
、
債
務
者
に
と
っ
て
債

権
者
の
不
履
行
の
お
そ
れ
が
深
刻
で
あ
る
場
合（（24
（

。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
を
認
め
た
（BGH

Z 11,80

（1953.11.13

））（
先
述
）。

《
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
：
給
付
確
実
化
付
随
義
務
》

給
付
確
実
化
付
随
義
務
と
は
、「
給
付
結
果
の
発
生
お
よ
び
契
約
目
的
の
実
現
が
危
う
く
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
は
、
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
」
に
必
要
な
全
て
の
こ
と
を
す
る
義
務
（
お
よ
び
こ
れ
を
妨
げ
る
全
て
の
こ
と
を
し
な
い
義
務
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る（（24
（

。
そ
の

個
別
的
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
例
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る（（24
（

。

─
目
的
物
の
保
管
義
務（（24
（

・
梱
包
義
務
。

─
給
付
の
受
領
・
給
付
結
果
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
証
明
書
・
文
書
・
情
報
の
提
供（（24
（

。

─
契
約
を
信
義
に
従
い
誠
実
に
展
開
し
、
そ
の
際
、
受
忍
要
求
可
能
な
範
囲
で
、
相
手
方
の
利
益
に
考
慮
す
る
義
務
（
誠
実
義
務
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〔T
reuepflicht

〕）。
根
拠
の
な
い
契
約
上
の
権
利
（
取
消
権
、
解
除
権
、
解
約
告
知
権
、
担
保
給
付
請
求
権
）
を
主
張
す
る
こ
と
や
、
根
拠
な
く

真
剣
か
つ
最
終
的
な
履
行
拒
絶
を
行
う
こ
と
は
、誠
実
義
務
違
反
に
あ
た
る（（24
（

。
一
連
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
（BGH

 N
JW

 2008,1147

（2008.1.23

）; 

BGH
Z 179,238

（2009.1.16

）;BGH
Z 195,207 

（2012.10.25

））
は
、
根
拠
の
な
い
契
約
上
の
権
利
の
主
張
な
い
し
法
的
主
張
は
、
配
慮
義

務
違
反
（
二
四
一
条
二
項
の
義
務
の
違
反
）
に
あ
た
る
と
解
し
て
い
る（（24
（

。

《
保
護
義
務
内
容
》

Bachm
ann

は
、
保
護
義
務
に
つ
い
て
、
取
引
的
接
触
に
よ
る
影
響
危
険
の
高
ま
り
を
理
由
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
、
完
全
性
利
益
を

保
護
す
る
た
め
の
も
の
と
す
る（（24
（

。
上
述
の
よ
う
に
、
同
義
務
は
、
二
四
一
条
二
項
の
義
務
で
あ
る（（24
（

。
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
同
義
務
の

発
生
に
は
契
約
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
。

保
護
義
務
に
は
、
人
格
・
所
有
権
・
財
産
を
侵
害
か
ら
保
護
す
る
義
務
、
警
告
義
務
、
情
報
提
供
義
務
が
属
す
る（（24
（

。
保
護
義
務
の
訴
求

可
能
性
は
、
原
則
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
と
い
う（（25
（

。

《
特　
　
　

徴
》

Bachm
ann

の
見
解
の
概
要
・
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
た
る
給
付
義
務
の
他
に
、
債
権
関
係
上
、
従
た
る
給
付
義
務
、『
付
随
義
務
』
が
生
じ
る
と
す
る
。

給
付
義
務
は
、
二
四
一
条
一
項
の
意
味
で
の
給
付
を
直
接
に
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
が
こ

れ
に
該
当
す
る
。

『
付
随
義
務
』
は
、
二
四
一
条
一
項
の
意
味
で
の
給
付
を
直
接
に
目
的
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の

付
随
義
務（（25
（

、
保
護
義
務
が
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
『
付
随
義
務
』
は
、
全
て
、
二
四
一
条
二
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
給
付
義
務
は
二
四
一
条
一
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、『
付
随
義
務
』
は
、
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随

義
務
も
含
め
て
、
同
条
二
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
区
別
が
重
要
に
な
る
。
区
別
基
準
は
、
ま
ず
は
、
目
的
設
定
基
準
に
よ
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
義
務
が
契
約
締
結
当
時
か
ら
具
体
化
し
て
い
た
か
を
基
準
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
も

決
め
手
と
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
最
終
的
に
、
猶
予
期
間
設
定
要
求
が
適
切
で
な
い
場
合
は
（
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
の
が
適

当
な
も
の
は
）、
二
四
一
条
二
項
（『
付
随
義
務
』）
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
適
切
で
あ
る
も
の
は
二
四
一
条
一
項
（
給
付
義
務
）
に
位
置
づ
け
ら

れ
る（（25
（

。
こ
の
よ
う
にBachm

ann

の
論
じ
る
基
準
は
、
広
く
浸
透
し
て
い
る
目
的
設
定
基
準
とW

eller

が
提
唱
し
た
具
体
化
の
有
無
の

基
準
を
、
段
階
を
つ
け
て
統
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
複
数
の
基
準
が
段
階
的
に
作
用
す
る
と
論
じ
る
点
が
、
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

Bachm
ann

も
、W

eller

と
同
様
、
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
に
二
八
二
条
・
三
二
四
条
を
適
用
す
る
の
は
、
債
権
法
現

代
化
の
改
正
時
の
立
法
者
意
思
で
あ
っ
た
と
す
る
。

Bachm
ann

の
見
解
は
、
結
論
的
に
は
、
以
上
の
区
別
基
準
・
用
語
法
を
除
け
ば
、W

eller

と
同
説
で
あ
る
。

給
付
利
益
の
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
（
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
）
の
個
別
的
内
容
が
詳
細
で
あ
る
。
給
付
準
備
行
為
も

こ
こ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
契
約
履
行
に
不
可
欠
な
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
の
義
務
（
誠
実
義
務
）
に
関
す
る
記
述
も
厚
く
、
根

拠
の
な
い
担
保
給
付
請
求
等
を
付
随
義
務
違
反
と
す
る
近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
へ
の
言
及
も
注
目
さ
れ
る
。

（
4
）　

小　
　
　

括

三
分
説
の
各
見
解
に
共
通
す
る
の
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
保
護
義
務
と
区
別
し
つ
つ
も
、
給
付
利
益
確
保
を

目
的
と
す
る
付
随
義
務
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
の
場
合
に
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
す
る
点
で
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あ
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
中
に
も
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
も
の

と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（（25
（

。
そ
こ
で
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
、
こ
の
観
点
か
ら
さ
ら

に
分
類
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
各
見
解
と
も
に
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
呼

ぶ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、Gröschler

は
給
付
関
連
的
付
随
義
務
、W

eller

は

給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
呼
ん
で
い
る
。

三
者
が
違
い
を
見
せ
る
の
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、
従
た
る
給
付
義
務
と
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が

適
用
さ
れ
る
も
の
と
を
区
別
す
る
基
準
に
つ
い
て
で
あ
る（（25
（

。
ま
ず
、Gröschler

は
、
そ
の
基
準
を
訴
求
可
能
性
に
求
め
る（（25
（

。
次
に
、

W
eller

は
、
保
護
義
務
に
つ
い
て
は
目
的
設
定
基
準
で
識
別
し
た
上
で
、
従
た
る
給
付
義
務
と
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
は
、
契
約
締

結
時
か
ら
の
具
体
化
の
有
無
を
基
準
に
し
て
区
別
す
る
。
最
後
に
、Bachm

ann

は
、
段
階
的
な
判
断
を
主
張
す
る（（25
（

。

付
随
義
務
の
分
類
上
、
訴
求
可
能
性
に
意
義
を
持
た
せ
る
か
、
に
つ
い
て
も
違
い
を
見
い
だ
せ
る
。
こ
こ
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、

Gröschler

は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
訴
求
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
お
り
、
訴
求

可
能
性
に
分
類
上
の
大
き
な
意
義
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、訴
求
可
能
性
重
視
説
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、Bachm

ann

は
、

訴
求
可
能
性
の
分
類
上
の
意
義
を
明
確
に
否
定
す
る
。
こ
の
点
は
、
二
分
説
に
近
い
扱
い
で
あ
る
。W

eller

の
見
解
で
も
、
訴
求
可
能

性
に
は
分
類
上
の
意
義
は
与
え
ら
れ
な
い（（25
（

。

な
お
、
保
護
義
務
を
そ
れ
以
外
の
義
務
と
区
別
す
る
の
は
、
他
の
見
解
と
共
通
す
る
。

付
随
義
務
の
個
別
的
内
容
に
目
を
向
け
る
と
、Gröschler

、W
eller

、Bachm
ann

の
全
て
の
見
解
が
、
契
約
関
係
展
開
の
た
め
に

不
可
欠
な
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
の
義
務
（
信
頼
維
持
義
務
）（

（25
（

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
ま
た
、
三
者
の
見
解
が
、
給
付
利
益
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確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
中
で
も
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
論
じ
る
と
き
、
主
に
念
頭
に
置
い
て
い

る
の
も
、
こ
の
信
頼
維
持
義
務
で
あ
る（（25
（

。

（
5
）　

補　
　
　

論

Em
m

erich
は
、W

eller

・Bachm
ann

と
同
じ
結
論
を
説
く
が
、
三
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
用
語
法
が
独
自
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、Em

m
erich

の
用
語
法
で
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
で
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
が
認
め
ら
れ

る
も
の
が
「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
〔leistungsbezogene N

ebenpflicht

〕」
で
あ
る（（26
（

。
そ
し
て
、
給
付
利
益
確
保
に
関
わ
る
が
、

二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
付
随
義
務
と
し
て
、
給
付
誠
実
義
務
を
認
め
て
い
る
。
二
点
目
は
、
こ
の
意
味
で
の
給
付
関
連
的

付
随
義
務
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
給
付
誠
実
義
務
に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
つ
つ
、
前
者
に

つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
い
な
い
た
め
、
分
類
の
内
実
が
不
明
瞭
で
あ
る
点
で
あ
る
。
三
点
目
は
、Gröschler

説
・W

eller

説
・

Bachm
ann

説
と
結
論
的
に
は
接
近
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
各
説
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す

る
付
随
義
務
の
全
て
に
二
八
一
条
・
三
二
三
条
を
適
用
す
る
の
は
不
適
当
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
み
ら
れ
な
い
点
で
あ

る
。

《
主
た
る
給
付
義
務
以
外
の
義
務
の
呼
称
・
分
類
》

Em
m

erich

に
よ
れ
ば
、
付
随
義
務
の
分
類
に
は
様
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
給
付
障
害
と
の
関
連
で
意
味
が
あ
る
の
は
、
給
付
関
連
的

付
随
義
務
（
従
た
る
給
付
義
務
）（

（26
（

と
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
〔nicht leistungsbezogene N

ebenpflicht

〕（
（26
（

へ
の
分
類
だ
け
で
あ
る

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
義
務
へ
の
違
反
の
と
き
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
が
、
後
者
の
義
務
へ
の
違
反
の
と
き

は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
条
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（（26
（

。
そ
し
て
、
こ
の
区
別
は
目
的
設
定
基
準
に
よ
る
。
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《
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
定
義
・
法
的
効
果
》

同
説
で
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、「
そ
の
履
行
が
、
債
権
関
係
の
内
容
に
応
じ
て
、
相
手
方
に
、
一
定
の
こ
と
〔etw

as

〕
を

得
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
全
て
の
義
務
で
あ
っ
て
、そ
の
一
定
の
こ
と
に
対
し
て
、相
手
方
が
、債
権
関
係
の
趣
旨
目
的
に
し
た
が
っ

て
、
請
求
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
義
務
」
と
定
義
さ
れ
る（（26
（

。
そ
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
同
義
務
違
反
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適

用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
同
義
務
の
具
体
例
や
発
生
根
拠
に
は
言
及
が
な
い
。

《
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務

─
定
義
・
特
徴
・
細
分
類
》

Em
m

erich

に
よ
れ
ば
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、「
債
権
関
係
の
展
開
に
よ
る
侵
害
か
ら
、
相
手
方
の
権
利
・
法
的
財
貨
・
利

益
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
」
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
同
義
務
違
反
に
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
。
同
義
務
の
訴

求
可
能
性
は
、
と
く
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
は
誠
実
義
務
〔T

reuepflicht

〕
と
保
護
義
務
が

あ
る
と
い
う（（26
（

。

誠
実
義
務
に
何
が
該
当
す
る
か
は
明
確
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
はEm

m
erich

の
い
う
「
給
付
誠
実
義
務
」
が

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、Em

m
erich

は
、
給
付
誠
実
義
務
違
反
に
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
明
言
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る（（26
（

。

《
給
付
誠
実
義
務
の
個
別
的
内
容
》

Em
m

erich

は
、
給
付
誠
実
義
務
は
、「
契
約
目
的
を
危
う
く
さ
せ
ま
た
は
挫
折
さ
せ
な
い
義
務
、
す
な
わ
ち
、
契
約
相
手
方
が
契
約

締
結
に
よ
っ
て
目
指
し
て
い
た
利
益
を
取
得
し
、
ま
た
は
、
契
約
相
手
方
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
契
約

相
手
方
を
妨
げ
な
い
義
務
」
で
あ
る
と
す
る（（26
（

。
給
付
誠
実
義
務
は
、
多
く
の
個
別
的
内
容
を
含
み
、
履
行
拒
絶
を
し
な
い
こ
と
の
他
に
、
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契
約
履
行
に
不
可
欠
な
信
頼
基
礎
を
破
壊
し
な
い
義
務
、
協
力
義
務
、
余
後
効
的
誠
実
義
務
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
給

付
誠
実
義
務
違
反
の
例
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る（（26
（

。

─
高
級
乗
用
車
（
新
車
）
の
売
主
が
、
注
文
に
応
じ
て
用
意
し
て
い
た
新
車
か
ら
ス
ポ
イ
ラ
ー
を
取
り
外
し
、
中
古
品
の
ス
ポ
イ
ラ
ー

と
取
り
替
え
て
い
た
ケ
ー
ス
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
（BGH

 N
JW

 1978,260 

（1977.10.19

）＝
ポ
ル
シ
ェ
カ
レ
ラ
事
件
）
で
、
積
極
的
債
権
侵
害

を
理
由
と
す
る
売
主
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
（
先
述
）。

─
買
主
・
注
文
者
に
よ
る
根
拠
の
な
い
苦
情
申
し
立
て
に
よ
っ
て
、
相
手
方
が
、
費
用
を
要
す
る
調
査
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き（（26
（

。

─
買
主
に
不
利
な
特
定
の
情
報
を
売
主
が
信
用
供
与
者
に
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
買
主
へ
の
融
資
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
で
、
そ
の
融
資
が

売
買
代
金
の
資
金
調
達
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
き
。

─
信
頼
基
礎
の
破
壊（（27
（

。

《
保
護
義
務
》

Em
m

erich

に
よ
れ
ば
、
保
護
義
務
違
反
の
と
き
は
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
の
一
つ
と
し
て
、
二
八
〇
条
一
項
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
が
で
き
る
ほ
か
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
に
よ
り
所
定
の
要
件
の
も
と
で
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
・
解
除
も
で
き
る（（27
（

。

Em
m

erich

は
、
保
護
義
務
の
個
別
的
内
容
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る（（27
（

。

─
説
明
義
務
、
通
知
義
務
、
警
告
義
務
、
助
言
義
務

─
守
秘
義
務
、
秘
密
保
持
義
務

─
契
約
相
手
方
の
財
産
・
人
格
に
関
し
て
生
じ
る
保
護
義
務
・
配
慮
義
務
・
保
管
義
務

《
特　
　
　

徴
》
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

Em
m

erich

の
説
は
、
用
語
法
を
除
き
、W

eller

・Bachm
ann

の
説
と
結
論
は
同
旨
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、Em

m
erich

の
用
語
で

い
う
「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」（

（27
（

に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。
次
に
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
は
二
八
二
条
・

三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
は
、
保
護
義
務
・
給
付
誠
実
義
務
が
含
ま
れ
る
。

も
っ
と
も
、Em

m
erich

は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
給
付
誠
実
義
務
の
区
別
の
基
準
を
論
じ
て
い
な
い
。

契
約
関
係
の
存
続
・
展
開
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
信
頼
の
維
持
（
信
頼
維
持
義
務
）（

（27
（

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
個
別
的
内
容
も
多
く

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
三
分
説
の
各
見
解
と
共
通
す
る
。

（
1
）
た
と
え
ば
、
一
部
の
見
解
（Gröschler

、Bachm
ann

）
で
は
、
給
付
義
務
に
主
た
る
給
付
義
務
だ
け
で
な
く
、
従
た
る
給
付
義
務
を
含
ま
せ
、

こ
の
意
味
で
の
給
付
義
務
以
外
の
債
権
関
係
上
の
義
務
に
つ
い
て
、「
付
随
義
務
〔N

ebenpflicht

〕」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、

こ
の
語
は
、
本
稿
が
用
い
る
意
味
で
の
付
随
義
務
と
は
異
な
り
、
従
た
る
給
付
義
務
を
含
ま
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
後
述
のEm

m
erich

旧

説
で
は
、「
付
随
義
務
〔N

ebenpflicht

〕」
の
語
は
、
最
も
狭
い
意
味
で
用
い
ら
れ
、
債
権
関
係
上
の
義
務
の
う
ち
、
主
た
る
給
付
義
務
に
も
従

た
る
給
付
義
務
に
も
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
保
護
義
務
に
も
該
当
し
な
い
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
み
を
指
す
語
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（
2
）Larenz

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
『
契
約
規
範
の
構
造
と
展
開
』（
一
九
九
一
年
）（
以
下
、『
構
造
と
展
開
』
と
し
て
引
用
。）
六
一
頁

以
下
・
一
一
二
頁
以
下
、
長
坂
純
『
契
約
責
任
の
構
造
と
射
程
』（
二
〇
一
〇
年
）
六
三
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
3
）Larenz,Lehrbuch des Schuldrechts Bd.1 A

llgem
einer T

eil
（14.A

ufl.,1987

）,8ff..

（
4
）
他
の
論
者
（Gröschler

、T
hiele/Fezer

、M
adaus

）
の
用
語
法
で
は
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
相
当
す
る
。

（
5
）Larenz,aaO

.,138ff.

も
っ
と
も
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
は
、
主
と
し
て
、
保
護
義
務
・
忠
実
義
務
で
あ
る
と
述
べ
る
箇
所
も
あ
る
と
こ
ろ

（Larenz,aaO
.,10ff.

）、
給
付
関
連
的
義
務
と
忠
実
義
務
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
）Larenz,aaO

.,8.
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（
7
）Larenz,aaO

.,12.Larenz

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
当
事
者
は
、
特
定
の
行
為
の
正
確
な
定
義
づ
け
、
お
よ
び
そ
れ
を
債
務
内
容
と
し
て

確
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
特
定
の
義
務
を
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
に
格
上
げ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
従
た
る
給
付
義
務
も
、

独
立
し
て
訴
求
可
能
で
あ
る
。」

（
8
）Larenz,aaO

.,12.

（
9
）Larenz,aaO

.,9.

（
10
）
そ
し
て
、「
そ
の
他
の
行
為
義
務
」
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
の
考
慮
要
因
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（Larenz,aaO

.,10

）。
当
事
者
は
、

「
全
体
と
し
て
、
具
体
的
な
契
約
目
的
・
給
付
の
特
別
な
種
類
・
忠
実
な
協
働
の
必
要
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
方
に
期
待
し
う

る
行
為
を
す
る
義
務
を
負
う
。」

（
11
）Larenz,aaO

.,11f..Larenz

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
詳
し
い
内
容
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
債
権
関
係
の
発
生

と
同
時
に
確
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
そ
の
つ
ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
…
…

し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
、
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
履
行
を
事
前
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
12
）Larenz,aaO

.,9.

（
13
）Larenz,aaO

.,138f..Larenz

は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
信
義
則
か
ら
生
じ
る
そ
の
他
の
行
為
義
務
の
種
類
は
多
様
で
あ
る
が
、「
一
方
で
は
、

保
持
義
務
・
保
護
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
が
生
じ
る
の
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
が
、
相
手
方
に
対
し
て
、
債
権
関
係
の
実
行
の
過
程
に
お
い
て
、

自
ら
の
財
貨
を
委
ね
、
そ
の
相
手
方
に
、
そ
の
財
貨
に
対
し
て
影
響
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
許
す
と
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
相
手
方
は
、
自
ら

に
委
ね
ら
れ
た
財
貨
を
慎
重
に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
損
害
回
避
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

相
手
方
に
、
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
相
手
方
に
帰
属
す
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
利
益
を
取
得
さ
せ
、
ま
た
は
、
相
手
方
に
、
そ
の
権
利
の
行
使
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
義
務
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
保
護
義
務
と
対
照
さ
せ
て
、
給
付
関
連
的
義
務
と
呼
ば
れ
て
い
る
。」

（
14
）Larenz,aaO

.,9f.;138f..

（
15
）
こ
れ
ら
の
う
ち
、
他
の
見
解
で
は
、
多
く
の
場
合
、
報
告
義
務
は
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
に
分
類
さ
れ
、
安
全
配
慮
義
務
は

保
護
義
務
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、Larenz

は
そ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
情
報
提
供
義
務
に
つ
い
て
は
、「
保
護
義
務
に

近
い
」
と
述
べ
る
（Larenz,aaO

.,140

）。

（
16
）
こ
れ
を
行
う
義
務
が
、
第
一
章
に
お
い
て
「
具
体
的
行
為
義
務
」
と
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

（
17
）Larenz

は
、
配
慮
、
説
明
、
契
約
目
的
の
棄
損
・
挫
折
を
避
け
る
こ
と
、
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
行
う
義
務
が
、
本
稿
で
「
給
付
利
益
確
保
を
目

的
と
す
る
付
随
義
務
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
18
）Larenz,aaO

.,10f..

（
19
）Larenz

は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
給
付
行
為
に
際
し
て
適
切
な
行
為
を
す
る
義
務
は
、「
給
付
義
務
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
実
際
、

義
務
者
は
、
こ
こ
で
、
二
つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
給
付
と
給
付
に
際
し
て
遵
守
す
べ
き
行
為
の
二
つ
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
つ

の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
適
切
な
給
付
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

（
20
）Larenz,aaO

.,10.

（
21
）
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
二
〇
〇
二
年
施
行
の
改
正
に
際
し
て
、
こ
の
契
約
締
結
前
の
法
律
に
基
づ
く
債
権
関
係
に
つ
い
て
、

明
文
規
定
を
置
い
た
（
二
四
一
条
二
項
、
三
一
一
条
二
項
）。

（
22
）Larenz,aaO

.,106ff..

（
23
）Larenz,aaO

.,117f..

潮
見
佳
男
『
構
造
と
展
開
』
一
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
潮
見
佳
男
『
構
造
と
展
開
』
六
三
頁
・
一
一
三
頁
以
下
、
長
坂
純
・
前
掲
書
六
三
頁
以
下
。

（
25
）
該
当
部
分
で
、Larenz

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 

 

「
全
て
の
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
の
内
容
は
、
一
部
分
は
、

─
「
任
意
的
」
法
律
規
定
し
か
関
係
し
な
い
範
囲
で
は

─
優
先
的
に
、
適

切
に
表
示
さ
れ
た
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
ま
た
一
部
は
、
法
律
規
定
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
「
信
義
則
」
に
よ
っ
て
も
決
ま
る
。
し

た
が
っ
て
、
常
に
、「
主
観
的
」
要
素
と
「
客
観
的
」
要
素
は
、
協
働
す
る
の
で
あ
る
。」「
そ
の
形
成
内
容
〔inhaltliche A

usgestaltung

〕
に

お
い
て
は
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
も
、
客
観
的
な
法
の
規
定
を
も
根
拠
と
す
る
。
客
観
的
な
法
の
規
定
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
た
い
て

い
は
、
思
慮
が
あ
り
誠
実
に
思
考
す
る
当
事
者
な
ら
ば
、
規
律
さ
れ
る
べ
き
問
題
を
考
え
て
い
た
と
し
た
ら
、
合
意
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
内
容
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
に
し
ろ
、
客
観
的
な
法
の
規
定
は
、
行
わ
れ
た
合
意
か
ら
明
ら
か
に
な
る
目
的
お
よ
び
そ
の
背
後

に
あ
る
当
事
者
の
利
益
お
よ
び
利
益
評
価
に
、
両
当
事
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
適
正
な
調
整
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
最
も
よ
く
か

み
合
う
規
律
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、客
観
的
な
法
の
規
定
の
妥
当
根
拠
は
、な
お
も
客
観
的
な
法
で
あ
る
。
契
約
に
よ
っ

て
生
じ
る
債
権
関
係
も
、
そ
の
形
成
内
容
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
部
分
は
、
客
観
的
な
法
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。」

（Larenz,aaO
.,77

）
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「
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
は
、そ
の
核
心
部
分
、す
な
わ
ち
、両
当
事
者
の
給
付
義
務
の
内
容
お
よ
び
範
囲
に
つ
い
て
の
み
、法
律
行
為
に
よ
っ

て
、
し
た
が
っ
て
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
法
律
上
の
任
意
規
定
お
よ
び
ま
た

強
行
規
定
に
よ
っ
て
共
同
決
定
さ
れ
る
」。「
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
の
枠
内
で
は
、
交
渉
関
係
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
と
同
様
ま
た
は

そ
れ
よ
り
広
い
保
護
義
務
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
に
加
わ
る
の
が
、
本
来
の
給
付
義
務
お
よ
び
従
た
る
給
付
義
務
の
ほ
か
、
そ
の
準
備
及
び
確
保
を

目
的
と
す
る
義
務
、
そ
し
て
ま
た
、
い
く
つ
か
の
法
律
関
係
に
お
い
て
は
（
た
と
え
ば
、
組
合
、
事
務
処
理
契
約
、
雇
用
契
約
）、
忠
実
的
な
協

力
を
す
る
義
務
、
誠
実
義
務
・
配
慮
義
務
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
義
務
が
、
…
…
協
働
し
て
、
契
約
に
基
づ
く
債
権
関
係
の
全
体
的
構
成
を
形

作
る
の
で
あ
る
。」（Larenz,aaO

.,118

）

 
 

 

「
契
約
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
債
権
関
係

─
契
約
関
係

─
は
、
相
互
に
関
連
す
る
権
利
義
務
の
「
構
成
体
」
と
し
て
、
私
の
理
解
に

よ
れ
ば
、
意
思
表
示
に
お
い
て
表
明
さ
れ
る
当
事
者
意
思

─
す
な
わ
ち
法
律
行
為
と
し
て
の
契
約

─
に
基
づ
く
義
務
、
と
り
わ
け
主
た
る
給

付
義
務
に
加
え
て
、
法
律
（
客
観
的
な
法
）
に
基
づ
く
義
務
も
含
む
の
で
あ
る
。」「
契
約
関
係
の
内
容
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
一
部
の
み
が
、

当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。
法
秩
序
は
、
当
事
者
意
思
を
尊
重
し
、
適

正
な
規
律
を
施
す
と
い
う
意
味
で
当
事
者
意
思
を
補
完
す
る
の
で
あ
る
。」（Larenz,aaO

.,365f.

）

 
 

 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
、
契
約
の
法
的
拘
束
力
な
い
し
契
約
規
範
を
め
ぐ
るLarenz

の
議
論
に
お
け
る
、
当
事
者

意
思
（
主
観
的
モ
ー
メ
ン
ト
）
と
実
定
法
規
範
（
客
観
的
モ
ー
メ
ン
ト
）
の
協
働
と
、
そ
の
協
働
に
お
け
る
両
者
の
調
和
と
い
う
構
想
の
全
貌
に

つ
い
て
は
、
森
田
修
『
契
約
規
範
の
法
学
的
構
造
』（
二
〇
一
六
年
）
三
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
26
）
潮
見
佳
男
『
構
造
と
展
開
』
一
三
二
頁
、
長
坂
純
・
前
掲
書
九
九
頁
。

（
27
）Larenz,aaO
.,77ff..

（
28
）
な
お
、Böttcher

の
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
二
四
二
条
の
注
釈
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
、
同
じ
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
け
る
同
条
の
以
前
の
担
当
者
で
あ
るH

ohloch

の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
29
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er 

（H
rsg.

）,Erm
an Bürgerliches Gesetzbuch Bd.I

（15.A
ufl.,2017

）,§
242  

Rn.67ff.;Rn.76.Böttcher

は
、「
当
事
者
意
思
が
明
ら
か
で
な
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
当
事
者
意
思
が
解
釈
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
と
き
、

二
四
二
条
が
、
付
随
義
務
を
創
出
す
る
た
め
の
安
定
し
た
法
源
と
な
っ
て
き
た
。」
と
す
る
。
ま
た
、
合
意
に
基
づ
か
な
い
付
随
義
務
が
、「
法
律

上
の
根
拠
・
客
観
的
法
と
い
う
根
拠
を
持
つ
義
務
と
し
て
の
法
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
が
、
同
義
務
を
、



九
九

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

当
事
者
合
意
に
基
づ
い
て
創
出
さ
れ
る
付
随
義
務
と
区
別
す
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
。

（
30
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.68;74.
（
31
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.75.

（
32
）
協
力
義
務
は
、当
事
者
が
負
う
「
自
ら
の
利
益
の
限
界
内
で
、給
付
結
果
の
達
成
の
た
め
に
協
力
す
る
義
務
」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
例
は
、

契
約
の
効
力
が
、
官
庁
の
許
認
可
に
依
存
す
る
と
き
、
契
約
に
効
力
を
持
た
せ
る
た
め
、
許
認
可
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
す
る
義
務
で
あ
る
。

Böttcher,in:W
esterm

ann/Grunew
ald/M

aier-Reim
er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.82.

（
33
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.74f..

（
34
）
た
だ
し
、
不
作
為
義
務
の
よ
う
に
、
当
該
義
務
が
給
付
義
務
の
役
割
を
持
つ
ま
で
に
成
長
す
る
と
き
、
特
別
な
状
況
に
お
い
て
、
例
外
的
に
裁

判
上
の
貫
徹
が
必
要
と
な
る
と
き
を
除
く
、
と
い
う
。

（
35
）
注
意
義
務
〔Sorgfaltspflicht
〕、配
慮
義
務
〔Fürsorgepflciht

〕、通
知
義
務
〔A

nzeigepflicht

〕、情
報
提
供
義
務
〔A

ufklärungspflicht

〕、

誠
実
義
務
、
保
護
義
務
な
ど
。

（
36
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.75.

（
37
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.77ff..

（
38
）
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
嶌
英
弘
「
契
約
の
効
力
の
時
間
的
延
長
に
関
す
る
一
考
察　
（
一
）」
産
大
法
学
二

四
巻
三
＝
四
号
（
一
九
九
一
年
）
三
九
五
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
39
）
支
援
・
配
慮
義
務
の
内
容
と
し
て
、
相
手
方
に
よ
る
給
付
を
可
能
に
す
る
た
め
の
資
金
調
達
用
の
資
料
の
提
供
や
、
税
法
上
の
利
益
を
得
る
た

め
の
証
明
書
を
相
手
方
に
提
供
す
る
義
務
、
契
約
相
手
方
と
の
競
合
行
為
を
行
わ
な
い
義
務
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。Böttcher,in:W

esterm
ann/ 

Grunew
ald/M

aier-Reim
er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.79.

（
40
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.87f..

（
41
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.92.

（
42
）Böttcher,in:W

esterm
ann/Grunew

ald/M
aier-Reim

er

（H
rsg.

）,aaO
.,§

242 Rn.93.

情
報
提
供
義
務
は
、
保
護
義
務
の
下
位
分
類
の

一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
際
的
重
要
性
か
ら
、
固
有
の
事
例
グ
ル
ー
プ
を
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
し
、
独
立
の
項
目
と
し
て
詳
述
さ
れ

て
い
る
。



一
〇
〇

（
43
）
保
護
義
務
が
完
全
性
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護
義
務
以
外
の
非
独
立
的
付
随
義
務
が
給
付
利
益
確
保
を
目

的
と
す
る
こ
と
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
44
）
後
述
の
二
分
説
と
は
対
照
的
に
、
給
付
利
益
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
に
は
二
八
一
条
・
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
保
護
義
務
に
は
二
八
二
条
・

三
二
四
条
の
適
用
が
あ
る
、
と
い
う
議
論
を
行
わ
な
い
。

（
45
）
同
様
の
見
解
と
し
て
、Brox/W

alker

が
あ
る
（Brox/W

alker,A
llgem

eines Schuldrecht

（36.A
ufl.,2012

）,8ff.

）。
同
説
は
、
契
約

に
基
づ
く
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
を
、
訴
求
可
能
で
あ
る
給
付
義
務
（
二
四
一
条
一
項
）
と
、
独
立
し
て
訴
求
が
で
き
な
い
保
護
義
務
（
二

四
一
条
二
項
）
に
分
け
る
。
前
者
に
は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
が
属
し
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
合
意
・
法
律
規
定
か
ら
生
じ

る
が
、
信
義
則
か
ら
も
生
じ
う
る
と
す
る
。
保
護
義
務
は
、
主
に
、
完
全
性
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
い
う
。

（
46
）Böttcher

は
こ
れ
を
論
じ
な
い
一
方
で
、Larenz

は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
具
体
的
内
容
の
確
定
に
よ
り
従
た
る
給
付
義
務
が
生
じ
る
と

す
る
だ
け
で
あ
る
。

（
47
）Em

m
erich

は
、
現
在
で
は
付
随
義
務
に
つ
い
て
異
な
る
整
理
を
し
て
い
る
（
後
述
）。

（
48
）Em

m
erich,in:Em

m
erich/Gernhardt/Grunsky/H

uhn/Schm
idt/T

em
pel/W

olf,Grundlagen des V
ertrags- und Schuldrechts 

（1974

）,304f..

同
説
は
、「
主
た
る
給
付
義
務
か
ら
従
た
る
給
付
義
務
を
区
別
す
る
の
は
、
と
り
わ
け
、
そ
の
補
完
的
機
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

従
た
る
給
付
義
務
は
、独
立
し
た
意
義
を
も
た
な
い
。
そ
の
目
的
は
、む
し
ろ
、主
た
る
給
付
義
務
の
完
全
な
履
行
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。」

と
し
つ
つ
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、「
主
た
る
給
付
義
務
と
同
様
に
、
独
立
し
て
訴
求
可
能
で
あ
り
、
そ
の
使
命
を
、
主
要
的
給
付
に
対
す
る
債

権
者
利
益
の
満
足
を
、
そ
の
債
権
者
利
益
を
可
能
な
限
り
最
大
の
範
囲
で
実
現
す
る
方
法
で
、
確
実
に
す
る
こ
と
に
持
つ
」
義
務
で
あ
る
と
定
義

し
て
、
同
義
務
の
訴
求
可
能
性
を
認
め
、
か
つ
、
同
義
務
は
双
務
契
約
で
は
対
価
的
牽
連
関
係
〔Synallagm

a

〕
を
構
成
す
る
と
い
う
。

（
49
）Em

m
erich,in:Em

m
erich et al.,aaO

.,306f..Em
m

erich
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
従
た
る
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
間
に
、「
い
わ

ゆ
る
非
独
立
的
付
随
義
務
と
い
う
大
き
な
領
域
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
に
属
す
る
義
務
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
一
方
に
お
け
る
従

た
る
給
付
義
務
と
の
区
別
、
他
方
に
お
け
る
行
為
義
務
（
こ
こ
で
い
う
行
為
義
務
は
、
保
護
義
務
の
こ
と
で
あ
る
。

─
筆
者
注
）
と
の
区
別
が

未
解
決
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な
位
置
づ
け
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
確
実
な
の
は
、
た
だ
、『
付
随
義
務
』
と
従
た
る
給
付
義
務
と
は
、『
付

随
義
務
』
は
独
立
し
て
訴
求
が
で
き
ず
、
か
つ
、
対
価
的
牽
連
関
係
に
も
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
機
能
は
、
し
か
し
、
従
た
る
給
付
義
務
の
そ
れ
と
広
く
一
致
す
る
。
と
い
う
の
は
、『
付
随
義
務
』
の
使
命
は
、
第
一
に
、
債
権
者



一
〇
一

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

利
益
を
可
能
な
限
り
最
も
広
い
態
様
で
実
現
す
る
よ
う
な
主
た
る
給
付
義
務
の
履
行
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
付
随
義
務
』

の
有
責
な
違
反
は
、
し
た
が
っ
て
、
通
常
、
債
務
者
に
、
積
極
的
契
約
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
を
負
わ
せ
る
。
ま
た
、
個
別
事
例
で
は
、

主
た
る
給
付
義
務
の
不
能
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
う
る
。」

（
50
）
実
際
に
、Em

m
erich

旧
説
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
非
独
立
的
付
随
義
務
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
具
体
例
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
に
該
当
す
る
か
の
点
を
留
保
し
た
ま
ま
、
個
別
的
内
容
を
論
じ
て
い
る
（Em

m
erich,in:Em

m
erich et al.,aaO

.,309f.

）。

（
51
）Em

m
erich

は
、
契
約
内
容
と
し
て
の
給
付
結
果
を
、「
第
一
の
債
権
者
目
的
〔prim

ärer Gläubigerzw
eck

〕」、
そ
れ
以
外
の
債
権
者
利
益

（
本
稿
で
給
付
利
益
な
い
し
契
約
目
的
と
呼
ん
で
い
る
も
の
）
を
「
そ
の
他
の
債
権
者
目
的
〔w

eiterer Gläubigerzw
eck

〕」
と
呼
ん
で
い
る
。

（
52
）Em

m
erich,in:Em

m
erich et al.,aaO

.,305f..Em
m

erich

は
、
給
付
障
害
法
の
適
用
の
有
無
の
観
点
か
ら
、
当
事
者
が
契
約
を
す
る
目
的

に
つ
い
て
、「
第
一
の
債
権
者
目
的
」
と
「
そ
の
他
の
債
権
者
目
的
」
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

第
一
の
債
権
者
目
的
は
、
常
に
、
給
付
結
果
の
発
生
（
例
え
ば
、
売
買
の
買
主
で
あ
れ
ば
、
物
の
所
有
権
・
占
有
の
取
得
）
を
内
容
と
し
、
か
つ

契
約
内
容
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
履
行
の
と
き
は
直
接
に
給
付
障
害
法
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
他
の
債
権
者
目
的
と
は
、
債
権
者
が
、

「
第
一
の
債
権
者
目
的
」
の
達
成
を
通
じ
て
追
求
す
る
、
別
の
目
的
の
こ
と
で
あ
る
（
例
え
ば
、
物
の
所
有
権
・
占
有
の
取
得
（
第
一
の
債
権
者

目
的
）
を
通
じ
て
、そ
の
物
を
贈
与
・
居
住
・
賃
貸
の
た
め
に
利
用
（
そ
の
他
の
債
権
者
目
的
）
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。）。
後
者
の
不
達
成
（
遅

延
・
挫
折
）
に
は
、
原
則
と
し
て
給
付
障
害
法
の
適
用
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
取
引
安
定
性
は
、
そ
の
他
の
債
権
者
利
益
の
不
達
成
の
リ
ス
ク
は

債
権
者
が
負
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
達
成
不
能
に
よ
り
給
付
が
無
意
味
に
な
っ
た
と
し
て
も
債
権
者
は
契
約
に
拘
束
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
求

め
る
か
ら
で
あ
る
。

（
53
）Em

m
erich,in:Em

m
erich et al.,aaO

.,309f..

（
54
）
ド
イ
ツ
判
例
上
、
事
業
用
物
件
の
使
用
賃
貸
人
は
、
契
約
上
の
規
定
が
な
く
と
も
、
同
一
建
物
に
お
け
る
競
業
か
ら
、
使
用
賃
借
人
を
保
護
す

る
義
務
を
負
う
と
い
う
解
釈
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事
業
用
物
件
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
は
、
同
一
建
物
に
お
け
る
他
の
物
件
に

お
い
て
ま
た
は
直
近
に
あ
る
使
用
賃
貸
人
の
不
動
産
に
お
い
て
、
競
業
事
業
者
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
は
、
契
約
適
合
的
な
使
用
を
提
供
す
る
こ

と
に
属
す
る
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
（BGH

Z 70,79

（1977.12.7

）;BGH
 N

JW
 1979,1404

（1979.1.24

））。
以
下
、
こ
の
義
務
を
、「
使

用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
55
）Em

m
erich

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
一
般
に
、
当
事
者
に
は
、
常
に
、
一
定
の
協
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
は
、
信



一
〇
二

義
則
の
枠
内
で
、
契
約
の
実
行
に
際
し
て
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
、
相
手
方
の
最
も
固
有
の
契
約
リ
ス
ク
を
相
手
方

か
ら
除
去
す
る
義
務
と
負
う
と
い
う
程
度
に
ま
で
は
至
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
協
力
義
務
は
、
契
約
が
、
な
お
官
庁
の
許
認
可
を
必
要
と
し
て
い

る
と
き
に
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
と
き
、
両
当
事
者
は
、
不
確
定
的
に
無
効
の
ま
ま
で
あ
る
契
約
に
基
づ
い
て
、
認
可
を

得
る
た
め
の
全
て
の
こ
と
を
し
、
認
可
の
取
得
を
挫
折
さ
せ
う
る
全
て
の
こ
と
を
し
な
い
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。」

（
56
）Esser/Schm

idt

は
、
保
護
義
務
を
、「
そ
の
他
の
付
随
義
務
〔sonstige N

ebenplicht

〕」
と
も
呼
ぶ
。Esser/Schm

idt,Schuldrecht 
Bd.I A

llgem
einer T

eil T
eilband 1

（8.A
ufl.,1995

）,109ff.

（
57
）Esser/Schm

idt,aaO
.,107f..

（
58
）Esser/Schm

idt,aaO
.,108.

（
59
）Esser/Schm

idt,aaO
.,108.

（
60
）Esser/Schm

idt,aaO
.,105f..Esser/Schm

idt

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
保
護
義
務
は
、
取
引
の
履
行
が
、「「
取
引
倫
理
を
考
慮
し
た
信

義
誠
実
」
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
命
令
、
す
な
わ
ち
、
契
約
相
手
方
の
正
当
な
完
全
性
へ
の
期
待
を
十
分
に
考

慮
し
て
行
為
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
命
令
か
ら
帰
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。」

（
61
）Esser/Schm

idt,aaO
.,109f..

な
お
、
保
護
義
務
を
負
う
者
の
懈
怠
に
よ
っ
て
、
相
手
方
が
損
害
を
被
る
可
能
性
が
事
前
に
認
識
可
能
で
あ

る
と
き
は
、
例
外
を
認
め
る
。

（
62
）Em

m
erich

旧
説
は
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
従
た
る
給
付
義
務
と
そ
れ
を
欠
く
非
独
立
的
付
随
義
務
を
一
応
は
分
け
つ
つ
も
、
そ
の
実
際
の
区

別
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
区
別
の
作
業
を
放
棄
し
て
い
る
。Esser/Schm

idt

は
、
従
た
る
給
付
義
務
に
訴
求
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
こ
の
点
が

保
護
義
務
と
の
違
い
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
も
、
従
た
る
給
付
義
務
に
訴
求
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
同
義
務
が
訴
訟
や
執
行
の
形
式
に
な
じ
み
や
す

い
か
ら
で
あ
る
に
対
し
、
保
護
義
務
に
訴
求
可
能
性
が
な
い
の
は
、
そ
の
内
容
が
状
況
依
存
的
で
あ
り
事
前
に
確
定
可
能
で
な
い
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。
そ
う
す
る
と
、
従
た
る
給
付
義
務
に
は
訴
求
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
保
護
義
務
に
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
い
う
だ
け

で
あ
っ
て
、
訴
求
可
能
性
の
な
い
従
た
る
給
付
義
務
、
訴
求
可
能
性
の
あ
る
保
護
義
務
も
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

（
63
）Stürner,JZ 1976,388ff..

同
説
に
つ
き
、
保
護
義
務
の
履
行
請
求
権
の
基
礎
づ
け
を
中
心
に
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
本
健
蔵
『
安
全
配

慮
義
務
と
契
約
責
任
の
拡
張
』（
一
九
九
三
年
）
一
五
四
頁
以
下
。

（
64
）Stürner

は
、
訴
求
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
義
務
内
容
が
具
体
化
し
て
お
り
、
か
つ
、
損
害
賠
償
等
他
の
救
済
手
段
で
は
十
分
な
救
済
に
な



一
〇
三

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

ら
な
い
こ
と
も
必
要
と
な
る
と
す
る
。Stürner,aaO

.,388ff..
（
65
）
そ
こ
で
、
二
〇
〇
二
年
施
行
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
適
用
問
題
を
付
随
義
務
の
分
類
に
関
連
さ
せ
る
、
比
較
的
近
時
の
見
解

を
「
二
分
説
」（
後
述
）
と
呼
び
、
同
様
に
付
随
義
務
を
二
つ
に
分
け
る
が
、
そ
の
分
類
と
条
文
の
適
用
問
題
と
を
関
連
さ
せ
な
いT

eichm
ann

、

T
hiele/Fezer

の
見
解
を
、「
旧
二
分
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
66
）T

eichm
ann,JA

 1984,545.

（
67
）T

eichm
ann

は
、
当
該
論
考
で
は
給
付
関
連
的
義
務
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
論
者
が
用
い
る
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
同
じ

内
容
を
指
す
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、T

eichm
ann

の
論
考
に
お
け
る
「leistungsbezogene Pflicht

」
に
は
、「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」
の

語
を
あ
て
る
。

（
68
）T

eichm
ann

は
、
信
義
則
に
よ
り
、
当
事
者
は
、
相
手
方
の
合
理
的
な
利
益
に
配
慮
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
要
求
は
二
つ
の
領

域
で
現
れ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（T

eichm
ann,aaO

.,545f.

）。「
一
つ
に
は
、
当
事
者
は
、
合
意
さ
れ
た
給
付
目
的
が
害
さ
れ
ず
に
、

給
付
義
務
の
計
画
通
り
の
履
行
が
、
適
切
に
準
備
さ
れ
、
確
保
さ
れ
、
相
当
な
措
置
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
る
よ
う
に
、
協
力
す
る
義
務
を
負
う
。

す
な
わ
ち
、
当
事
者
は
、
い
わ
ゆ
る
給
付
利
益
を
共
同
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
に
は
、
主
要
義
務
に

加
え
、
そ
の
他
の
給
付
関
連
的
義
務
が
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
契
約
締
結
お
よ
び
そ
の
履
行
が
基
礎
づ
け
る
当
事
者
同
士
の
社
会
的
接
近
は
、
法

律
行
為
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
の
で
は
な
い
第
三
者
と
比
べ
、そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
当
事
者
を
、害
さ
れ
や
す
く
も
す
る
が
、こ
の
接
近
に
基
づ
き
、

当
事
者
は
、
さ
ら
に
、
相
手
方
を
、
そ
の
法
的
財
貨
に
お
い
て
尊
重
し
、
自
己
の
領
域
か
ら
発
し
て
相
手
方
が
被
り
か
ね
な
い
危
険
を
減
少
さ
せ
、

そ
の
よ
う
な
侵
害
が
生
じ
る
こ
と
を
可
及
的
に
防
止
す
る
義
務
を
負
う
。
い
わ
ゆ
る
保
護
義
務
は
、相
手
方
の
保
持
利
益
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。」

（
69
）T

eichm
ann

は
、
信
義
則
か
ら
次
の
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
と
い
う
（T

eichm
ann,aaO

.,545f.

）。「
一
定
の
社
会
的
役
割
に
お
い
て
法
律
生
活

に
参
加
す
る
債
務
者
に
は
、
誠
実
な
当
事
者
と
し
て
、
た
し
か
に
、
法
律
行
為
に
伴
う
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、

同
時
に
相
手
方
の
合
理
的
な
利
益
を
合
わ
せ
て
考
え
、
ま
た
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」。

（
70
）
ご
く
簡
単
な
言
及
で
あ
る
が
、
損
害
賠
償
請
求
権
、
履
行
請
求
権
、
給
付
の
全
体
に
つ
い
て
利
益
が
失
わ
れ
た
と
き
の
解
除
権
が
論
じ
ら
れ
る

（T
eichm

ann,aaO
.,711

）。

（
71
）T

eichm
ann

は
、提
供
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
は
、そ
れ
を
相
手
方
が
知
ら
な
け
れ
ば
不
利
な
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
情
報
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
、
情
報
提
供
義
務
者
に
と
っ
て
は
、
契
約
締
結
を
妨
げ
う
る
情
報
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
義
務
を
課
す
た
め
に
は
相
手



一
〇
四

方
に
特
別
な
保
護
必
要
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
の
判
断
要
素
を
論
じ
る
（T

eichm
ann,aaO

.,546ff.

）。
な
お
、T

eichm
ann

は

情
報
提
供
義
務
を
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
他
の
見
解
と
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
に
、
契

約
締
結
段
階
の
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
は
、
保
護
義
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
72
）T

eichm
ann,aaO

.,711f..

い
わ
ゆ
る
契
約
の
余
後
効
に
つ
い
て
は
、
熊
田
裕
之
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
契
約
終
了
後
の
過
失
責
任
」
法
学
新

報
九
七
巻
一
＝
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
六
九
頁
以
下
、
高
嶌
英
弘
「
契
約
の
効
力
の
時
間
的
延
長
に
関
す
る
一
考
察　
（
一
）（
二
・
完
）」
産

大
法
学
二
四
巻
三
＝
四
号
（
一
九
九
一
年
）
三
六
七
頁
以
下
・
二
五
巻
一
号
一
頁
以
下
、
蓮
田
哲
也
「
ド
イ
ツ
判
例
法
に
お
け
る
「
契
約
の
効
力

の
延
長
」
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
論
集
（
明
治
大
学
大
学
院
）
三
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
二
五
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
契
約
義
務
の

余
後
効
」
法
学
研
究
論
集
（
明
治
大
学
大
学
院
）
四
〇
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
八
三
頁
以
下
参
照
。

（
73
）T

eichm
ann,aaO

.,709f..

（
74
）T

eichm
ann,aaO

.,710.

（
75
）T

eichm
ann,aaO

.,711.

（
76
）T

eichm
ann,aaO

.,712ff..

（
77
）M

adaus,JA
 2004,290.

（
78
）
詳
し
く
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（T

hiele/Fezer,BGB Schuldrecht A
llgem

einer T
eil

（4.A
ufl.,1993

）,19

）。

 
 

 

「
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
の
用
語
法
や
体
系
化
に
よ
っ
て
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
債
務
者
の
個
別
的
義
務
の
内
容
的
確
定
が
、

具
体
的
な
法
律
問
題
へ
の
回
答
を
与
え
、
特
定
の
法
的
効
果
の
発
生
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
体
系
化
は
、
異
な
る
問
題
構
造
を
、
用

語
に
よ
っ
て
明
確
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。

 
 

 

お
も
に
次
の
問
題
構
造
が
あ
る
。

 
 
 
 

─
義
務
の
独
立
的
訴
求
可
能
性
。

 
 
 
 

─
対
価
的
牽
連
関
係
へ
の
義
務
の
組
み
入
れ
（
三
二
〇
条
以
下
）。

 
 
 
 

─
義
務
の
目
指
す
方
向
が
、
履
行
利
益
に
あ
る
か
、
保
持
利
益
に
あ
る
か
。

 
 
 
 

─
義
務
違
反
の
法
的
効
果
の
決
定
は
、
担
保
給
付
法
・
不
能
お
よ
び
遅
滞
の
規
定
に
よ
る
か
、
積
極
的
債
権
侵
害
の
原
則
に
よ
る
か
。

 
 

 

ど
の
よ
う
な
分
類
基
準
を
基
礎
と
す
る
の
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
実
に
多
様
な
問
題
構
造
へ
の
回
答
は
、
あ
る
義
務
が
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ



一
〇
五

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

け
ら
れ
る
か
と
は
、
必
然
的
な
関
係
に
な
く
、
ま
た
、
と
り
わ
け
統
一
的
な
関
係
に
は
な
い
。」

（
79
）T

hiele/Fezer,aaO
.,21ff..

（
80
）T

hiele/Fezer

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（T

hiele/Fezer,aaO
.,22

）。「
履
行
利
益
を
目
指
す
給
付
義
務
、
そ
こ
に
は
給
付
義
務
に
関
連
す

る
付
随
義
務
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
義
務
と
、
給
付
に
関
連
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
（
純
粋
な
）
保
護
義
務
（
保
持
義
務
）
が
区
別
さ
れ
る
。」

（
81
）T

hiele/Fezer

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（T

hiele/Fezer,aaO
.,21

）。
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
い
う
分
類
を
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
す

れ
ば
、「
付
随
的
給
付
の
招
来
を
目
的
と
す
る
従
た
る
給
付
義
務
と
、
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
非
独
立
的
付
随
義
務
と
の
区
別
、
す
な
わ
ち
、
た
し

か
に
給
付
の
招
来
を
直
接
に
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
給
付
招
来
の
支
援
を
目
的
と
す
る
義
務
と
の
区
別
は
、
実
質
的
に
は
不
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
独
立
的
訴
求
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
対
価
的
牽
連
関
係
へ
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、

積
極
的
債
権
侵
害
の
適
用
範
囲
の
限
界
づ
け
に
つ
い
て
も
、
基
準
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
82
）T

hiele/Fezer

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
は
、
給
付
義
務
に
添
え
ら
れ
、
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
（T

hiele/Fezer,aaO
.,20

）。「
給
付
関
連
的
と
し
て
の
特
徴
づ
け
は
、
こ
の
付
随
義
務
の
補
助
的
機
能
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
義
務
の
役

割
は
、
給
付
の
提
供
お
よ
び
給
付
結
果
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
義
務
が
目
的
と
す
る
の
は
、
債
権
関
係
の
適
切
な
履
行
が
、
社

会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
る
注
意
の
基
準
に
従
っ
て
…
…
か
つ
信
義
則
に
従
っ
て
（
二
四
二
条
）
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

（
83
）T

hiele/Fezer,aaO
.,21.

（
84
）
な
お
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
施
行
の
改
正
後
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
従
来
の
積
極
的
債
権
侵
害
に
あ
た
る
場
合
も
「
義
務
違
反
」

と
い
う
統
一
的
基
本
要
件
に
含
め
て
い
る
。

（
85
）T

hiele/Fezer,aaO
.,21f..

同
説
は
、
売
買
契
約
に
お
い
て
目
的
物
の
梱
包
が
粗
雑
で
あ
り
、
物
が
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
場
合
を
例
に
と
っ

て
、
付
随
義
務
違
反
が
主
た
る
給
付
義
務
（
当
該
の
例
で
は
、
売
主
の
目
的
物
引
渡
義
務
）
に
影
響
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

「
売
買
目
的
物
が
輸
送
中
、
売
主
に
責
任
の
あ
る
不
十
分
な
梱
包
に
よ
っ
て
滅
失
し
た
と
き
は
、
三
二
五
条
が
適
用
さ
れ
る
。
物
が
損
傷
を
受
け

た
だ
け
で
あ
る
と
き
は
、
買
主
は
、
減
額
ま
た
は
瑕
疵
担
保
解
除
の
請
求
だ
け
が
で
き
る
（
四
五
九
条
以
下
）。
四
六
三
条
の
要
件
は
存
し
な
い
。

同
条
は
、
契
約
締
結
時
の
売
主
の
行
為
に
の
み
を
基
準
と
し
て
い
る
か
ら
（
保
証
、
瑕
疵
の
悪
意
の
秘
匿
、
ま
た
は
有
利
な
性
質
が
存
す
る
と
申

し
向
け
る
こ
と
）、
事
後
的
な
過
失
の
ケ
ー
ス
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
範
囲
で
は
、
履
行
利
益
を
求
め
る
損
賠
賠
償
の
効
果
を
伴
う
積
極

的
債
権
侵
害
の
適
用
が
あ
る
。
買
主
は
、損
害
賠
償
法
上
、売
主
が
梱
包
義
務
を
履
行
し
て
い
た
ら
生
じ
て
い
た
は
ず
の
地
位
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。



一
〇
六

す
な
わ
ち
、
買
主
は
、
履
行
利
益
つ
ま
り
物
自
体
の
損
害
お
よ
び
逸
失
利
益
の
賠
償
を
得
る
。」

 
 

 

右
の
記
述
が
前
提
と
し
て
い
る
改
正
前
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
関
し
て
、
同
説
の
理
解
の
た
め
に
必
要
な
補
足
を
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 

 
ま
ず
、債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ
る
給
付
義
務
の
履
行
不
能
の
と
き
（
同
説
の
挙
げ
る
例
で
、売
主
の
乱
雑
な
梱
包
に
よ
り
物
が
滅
失
し
た
と
き
）

は
、
旧
三
二
五
条
が
、
債
権
者
は
、
そ
の
選
択
に
よ
り
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
を
し
、
ま
た
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
定
め
て
い
た
。

 
 

 

そ
し
て
、
売
主
の
乱
雑
な
梱
包
に
よ
り
、
物
が
損
傷
を
受
け
た
が
、
滅
失
に
ま
で
は
い
た
ら
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
態
は
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
五
九

条
が
定
め
る
物
的
瑕
疵
に
該
当
す
る
の
で
（
同
条
に
よ
れ
ば
、
売
主
は
、
危
険
移
転
時
に
お
い
て
存
す
る
物
的
瑕
疵
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。）、

買
主
は
、
同
条
以
下
が
定
め
る
、
売
買
に
お
け
る
担
保
給
付
と
し
て
の
法
的
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
法
的
救
済
と
し
て
は
、
旧
四

六
二
条
が
、
売
買
契
約
の
解
消
の
請
求
（
担
保
給
付
と
し
て
の
解
除
請
求
）
と
減
額
請
求
を
定
め
、
旧
四
八
〇
条
が
、
種
類
物
売
買
の
場
合
に
お

い
て
は
、
買
主
は
、
契
約
解
消
ま
た
は
減
額
に
代
え
て
、
瑕
疵
の
な
い
物
を
引
渡
す
こ
と
を
請
求
で
き
る
こ
と
を
定
め
、
旧
四
六
三
条
が
、
物
の

性
質
に
保
証
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
売
主
が
悪
意
で
瑕
疵
に
つ
い
て
隠
秘
し
た
と
き
に
限
り
、
買
主
は
、
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。

 
 

 

二
〇
〇
二
年
施
行
の
改
正
前
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
定
め
て
い
た
、
買
主
が
請
求
で
き
る
担
保
給
付
は
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
売
主
の
乱
雑

な
梱
包
に
よ
り
物
が
損
傷
す
る
と
い
う
事
態
は
、
積
極
的
債
権
侵
害
に
も
該
当
す
る
の
で
、
買
主
は
、
売
買
に
関
す
る
規
定
が
定
め
る
担
保
給
付

と
並
ん
で
、
積
極
的
債
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

（
86
）T

hiele/Fezer,aaO
.,20ff..

（
87
）T

hiele/Fezer,aaO
.,22ff..

（
88
）
明
示
的
に
同
説
の
用
語
法
を
採
用
す
る
も
の
と
し
て
、Zim

m
er

の
見
解
が
あ
る
（Zim

m
er,N

JW
 2002,6

）。

（
89
）
こ
の
適
用
準
則
は
、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
給
付
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
救
済
制
度
（
二
八
一
条
、
三
二
三
条
）
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
一
方
で
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
は
、
給
付
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
き
に
、
原
則
と
し
て
、
猶
予
期
間
設
定
・
徒
過
を
前
提
と
し
て
全
体
的

権
利
（
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
・
解
除
権
）
を
与
え
、
例
外
的
に
、
義
務
違
反
の
程
度
が
軽
微
で
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
ら
を
許

さ
ず
、
小
さ
な
損
害
賠
償
だ
け
を
認
め
て
お
り
、
他
方
で
、
そ
の
給
付
義
務
違
反
（「
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
と
は
異
な
る
態
様
で
給
付
が
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
」）
に
は
付
随
義
務
違
反
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
章
参
照
。
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

（
90
）
す
な
わ
ち
、
同
説
に
よ
れ
ば
、
分
類
の
意
義
は
、
対
価
的
牽
連
関
係
へ
の
義
務
の
組
み
入
れ
、
義
務
の
目
的
が
履
行
利
益
に
あ
る
か
完
全
性
利

益
に
あ
る
か
、
義
務
違
反
の
法
的
効
果
の
決
定
は
、
担
保
給
付
法
に
よ
る
か
、
不
能
・
遅
滞
の
規
定
に
よ
る
か
、
積
極
的
債
権
侵
害
の
原
則
に
よ

る
か
、
と
い
っ
た
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
か
な
い
。

（
91
）
こ
の
立
場
で
は
、
付
随
義
務
は
、
保
護
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
立
場
を
「
二
分
説
」
と
呼
ぶ
こ
と

と
す
る
。

（
92
）Looschelders,Schuldrecht A

llgem
einer Teil

（17.A
ufl.,2019

）,3f..

な
お
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
〔leistungsbezogene Nebenpflicht

〕 

の
語
も
、
従
た
る
給
付
義
務
と
同
義
の
語
と
し
て
用
い
て
い
る
（Looschelders,33

）。

（
93
）Looschelders,aaO

.,9f..

も
っ
と
も
、
両
方
の
性
格
を
併
有
す
る
義
務
も
あ
る
こ
と
も
認
め
る
。

（
94
）Looschelders,aaO

.,3.
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
給
付
義
務
が
財
産
状
況
の
変
更
を
目
指
す
の
に
対
し
、
保
護
義
務
は
、
当
事
者
の
現
在
の
財

産
状
況
を
侵
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
完
全
性
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（
95
）Looschelders,aaO

.,4f..
た
と
え
ば
、
現
実
売
買
に
お
い
て
買
主
が
適
切
な
梱
包
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
対
し
、

継
続
的
供
給
契
約
に
お
い
て
売
主
が
過
去
に
粗
雑
な
梱
包
を
し
た
と
き
は
、
買
主
が
将
来
の
梱
包
に
つ
い
て
適
切
な
梱
包
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ

す
こ
と
は
考
え
う
る
と
す
る
。

（
96
）Looschelders,aaO

.,33.

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
根
拠
は
、
債
権
関
係
で
あ

る
こ
と
（
信
義
則
な
ど
で
は
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
な
お
、
同
説
で
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
語
も
従
た
る
給
付
義
務
と
同
義
の

語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
97
）Looschelders,aaO

.,33.

（
98
）Looschelders,aaO

.,6.

（
99
）Looschelders,aaO

.,10.

同
説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
た
い
て
い
の
保
護
義
務
で
は
、「
実
際
的
な
理
由
か
ら
、
独
立
し
た
給
付
訴
訟
は
、

通
常
、
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
関
連
で
と
く
に
明
快
な
例
は
、
警
告
義
務
で
あ
る
。
警
告
が
必
要
な
の
は
、
相
手
方
が
リ
ス
ク
を
知
ら
な
い
と
き
の

み
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
方
は
、
当
該
リ
ス
ク
に
対
す
る
警
告
を
求
め
る
給
付
請
求
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
損
害

と
い
う
結
果
の
生
じ
る
前
に
、
す
で
に
保
護
必
要
性
が
個
別
の
場
合
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
保
護
義
務
の
遵
守
を
求
め
る
訴
え

を
起
こ
す
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
、
保
護
義
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
は
、
訴



一
〇
八

求
可
能
性
を
決
定
し
な
い
。」

（
100
）Grigoleit

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
草
野
類
「
契
約
関
係
に
お
け
る
義
務
構
造
論
の
整
理
に
向
け
て
」
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
六
七
号
（
二
〇

一
一
年
）
一
二
七
頁
も
参
照
。

（
101
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,FS für CLA
U

S-W
ILH

ELM
 CA

N
A

RIS zum
 70.Geburtstag Bd.I

（2007

）,278f..

（
102
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,aaO
.,279f.

「
し
た
が
っ
て
、
従
た
る
給
付
義
務
は
、
留
保
な
く
、
給
付
義
務
と
し
て
の

性
質
を
認
め
ら
れ
、
給
付
義
務
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
103
）Grigoleit,in

:H
eldrich/Prölss/K

oller

（H
rsg.

）,aaO
.,288f..

保
護
義
務
違
反
の
典
型
的
な
効
果
は
、
二
八
〇
条
一
項
に
よ
る
、
単
純
な

損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
で
あ
り
、
有
効
な
契
約
の
履
行
過
程
に
お
け
る
保
護
義
務
違
反
の
と
き
に
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る

と
指
摘
す
る
。

（
104
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,aaO
.,277.

（
105
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,aaO
.,278.

（
106
）
先
の
訴
求
可
能
性
重
視
説
（Larenz
、Böttcher

）
に
加
え
、
後
述
のGröschler

が
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、

訴
求
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
呼
び
、訴
求
可
能
性
の
な
い
も
の
を
「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」
な
い
し
「
給
付
誠
実
義
務
」

と
呼
ん
で
、
区
別
し
て
い
る
。

（
107
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,aaO
.,279

（
108
）Grigoleit,in:H

eldrich/Prölss/K
oller

（H
rsg.

）,aaO
.,279.

「
こ
の
義
務
は
、
契
約
目
的
に
直
接
に
依
拠
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
買
主
の

た
め
の
引
渡
は
、
買
主
に
と
っ
て
、
取
扱
説
明
書
を
通
じ
て
契
約
目
的
物
の
利
用
が
可
能
に
な
る
と
き
だ
け
、
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。」
と

い
う
。

（
109
）O

lzen

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
姜
雪
蓮
「
信
認
義
務
（
忠
実
義
務
）
の
ド
イ
ツ
法
的
構
成
」
学
習
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
法
学
論
集
二
二

号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
110
）O

lzen,in
:O

lzen/Looschelders/Schiem
ann

（H
rsg.

）,J.von Staudingers K
om

m
netar zum

 Bürgerlichen Gesetzbuch m
it 

Einführungsgesetz und N
ebengesetzen Buch 2 Recht der Schuldverhältnisse Einleitung zum

 Schuldrecht §§
241

─243 

（T
reu und Glauben

）（N
eubearbeitung 2015

）,§
241 Rn.144ff..



一
〇
九

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

（
111
）O

lzen

は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
区
別
さ
れ
る
、
給
付
に
付
随
す
る
行
為
を
課
す
義
務
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、
付
随
義
務
〔N

ebenpflicht

〕、

行
為
義
務
〔V

erhaltenspflicht

〕
等
の
用
語
を
も
検
討
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
は
給
付
と
の
関
連
性
が
表
現
で
き
ず
、
非
給
付
関
連
的
義
務
（
保
護

義
務
）
と
の
区
別
が
で
き
な
い
の
で
、
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
、
従
た
る
給
付
義
務
の
語
を
採
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う

（O
lzen,in

:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.147ff.

）。

（
112
）O

lzen
の
い
う
配
慮
義
務
は
、
他
の
見
解
で
い
う
「
保
護
義
務
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
（
厳
密
に
い
う
と
、O

lzen

の
配
慮
義
務
は
、「
独
立
的
給

付
誠
実
義
務
」
も
含
む
の
で
、
他
の
見
解
で
い
う
「
保
護
義
務
」
よ
り
少
し
広
い
）。
以
下
本
稿
で
は
、
他
の
見
解
の
記
述
と
対
照
し
や
す
い
よ

う
に
、O

lzen
の
配
慮
義
務
に
つ
い
て
、「
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）」
と
表
記
す
る
。

（
113
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.153ff..

（
114
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.157.

（
115
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann 

（H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.161.

す
な
わ
ち
、「
給
付
義
務
と
配
慮
義
務
の
最
も
重
要
な
区
別

基
準
」
は
、「
義
務
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
設
定
」
で
あ
る
と
し
、
配
慮
義
務
（
保
護
義
務
）
は
、
現
在
の
財
産
状
況
、「
す
な
わ
ち
完
全
性
利
益
の

保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
す
る
の
に
対
し
、
給
付
義
務
は
、「
債
権
関
係
の
具
体
的
な
目
的
の
達
成
」
の
た
め
に
働
き
、「
債
権
者
の
財
産
状

況
の
変
更
を
目
的
と
す
る
」
と
い
う
。

（
116
）
な
お
、O

lzen

は
、
危
険
な
機
械
の
取
扱
を
説
明
す
る
義
務
の
よ
う
に
、
給
付
義
務
と
保
護
義
務
の
両
方
の
性
質
を
同
時
に
持
つ
義
務
も
あ
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
当
該
義
務
違
反
に
よ
り
、
給
付
利
益
確
保
目
的
と
、
完
全
性
利
益
保
護
目
的
の
、
ど
ち
ら
の
目
的
が
害

さ
れ
た
か
を
、契
約
解
釈
の
手
法
で
確
定
す
る
べ
き
、と
す
る（O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241Rn.162

）。

（
117
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.151.

（
118
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann 

（H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.158f..O
lzen

は
、
保
護
義
務
の
訴
求
可
能
性
は
、
一
般
に
激
し

く
争
わ
れ
て
い
る
こ
と
、お
よ
び
、訴
求
可
能
性
の
問
題
は
、個
々
の
義
務
の
法
的
性
格
を
確
定
し
て
か
ら
で
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
、

「
訴
求
可
能
性
と
い
う
基
準
は
、
実
用
的
な
区
別
の
基
礎
と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
。

（
119
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.166.

こ
の
当
事
者
合
意
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
拡
張
的
解
釈
・

補
充
的
解
釈
の
手
法
を
用
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
、
と
い
う
。

（
120
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.167.



一
一
〇

（
121
）O

lzen

の
い
う
給
付
確
実
化
義
務
と
は
、契
約
履
行
後
に
、給
付
を
確
実
に
す
る
た
め
に
働
く
も
の
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る
契
約
の
余
後
効
で
あ
る
。

O
lzen

は
、「
協
力
に
よ
っ
て
給
付
利
益
を
推
進
す
る
義
務
は
、
い
く
つ
か
の
債
権
関
係
で
は
、
給
付
提
供
に
よ
っ
て
は
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

む
し
ろ
、
債
務
者
は
、
債
権
者
に
対
し
て
、
給
付
結
果
が
事
後
的
に
減
価
し
た
り
害
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
給
付
結
果
を
永
続
的
に
保
持
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。」
と
述
べ
、
そ
の
詳
細
を
論
じ
る
（O

lzen,in
:O

lzen/Looschelders/
Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.265ff.

）。

（
122
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann 

（H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.168ff..

法
律
上
の
報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
の
ほ
か
、
信
義

則
を
基
準
と
す
る
契
約
解
釈
に
よ
り
、
次
の
原
則
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
他
人
の
事
務
を
処
理
す
る
者
は
、
結
果
報
告
義
務

を
負
う
」
と
い
う
原
則
（
ド
イ
ツ
で
は
、
委
任
契
約
な
ど
「
他
人
の
事
務
を
処
理
す
る
法
律
関
係
」
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
報
告
義
務
・
結

果
報
告
義
務
に
関
す
る
多
く
の
個
別
規
定
の
総
体
を
手
が
か
り
と
し
て
、「
他
人
の
事
務
を
処
理
」
す
る
者
に
は
、
個
別
規
定
が
直
接
に
は
適
用

さ
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
結
果
報
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
一
般
原
則
が
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岩

藤
美
智
子
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
報
告
義
務
と
顛
末
報
告
義
務　
（
三
）」
彦
根
論
叢
三
三
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
八
七
頁
以
下
参
照
。）
と
、「
権

利
者
が
、
そ
の
権
利
の
存
在
お
よ
び
範
囲
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
責
任
が
な
い
場
合
」
に
お
い
て
、「
義
務
者
が
困
難
な

く
報
告
が
で
き
る
と
き
」
は
、
義
務
者
は
そ
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
（
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
春

日
偉
知
郞
『
民
事
証
拠
法
研
究
』（
一
九
九
一
年
）
二
六
八
頁
以
下
・
二
八
五
頁
参
照
。）
で
あ
る
。

（
123
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.182ff..

（
124
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.204ff..

（
125
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.210ff..

（
126
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.218.

（
127
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann 

（H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.224.

上
述
の
よ
う
に
、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務
を
認
め

る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
確
定
判
例
で
あ
る
。

（
128
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.231.O
lzen

が
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を

め
ぐ
る
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ネ
ト
ン
事
件
判
決
（BGH

Z 136,295

（1997.7.23

）
で
あ
る
。
同
判
決
の
事
案
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
衝
撃
的

な
場
面
を
広
告
に
利
用
す
る
こ
と
で
知
名
度
を
上
げ
る
宣
伝
方
法
（
シ
ョ
ッ
ク
宣
伝
）
を
と
っ
た
こ
と
に
対
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
、
そ
れ



一
一
一

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

に
よ
っ
て
か
え
っ
て
消
費
者
に
嫌
悪
感
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
営
業
上
の
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常

裁
判
所
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
と
表
記
す
る
。）
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
関
し
て
は
じ
め
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

の「
保
護
に
値
す
る
利
益
に
配
慮
す
る
基
本
的
な
義
務
」を
負
う
こ
と
を
認
め
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
特
約
店
契
約
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
の
特
徴
と
解
消
に
つ
い
て　
（
二
）」
法
学
新
報
一
〇
五
巻
一
〇
＝
一
一
号
（
一
九
九
九
年
）
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
129
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.248ff.

労
働
関
係
の
終
了
後
も
、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
、
従
業

員
文
書
へ
の
閲
覧
を
認
め
る
義
務
を
負
う
こ
と
、
金
銭
消
費
貸
借
に
お
い
て
、
借
主
が
契
約
文
書
の
コ
ピ
ー
を
失
っ
た
と
き
、
貸
主
が
、
契
約
文

書
の
閲
覧
を
認
め
る
義
務
を
負
う
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
130
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.257ff.

そ
の
例
と
し
て
、
従
業
員
が
年
金
機
構
や
保
険
運
営
者
に

請
求
す
る
と
き
に
、
使
用
者
が
支
援
す
る
義
務
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
た
め
に
競
合
を
回
避
す
る
義
務
（
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
議
論
状
況
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
競
合
回
避
義
務
」『
民
事
責
任
の
法
理　

円
谷
峻

先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
二
〇
一
五
年
）
所
収
三
三
九
頁
以
下
が
あ
る
。）、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
濫
用
防
止
の
た
め
に
、

契
約
企
業
に
対
し
て
負
う
、
注
文
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
が
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
義
務
な
ど
が
、
場
合
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
131
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.436.

（
132
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.437ff.

（
133
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.487ff.

（
134
）O

lzen,in:O
lzen/Looschelders/Schiem

ann （H
rsg.

）,aaO
.,§

241 Rn.513ff.

そ
こ
で
は
、
従
た
る
給
付
義
務
に
あ
た
ら
な
い
競
業
避
止

義
務
や
守
秘
義
務
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。O

lzen

が
論
じ
る
給
付
独
立
的
誠
実
義
務
に
つ
い
て
は
、
姜
雪
蓮
・
前
掲
論
文
一
〇
九
頁
も
参
照
。

（
135
）
同
説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（M

adaus,JA
 2004,290

）。
二
〇
〇
二
年
施
行
の
改
正
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
給
付
義
務
と
保
護
義
務
と
を
区
別
す
る

学
説
に
依
拠
し
た
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
区
別
基
準
を
探
求
す
る
が
、「
そ
の
際
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
細
分
化
し
た
議
論
の
様
相
で
あ
り
、
用

語
法
の
混
乱
で
あ
る
。」「
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
で
あ
っ
て
主
た
る
給
付
義
務
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
用
語
は
、
学
説
に
お
い
て
、
全
く

統
一
性
が
な
く
、
完
全
に
混
乱
し
て
い
る
と
評
し
う
る
」。

（
136
）
同
説
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（M

adaus,aaO
.,290

）。「
債
権
法
に
お
い
て
争
い
が
な
い
の
は
、
主
た
る
給
付
義
務
と
付
随
義
務
の
区
別
で



一
一
二

あ
る
。
…
…
債
権
関
係
を
特
徴
づ
け
る
と
い
う
こ
の
性
格
を
も
た
な
い
行
為
義
務
は
、
た
だ
、
そ
れ
以
外
の
行
為
義
務
〔sonstige 

V
erhaltenspflicht

〕
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
。
…
…
以
下
で
は
、
こ
の
義
務
を
、
主
た
る
給
付
義
務
と
区
別
し
て
、
付
随
義
務
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。」
付
随
義
務
は
、「
さ
ら
に
、一
般
的
に
、給
付
関
連
的
付
随
義
務
（
従
た
る
給
付
義
務
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
、そ
の
他
の
行
為
義
務
（
非

給
付
関
連
的
付
随
義
務
ま
た
は
保
護
義
務
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
に
分
け
ら
れ
る
」。

（
137
）M

adaus,aaO
.,289.

（
138
）M

adaus,aaO
.,289.

二
〇
〇
二
年
施
行
の
民
法
改
正
の
際
、
立
法
者
に
お
い
て
、「
給
付
義
務
は
、
債
権
者
の
財
産
状
況
の
変
更
を
目
的
と
す

る
に
対
し
、
保
護
義
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
相
手
方
の
現
在
の
財
産
状
況
だ
け
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

て
い
た
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
、M

adaus

も
、
基
本
的
に
こ
の
前
提
に
立
つ
。

（
139
）M

adaus,aaO
.,290f..

そ
の
た
め
に
、
二
つ
の
論
拠
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
現
在
で
は
、
保
護
義
務
だ
か
ら
と
い
っ
て
履
行
請
求
権
が
排

除
さ
れ
る
と
は
必
ず
し
も
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
訴
求
可
能
性
は
、
そ
れ
を
定
め
る
明
確
な
合
意
が
あ
れ
ば
肯
定

さ
れ
よ
う
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
通
じ
て
当
事
者
の
意
思
の
探
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
う
す
る
と
結
局
契
約
目

的
や
当
該
付
随
義
務
の
保
護
必
要
性
が
探
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
求
可
能
性
を
基
準
と
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の

訴
求
可
能
性
の
有
無
が
さ
ら
に
別
の
要
素
に
依
存
し
て
し
ま
う
か
ら
、
訴
求
可
能
性
は
基
準
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
140
）
た
と
え
ば
、
売
主
は
、
目
的
物
で
あ
る
工
事
機
械
を
引
渡
し
、
瑕
疵
な
く
備
え
付
け
た
が
、
使
用
説
明
書
を
添
え
る
の
を
忘
れ
た
と
い
う
場
合
、

使
用
説
明
書
を
添
え
る
義
務
は
、
機
械
の
使
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
契
約
目
的
の
達
成
を
目
指
す
も
の
な
の
で
、
給
付
関
連
的
付

随
義
務
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
同
義
務
は
使
用
す
る
人
の
健
康
に
対
す
る
危
険
を
回
避
す
る
目
的
（
誤
っ
た
使
用
方
法
に
よ
っ
て
け
が
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
目
的
）
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
保
護
義
務
に
も
あ
た
る
と
い
う
（M

adaus,aaO
.,291

）。

（
141
）
た
と
え
ば
、
購
入
し
た
馬
の
飼
料
が
、
有
毒
な
ト
ウ
ゴ
マ
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
原
因
で
買
主
の
馬
が
死
ん
だ
場
合
は
、
売
主
は
、
瑕
疵
の

あ
る
売
買
目
的
物
を
渡
す
こ
と
で
、
四
三
三
条
一
項
二
文
の
主
た
る
給
付
義
務
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
契
約
相
手
方
の
財
産
を
危
険
に
さ
ら

さ
な
い
と
い
う
保
護
義
務
に
も
違
反
し
て
い
る
、
と
い
う
（M

adaus,aaO
.,291

）。

（
142
）
こ
れ
は
、
長
坂
純
教
授
が
、
完
全
性
利
益
侵
害
の
う
ち
「
給
付
目
的
物
（
ま
た
は
給
付
行
為
）
の
瑕
疵
に
よ
る
拡
大
損
害
」
と
し
て
分
類
さ
れ

る
も
の
に
あ
た
る
（
長
坂
純
・
前
掲
書
三
一
一
頁
以
下
）。

（
143
）
た
と
え
ば
、
機
械
の
売
買
で
使
用
説
明
書
を
添
え
る
の
を
忘
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
機
械
自
体
に
は
瑕
疵
は
な
い
の
だ
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
主



一
一
三

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

要
的
給
付
へ
の
影
響
は
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
例
で
は
、
原
則
と
し
て
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た

だ
し
、
買
主
に
と
っ
て
機
械
の
使
用
が
使
用
説
明
書
の
交
付
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
交
付
は
、
二
四
一
条
一
項
の
独
立
の
主
た

る
給
付
義
務
と
な
る
と
い
う
（
そ
の
不
履
行
に
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。）。
ま
た
、
購
入
し
た
馬
の
飼
料
に

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は
、
主
要
的
給
付
が
害
さ
れ
る
の
で
、
四
三
四
条
の
意
味
で
の
瑕
疵
が
あ
り
、
担
保
給
付
法
の
修
正
（
四
三

七
条
二
号
、
同
三
号
、
四
四
〇
条
）
を
受
け
た
上
で
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
（M

adaus,aaO
.,292

）。

（
144
）
主
要
的
給
付
影
響
性
と
は
、
当
該
契
約
に
お
い
て
当
事
者
が
当
該
付
随
義
務
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
与
え
て
い
た
か
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該

付
随
義
務
違
反
に
よ
っ
て
主
要
的
給
付
も
害
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
指
す
。

（
145
）
な
お
、
同
説
で
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
保
護
義
務
の
二
重
の
性
質
を
も
つ
付
随
義
務
の
違
反
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
主
要
的
給
付

影
響
性
が
な
い
と
き
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
義
務
へ
の
違
反
に
も
あ
た
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
は
適
用
さ
れ

な
い
（
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
）
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
限
っ
て
は
、
後
述
の
三
分
説
（Gröschler

、W
eller

、Bachm
ann

）

に
近
い
。

（
146
）
も
っ
と
も
、O

lzen

は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
区
別
さ
れ
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
も
の
は
、「
配
慮
義
務
」

で
あ
る
と
し
て
お
り
、
配
慮
義
務
に
は
保
護
義
務
の
ほ
か
、
給
付
独
立
的
誠
実
義
務
・
情
報
義
務
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
147
）M

edicus/Lorenz,Schuldrecht I A
llgem

einer T
eil

（19.A
ufl.,2010

）,62ff.;152.

（
148
）H

errestahl

は
、
い
わ
ゆ
る
契
約
の
余
後
効
と
し
て
の
付
随
義
務
を
論
じ
る
。
同
説
は
、
契
約
履
行
後
の
付
随
義
務
を
目
的
設
定
基
準
に
よ
っ

て
分
け
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
「
給
付
確
実
化
付
随
義
務
〔Leistungssichernde N

ebenpflicht

〕」
と
呼
び
こ
れ
を
二

四
一
条
一
項
に
位
置
づ
け
、
保
護
義
務
を
「
配
慮
義
務
〔Rücksichtnahm

epflicht

〕」
と
呼
び
こ
れ
を
同
二
項
に
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
前

者
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
（
た
だ
し
、
契
約
履
行
後
の
付
随
義
務
違
反
を
こ
れ
ら
の
条
文
の
文
言
に
直
接
に
入
れ
込
む
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
類
推
適
用
を
主
張
す
る
。）、
後
者
に
は
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
訴
求
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
付
随
義
務
に
つ
い
て
も
肯
定
す
る
。H

eeresthal,in:A
rnold/Lorenz

（H
rsg.

）,GED
Ä

CH
T

N
ISSCH

RIFT
 

FÜ
R H

A
N

N
ES U

N
BERA

T
H

（2015

）,185ff.;206ff.;209f..

（
149
）H

adding,in:D
auner-Lieb/H

om
m

elhoff/Jacobs/K
aiser/W

eber

（H
rsg.

）,FS für H
orst K

onzen zum
 70.Geburtstag

（2006

）, 
197.

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
給
付
と
し
て
課
さ
れ
る
の
は
給
付
結
果
で
あ
る
。
給
付
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
債
務
者
は
、
第
一
に
、
自
身



一
一
四

の
行
為
、
す
な
わ
ち
、
作
為
ま
た
は
受
忍
も
含
む
不
作
為
を
、
行
っ
て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
行
為
と
は
、
給
付
行
為
と
し
て
、
給
付

結
果
を
も
た
ら
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
で
あ
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
給
付
結
果
を
目
指
す
給
付
義
務
は
、
常
に
、
債
務
者
に
、
行
為
を
求
め

る
の
で
あ
る
。」

（
150
）H

adding,in:D
auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,198f..

（
151
）H

adding,in:D
auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,201f..

（
152
）H

adding,in:D
auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,200f..

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
債
務
者
の
主
た
る
給
付
義
務
が
存
す
る
と
き
、
債
権
者

と
っ
て
、
実
際
に
、
背
景
に
お
い
て
、「
対
価
利
益
」、
す
な
わ
ち
、
義
務
内
容
に
等
価
値
の
給
付
を
取
得
す
る
利
益
が
存
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
相
手
方
当
事
者
の
財
貨
の
保
持
・
保
護
の
た
め
の
債
務
者
の
従
た
る
給
付
義
務
に
も
、
同
様
に
あ
て
は
ま
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
に
と
っ
て
、
背
景
に
、「
完
全
性
利
益
」、
す
な
わ
ち
、
人
格
・
財
産
的
対
象
が
害
を
受
け
な
い
こ
と
に
対
す
る
利

益
が
位
置
す
る
従
た
る
給
付
義
務
に
も
、同
様
に
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
債
権
者
は
、こ
の
と
き
も
同
じ
よ
う
に
、義
務
に
適
合
す
る
（
等
価
の
）

給
付
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
対
価
利
益
」「
完
全
性
利
益
」
と
い
う
区
別
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
、
給
付
義
務
に
関
し
て
、
存
し
な
い
。

む
し
ろ
、
債
務
法
「
現
代
化
」
は
、
給
付
の
要
件
類
型
に
つ
い
て
何
ら
変
更
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、「
保
護
義
務
」
は
、
有
用
な
固
有
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
な
の
で
は
な
く
、ひ
き
つ
づ
き
、債
務
者
に
よ
る
対
応
す
る
行
為
に
よ
っ
て
「
履
行
」
さ
れ
る
べ
き
、従
た
る
給
付
義
務
な
の
で
あ
る
。」

（
153
）
こ
の
立
場
で
は
、
付
随
義
務
は
、
保
護
義
務
、
従
た
る
給
付
義
務
（
二
八
一
条
・
三
二
三
条
適
用
）、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義

務
で
あ
る
が
従
た
る
給
付
義
務
で
は
な
い
も
の
（
二
八
二
条
・
三
二
四
条
適
用
）
の
三
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
立
場
を
「
三

分
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
154
）Gröschler

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,113f..

）。「
給
付
義
務
と
付
随
義
務
は
、
明
確

に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
給
付
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、「
債
権
者
が
、
債
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
〔geschuldet

〕
結
果
の
実
現
に
関

連
し
て
、
独
立
の
請
求
権
を
も
つ
と
き
、
そ
れ
も
、
原
則
と
し
て
訴
求
可
能
で
も
あ
る
独
立
の
請
求
権
を
も
つ
と
き
で
あ
る
。」「
付
随
義
務
に
分

類
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
遵
守
の
た
め
に
、
債
権
者
が
独
立
の
第
一
次
請
求
権
を
も
た
な
い
義
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
付
随
義
務
の
債
務
者
に

よ
る
遵
守
を
求
め
る
債
権
者
の
訴
訟
は
、
請
求
権
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
し
て
す
で
に
、
認
め
ら
れ
な
い
。」

（
155
）Gröschler

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.
（H

rsg.

）,aaO
.,115

）。「
給
付
義
務
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
給

付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
と
い
う
さ
ら
な
る
分
類
を
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。
主
た
る
給
付
義
務
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
の
は
、
当
該
債
権
関



一
一
五

付
随
義
務
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類
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二
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髙
田
）

係
を
規
定
す
る
給
付
義
務
で
あ
る
。
…
…
双
務
契
約
で
は
、
主
た
る
給
付
義
務
は
、
対
価
的
牽
連
関
係
に
立
つ
当
事
者
の
給
付
義
務
で
あ
る
。」

（
156
）Gröschler

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,114

）。「
当
該
付
随
義
務
が
、
そ
の
機
能
に
照

ら
し
て
、
給
付
利
益
の
確
保
を
目
的
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
完
全
性
利
益
の
確
保
、
す
な
わ
ち
現
に
存
す
る
法
的
地
位
が
完
全
さ
を
保
つ
こ
と
に

対
す
る
債
権
者
の
利
益
の
確
保
だ
け
を
目
的
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
を
区
別
す
る
べ
き
で

あ
る
。
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、
債
権
者
の
法
的
財
貨
の
領
域
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
義
務
は
、
保
護
義
務
と
も
呼
び
う
る
。

こ
の
保
護
義
務
は
、
債
権
者
の
完
全
性
利
益
・
保
持
利
益
に
関
す
る
付
随
義
務
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
現
在
で
は
二
四
一
条
二
項
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。」

（
157
）Gröschler

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,113f.

）。「
給
付
関
連
付
随
義
務
も
給
付
利
益

を
目
的
と
す
る
が
、
給
付
関
連
付
随
義
務
は
、
給
付
義
務

─
こ
こ
に
は
従
た
る
給
付
義
務
の
形
態
の
も
の
も
含
む

─
と
厳
密
に
区
別
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。」「
従
た
る
給
付
義
務
と
給
付
関
連
付
随
義
務
と
は
厳
格
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る
。
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
は
、
ま
さ
に
、
給
付

義
務
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
場
合
は
、
債
権
者
は
、

─
従
た
る
給
付
義
務
の
場
合
と
は
異
な
り

─
こ
の
義
務
の

遵
守
を
求
め
る
独
立
の
請
求
権
を
有
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
遵
守
を
独
立
に
貫
徹
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」

（
158
）
こ
の
場
合
は
、
給
付
義
務
違
反
と
し
て
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et 
al.

（H
rsg.

）,aaO
.,117ff.

）。

（
159
）
こ
の
場
合
は
、Gröschler

の
説
で
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
と
み
て
も
保
護
義
務
違
反
と
み
て
も
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（Gröschler,in

:D
auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,126f.

）。

（
160
）Gröschler

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,113f.

）。「
給
付
義
務
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
に

意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
二
八
一
条
、
三
二
三
条
の
規
定
を
考
慮
す
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
二
八
一
条
一
項
一
文
・
三
二
三
条
一

項
は
、
履
行
期
に
あ
る
「
給
付
」
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
義
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
態
様
で
は
履
行
さ
れ
な
い
場
合
す
な
わ
ち
契
約

適
合
的
に
は
履
行
さ
れ
な
い
場
合
を
対
象
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
正
し
い
理
解
に
よ
れ
ば
、
給
付
義
務
違
反
を
要
件
と
し
て
い
る
。」「
し

た
が
っ
て
、
債
権
者
に
は
、
二
四
一
条
一
項
の
意
味
で
の
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
が
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
八
一
条
一
項
・
三
二
三
条

一
項
の
猶
予
期
間
設
定
の
要
件
は
、
債
務
者
の
追
完
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
要
件
は
、
そ
の
よ
う
な
独
立
の
債
権

的
請
求
権
の
存
在
を
考
慮
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。」
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（
161
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,115f..

（
162
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,120f..

給
付
義
務
違
反
を
も
も
た
ら
す
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
の
例
と
し
て
、
売

買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
商
品
を
乱
雑
に
梱
包
す
る
と
い
う
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
し
た
場
合
で
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
、
軽
微
で
は
な

い
損
傷
が
商
品
に
生
じ
た
と
き
は
、
売
主
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
三
条
一
項
二
文
に
よ
る
瑕
疵
の
な
い
引
渡
を
す
る
義
務
に
も
違
反
し
、
し
た
が
っ
て
、

給
付
義
務
に
も
違
反
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
163
）
給
付
義
務
違
反
を
も
た
ら
さ
な
い
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
の
例
と
し
て
、
債
務
者
が
繰
り
返
し
虚
偽
の
説
明
を
す
る
の
で
、
債
権
者
が
債

務
者
の
不
履
行
を
真
剣
に
お
そ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
契
約
へ
の
拘
束
の
債
権
者
に
対
す
る
受
忍
要
求
可
能
性
が
な
い
と
き
や
、
履
行
期
前
の
真

剣
か
つ
最
終
的
な
履
行
拒
絶
、
商
品
の
売
買
で
、
売
主
が
粗
雑
な
梱
包
を
す
る
と
い
う
軽
微
で
は
な
い
付
随
義
務
違
反
を
し
た
が
、
偶
然
に
も
目

的
物
自
体
は
無
傷
で
到
着
し
た
と
き
を
挙
げ
る
。

（
164
）
こ
れ
に
反
し
、
立
法
者
は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
に
だ
け
違
反
が
あ
り
、
こ
れ
に
給
付
義
務
違
反
を
伴
わ
な
い
と
き
で
も
、
二
八
一
条
の
適

用
を
認
め
て
い
る
と
い
う
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,123

）。

（
165
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.
（H

rsg.

）,aaO
.,120ff.

（
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
）;123f.

（
解
除
に
つ
い

て
）.

給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
給
付
義
務
違
反
を
伴
わ
な
い
場
合
の
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違

反
に
対
し
て
二
八
一
条
を
拡
大
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
禁
じ
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
債
権
者
は
、
軽
微
で
は
な
い
付
随
的
義
務
違
反
が

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
二
八
一
条
一
項
三
文
に
よ
り
、
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
を
で
き
て
し
ま
い
、
こ
の
際
、
契
約
へ
の
拘
束
の
債

権
者
に
対
す
る
受
忍
要
求
不
可
能
性
は
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。」
解
除
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
給

付
関
連
付
随
義
務
違
反
が
、
常
に
、
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
解
除
権
を
根
拠
づ
け
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
論
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ

を
行
え
ば
、
積
極
的
債
権
侵
害
と
の
関
連
で
発
展
し
て
き
た
契
約
へ
の
拘
束
の
受
忍
要
求
不
可
能
性
基
準
が
廃
棄
さ
れ
、
債
権
者
に
と
っ
て
、
契

約
の
解
除
が
、
不
当
な
程
度
に
容
易
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

（
166
）
た
と
え
ば
、
商
品
の
売
買
で
、
売
主
が
粗
雑
な
梱
包
を
し
た
が
、
目
的
物
は
無
傷
で
到
着
し
た
と
い
う
先
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
た
ま
た
ま
粗

雑
な
梱
包
を
知
り
、
売
主
に
警
告
を
し
て
い
た
買
主
が
、
代
替
取
引
を
し
て
そ
の
差
額
を
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
と
し
て
請
求
す
る
こ
と

を
認
め
る
の
は
適
当
で
は
な
い
、と
い
う
。
し
か
し
、こ
の
場
合
に
二
八
一
条
の
適
用
を
認
め
る
と
、買
主
の
こ
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
不
当
で
あ
る
、
と
い
う
（Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,121f.

）。



一
一
七

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

（
167
）
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
は
、
債
権
法
現
代
化
以
前
の
積
極
的
債
権
侵
害
に
お
け
る
解
釈
準
則
を
明
文
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
168
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,123

（
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
）,124f.

（
解
除
に
つ
い
て
）.

（
169
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,115f..

（
170
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,121f.

（
171
）BGH

Z 93,29
（1984.11.26

）（
オ
ペ
ル
事
件
判
決
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
同
判
決
の
事
案
で
は
、乗
用
車
の
販
売
店
契
約
に
お
い
て
、メ
ー
カ
ー

が
、
約
款
を
用
い
て
、
販
売
店
の
人
的
編
成
・
所
有
関
係
に
変
更
が
あ
る
と
き
に
は
、
メ
ー
カ
ー
の
承
諾
を
要
す
る
と
定
め
て
い
た
（
無
承
諾
の

と
き
は
、
メ
ー
カ
ー
に
契
約
の
解
約
権
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
た
。）。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
同
判
決
に
お
い
て
「
正
当
な
理
由
な
く
販
売
店
の
利
益
を
害

し
て
は
な
ら
な
い
メ
ー
カ
ー
の
特
別
の
誠
実
義
務
な
い
し
配
慮
義
務
」
を
認
め
、
同
義
務
に
基
づ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
は
、
当
該
内
容
の
よ
う
な
約

款
条
項
を
置
く
際
は
、
販
売
店
の
利
益
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
配
慮
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
当
該
約
款
条
項
は
約
款
規
制
規
定
に
基
づ
い

て
無
効
と
な
る
と
判
断
し
た
。
オ
ペ
ル
事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
特
約
店
契
約
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
特
徴
と
解
消
に

つ
い
て　
（
二
）」
九
〇
頁
以
下
・
九
六
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
販
売
店
契
約
に
お
け
る
、
メ
ー
カ
ー
・
供
給
者
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
は
、
同
八

五
頁
以
下
を
参
照
。

（
172
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.

（H
rsg.

）,aaO
.,120f.BGH

Z 11,80

（1953.11.13

）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
同
判
決
の
事
案
で
は
、
汽
船

の
傭
船
契
約
〔Chartervertrag

〕
に
お
い
て
、海
上
運
送
人
〔V

erfrachter

〕
が
契
約
相
手
方
で
あ
る
荷
送
人
（
傭
船
者
〔Befrachter

〕）
に
、

船
積
人
（
荷
主
〔A
blader

〕）
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
（
当
該
事
案
で
は
、
荷
送
人
と
船
積
人
が
別
で
あ
り
、
船
積
人
が
荷

積
み
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。）、
荷
送
人
は
、
実
際
は
船
積
人
を
得
て
お
ら
ず
、
一
度
目
は
架
空
の
会
社
、
二
度
目
は
存
在
す
る
が
今
回
の

荷
積
み
に
関
わ
り
の
な
い
会
社
を
答
え
、
そ
れ
に
不
信
感
を
抱
い
た
海
上
運
送
人
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
、
荷
送
人
は
、
あ
る
銀
行
が
今
回
の
取
引

の
融
資
を
引
受
け
た
と
申
し
向
け
た
が
、
こ
れ
も
虚
偽
で
あ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
。
海
上
運
送
人
は
、
汽
船
が
約
定
の
港
湾
に
到
着
し
た
時
、
荷

送
人
に
、
翌
日
ま
で
に
荷
積
み
ま
た
は
銀
行
保
証
の
提
示
を
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
汽
船
派
遣
費
用
を
損
害
と
し
て

賠
償
請
求
を
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、当
該
事
案
の
荷
送
人
の
行
為
は
、海
上
運
送
人
の
請
求
を
基
礎
づ
け
る
積
極
的
債
権
侵
害
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。

す
な
わ
ち
、
度
重
な
る
荷
送
人
の
虚
偽
説
明
に
よ
り
、
海
上
運
送
人
は
、
主
観
面
で
、
傭
船
の
適
切
な
実
行
を
目
指
す
履
行
利
益
の
実
現
に
対
し

て
正
当
な
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
客
観
面
で
も
、
荷
送
人
の
有
責
な
義
務
違
反
の
行
為
に
鑑
み
れ
ば
、
海
上
運
送



一
一
八

人
の
利
益
挫
折
の
危
険
が
生
じ
た
。
そ
れ
で
も
、
海
上
運
送
人
側
は
、
汽
船
到
着
後
、
事
態
解
決
の
猶
予
を
一
日
与
え
た
が
、
荷
送
人
は
そ
の
機

会
も
利
用
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
荷
送
人
の
契
約
信
義
に
対
す
る
海
上
運
送
人
の
信
頼
は
、
契
約
へ
の
拘
束
が
、
海
上
運
送
人
に
対
し
て

も
は
や
受
忍
要
求
不
可
能
に
な
る
程
度
に
、
確
定
的
に
、
著
し
く
揺
り
動
か
さ
れ
た
、
と
い
う
。

（
173
）BGH

Z 11,80

（1953.11.13

）
に
つ
い
て
は
、
田
中
教
雄
「
債
権
者
の
受
領
遅
滞
に
つ
い
て
」
九
大
法
学
五
八
号
（
一
九
八
九
年
）
二
〇
頁
以

下
、三
二
頁
以
下
、生
田
敏
康
「
債
権
者
の
協
力
義
務
」
早
稲
田
法
学
会
誌
四
四
巻
（
一
九
九
四
年
）
一
二
頁
以
下
に
詳
し
い
分
析
・
検
討
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
判
決
は
、
一
般
に
オ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
（
間
接
義
務
）
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
注
文
者
な
い
し
債
権
者

の
協
力
義
務
へ
の
違
反
を
根
拠
と
し
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
法
理
を
用
い
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
点
で
、
理
論
面
に
お
い
て
強
い
批
判
を

受
け
た
（
田
中
教
雄
・
前
掲
論
文
二
二
頁
・
三
八
頁
以
下
、
生
田
敏
康
・
前
掲
論
文
一
五
頁
以
下
）。
さ
ら
に
、
田
中
教
雄
教
授
は
、
同
判
決
に

つ
い
て
、
同
判
決
は
保
護
義
務
違
反
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
に
立
ち
、
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
給
付
利
益
（
同
教
授
は
「
積
極
的

利
益
」
な
い
し
「
履
行
利
益
」
と
呼
ば
れ
る
。）
の
侵
害
で
あ
っ
て
、
完
全
性
利
益
（
同
教
授
は
「
消
極
的
利
益
」
と
呼
ば
れ
る
。）
の
侵
害
で
は

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
義
務
違
反
を
認
め
た
点
も
疑
問
視
さ
れ
る
（
田
中
教
雄
・
前
掲
論
文
三
二
頁
以
下
）。

（
174
）Gröschler,in:D

auner-Lieb et al.
（H

rsg.

）,aaO
.,125.BGH

 N
JW

 1978,260

（1977.10.19

）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
当
該
事
案
の

売
主
の
行
為
に
給
付
誠
実
義
務
違
反
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
新
車
に
中
古
品
を
取
り
付
け
る
行
為
は
、
買
主
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
中
古
品
を
取

り
付
け
て
車
を
引
き
渡
す
の
が
売
主
の
意
図
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
喚
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
状
況
で
は
、
契
約
へ
の
拘
束
に

つ
い
て
買
主
に
受
忍
要
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
買
主
は
、
猶
予
期
間
を
定
め
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
債
権
侵
害
の
原
則
に

し
た
が
っ
て
、
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
松
井
和
彦
『
契
約
の
危
殆
化
と
債
務
不
履
行
』（
二
〇
一
三
年
）

三
一
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
175
）
も
っ
と
も
、
そ
の
訴
求
可
能
性
の
有
無
を
ど
の
よ
う
に
判
定
す
る
か
、
は
論
じ
て
い
な
い
。

（
176
）Gröschler

の
見
解
で
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
違
反
の
場
合
の
適
用
法
条
は
、
次
の
手
順
で
決
ま
る
こ
と
と
な
る
。
す

な
わ
ち
、
ま
ず
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
り
、
そ
の
義
務
違

反
に
つ
い
て
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。
次
に
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
性
の
な
い
も
の

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
し
て
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
義
務
違
反
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条

の
適
用
が
直
ち
に
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
の
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
が
給
付
義
務
違
反



一
一
九

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

を
も
も
た
ら
す
か
否
か
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
と
き
は
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
。
逆
に
給
付
関
連
的

付
随
義
務
の
義
務
違
反
が
あ
っ
て
も
、
給
付
義
務
違
反
に
は
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
法
の
欠
缺
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
二
八
二
条
・

三
二
四
条
を
「
類
推
適
用
」
す
る
こ
と
で
法
の
欠
缺
を
補
充
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
177
）BGH

Z 11,80

（1953.11.13

）;BGH
 N

JW
 1978,260

（1977.10.19

）（
ポ
ル
シ
ェ
カ
レ
ラ
事
件
判
決
）;BGH

Z 93,29

（1984.11.26

）（
オ

ペ
ル
事
件
判
決
）;BGH

Z 136,295

（1997.7.23

）（
ベ
ネ
ト
ン
事
件
判
決
）.

（
178
）W

eller,D
ie V

ertragstreue

（2009

）,238.

（
179
）W

eller,aaO
.,240ff..

（
180
）W

eller,aaO
.,238ff..

（
181
）W

eller,aaO
.,246ff..

（
182
）W

eller,aaO
.,246f.;255f..

（
183
）W

eller,aaO
.,239.

（
184
）W

eller,aaO
.,253f..

（
185
）W

eller

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
契
約
当
初
か
ら
の
義
務
の
具
体
化
は
、
契
約
と
い
う
合
意
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

解
釈
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
…
…
契
約
当
初
か
ら
義
務
が
確
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
二
四
一
条
一
項
の
意
味
で
の
主
た
る
給
付
義
務
ま
た
は

従
た
る
給
付
義
務
に
あ
た
る
。」
な
ぜ
な
ら
、「
給
付
義
務
が
常
に
債
権
関
係
自
体
、す
な
わ
ち
、主
と
し
て
契
約
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

は
、「
給
付
義
務
の
本
質
に
属
す
る
」
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
186
）W

eller,aaO
.,239;256f..

（
187
）W

eller,aaO
.,252ff.

（
188
）
配
慮
義
務
の
う
ち
、
保
護
義
務
は
、
通
常
訴
求
可
能
性
が
な
く
、
例
外
的
に
、
厳
格
な
要
件
の
も
と
で
訴
求
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
（W

eller,248,263

）。
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
（
給
付
誠
実
義
務
）
の
訴
求
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
後
述
。

（
189
）W

eller,aaO
.,256f..W

eller

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
当
該
義
務
が
「
当
初
か
ら
、
契
約
締
結
の
時
点
で
、
自
律
的
〔autonom

〕
基
礎

ま
た
は
法
律
上
の
基
礎
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
形
態
で
確
定
し
て
い
た
と
き
は
、
生
じ
て
い
る
の
は
給
付
義
務
で
あ
る
（
二
四
一
条
一
項
）。

こ
れ
に
反
し
、
そ
の
義
務
が
、
事
後
的
に
は
じ
め
て
、
契
約
履
行
中
に
、
他
律
的
に
〔heteronom

〕

─
た
と
え
ば
、
二
四
二
条
を
根
拠
と
し



一
二
〇

て

─
具
体
化
さ
れ
た
と
き
は
、
生
じ
て
い
る
の
は
、
配
慮
義
務
（
二
四
一
条
二
項
）
に
属
す
る
給
付
誠
実
義
務
で
あ
る
。」

（
190
）W

eller,aaO
.,254f.

（
191
）W

eller,aaO
.,239f.;264.

（
192
）W

eller,aaO
.,268ff.

（
193
）W

eller,aaO
.,239f.;255;264.

（
194
）W

eller,aaO
.,382ff.

（
195
）W

eller,aaO
.,265ff.

（
196
）
こ
の
点
に
関
す
る
ド
イ
ツ
民
法
理
論
の
軌
跡
は
、
潮
見
佳
男
『
構
造
と
展
開
』
四
六
頁
以
下
参
照
。

（
197
）W

eller,aaO
.,246ff..

（
198
）
ま
た
、
本
来
は
給
付
義
務
に
だ
け
適
用
の
あ
る
責
任
制
限
（
五
二
一
条
、
五
九
九
条
）
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
に
も
適

用
が
あ
る
が
、給
付
と
の
関
連
性
の
な
い
保
護
義
務
に
は
適
用
が
な
い
と
い
う
点
に
も
違
い
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、宮
本
健
蔵
・

前
掲
書
三
五
頁
以
下
、
草
野
類
「
契
約
関
係
に
お
け
る
義
務
構
造
の
再
構
成
に
関
す
る
一
視
座
」
法
学
新
報
一
一
三
巻
七
＝
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）

一
頁
以
下
参
照
。

（
199
）W

eller,aaO
.,243f.

（
200
）W

eller,aaO
.,250ff.

（
201
）
し
た
が
っ
て
、
現
行
法
解
釈
と
し
て
も
、
給
付
誠
実
義
務
違
反
（
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
違
反
）
に
は
、
改
正
前
の
積
極
的
債
権
侵
害
の
解
釈

準
則
を
引
き
継
い
だ
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
202
）W

eller

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
給
付
誠
実
義
務
が
給
付
義
務
で
あ
る
と
し
た
ら
、「
そ
の
違
反
は
、
権
利
者
に
、
さ
ら
な
る
契
約
存
続
の

受
忍
要
求
不
可
能
性
（
二
八
二
条
・
三
二
四
条
）
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
猶
予
期
間
設
定
（
二
八
一
条
・
三
二
三
条
）
お
よ
び
そ
の
徒
過
だ
け
で
、

常
に
、
契
約
を
解
消
す
る
可
能
性
を
開
い
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
不
釣
り
合
い
〔disproportioniert

〕
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
不
十
分
な
輸
送

梱
包
が
、
猶
予
期
間
設
定
お
よ
び
そ
の
徒
過
を
経
る
だ
け
で
解
除
を
す
る
（
三
二
三
条
）
た
め
の
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
か
ね
な

い
。」

（
203
）W

eller

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
債
権
者
に
協
力
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
、
二
分
説
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
は
、「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償



一
二
一

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、「
給
付
に
代
わ
る
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？
協
力
義
務
を
給
付
義
務

と
位
置
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
生
じ
る
の
は
、
二
八
一
条
に
よ
る
、
協
力
に
代
わ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
、
債
務
者
が
望
む

の
は
、
協
力
利
益
で
は
な
く
、
協
力
義
務
の
違
反
を
理
由
と
し
て
、
報
酬
利
益
の
填
補
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
債
務
者
は
、
協
力
拒
絶
を
理
由

と
し
て
、
報
酬
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
が
二
八
二
条
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。」

（
204
）W

eller,aaO
.,249.

（
205
）W

eller,aaO
.,46.

（
206
）W

eller,aaO
.,46f.;311ff.

（
207
）
例
と
し
て
、
使
用
賃
貸
人
に
よ
る
、
自
己
都
合
解
約
の
偽
装
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
208
）W

eller

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。（
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
代
表
例
で
あ
る
）
給
付
誠
実
義
務
が
生
じ
る
の
は
、
契
約
に
よ
っ
て
具
体
的

内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、「
契
約
履
行
段
階
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
状
況
依
存
的
に
、
信
義
則
（
二
四
二
条
）
に
よ

る
他
律
的
基
礎
に
基
づ
い
て
、
契
約
目
的
を
考
慮
し
つ
つ
補
充
さ
れ
る
べ
き
欠
缺
」
が
あ
る
と
き
で
あ
る
（W

eller,aaO
.,257

）。

（
209
）W

eller,aaO
.,302ff.

（
210
）W

eller,aaO
.,309f.

（
211
）
こ
の
部
分
のW

eller

の
記
述
で
は
、
給
付
誠
実
義
務
の
語
は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
212
）W

eller,aaO
.,314f..

（
213
）
こ
の
受
忍
要
求
可
能
性
の
判
断
に
お
い
て
当
事
者
の
利
益
が
衡
量
さ
れ
る
と
い
い
、
ま
た
、
固
有
の
利
益
の
犠
牲
と
は
、
少
し
で
も
利
益
に
影

響
を
受
け
れ
ば
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
契
約
目
的
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
程
度
に
重
い
負
担
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。

（
214
）
た
と
え
ば
、
流
通
業
者
は
、
商
品
供
給
者
に
対
し
て
、
仕
入
れ
た
商
品
の
販
売
を
助
け
る
た
め
の
措
置
の
実
施
を
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と

し
て
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
商
品
の
販
売
リ
ス
ク
は
、
流
通
業
者
の
み
が
負
う
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

（
215
）
そ
の
理
由
に
も
含
ま
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、W

eller

は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
違
反
に
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

債
権
法
現
代
化
の
改
正
時
の
立
法
者
意
思
で
あ
っ
た
と
明
言
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
法
の
欠
缺
を
認
め
て
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
「
類
推
」

適
用
に
よ
る
補
充
を
主
張
す
るGröschler

の
見
解
と
は
、
好
対
照
で
あ
る
。

（
216
）
な
お
、W

eller

は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
発
生
に
は
、
内
容
を
具
体
的
に
定
め
た
契
約
上
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
（
た
だ
し
、
そ
の
具



一
二
二

体
化
の
際
、
契
約
解
釈
に
よ
る
補
充
が
働
く
こ
と
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。）。W

eller

の
付
随
義
務
の
基
礎
づ
け
の
議
論
は
、
従
た
る
給
付
義
務

に
は
明
示
的
な
当
事
者
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
そ
の
他
の
行
為
義
務
」
は
信
義
則
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
す
るLarenz

の
解
釈
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

（
217
）W

eller

は
、給
付
関
連
的
配
慮
義
務
の
背
景
に
は
、「
当
事
者
は
、自
己
決
定
お
よ
び
自
己
責
任
に
支
え
ら
れ
る
自
ら
の
契
約
決
定
に
基
づ
い
て
、

自
ら
の
行
為
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
契
約
目
的
実
現
の
た
め
に
、
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
」
が
あ
る
と
す
る

（W
eller,aaO

.,249

）。

（
218
）Bachm

ann
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
主
た
る
給
付
義
務
と
は
、
債
権
関
係
に
特
有
的
性
質
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
契
約
に
よ
る
拘
束

の
と
き
は
、
当
事
者
に
よ
り
、「
要
素
」
と
し
て
、
契
約
自
体
に
お
い
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
に
対
し
て
、

従
た
る
給
付
義
務
と
は
、
契
約
類
型
を
決
定
す
る
意
義
を
も
た
ず
、
補
助
的
な
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。」Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,M
ünchener K

om
m

entar zum
 Bürgerlichen Gesetzbuch Bd.2

（8.A
ufl.,2019

）,§
241 Rn.29.

（
219
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.33.

（
220
）
二
分
説
で
は
保
護
義
務
だ
け
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
る
二
四
一
条
二
項
の
義
務
に
、
給
付
利
益
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
も
含
ま
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
、Bachm

ann

は
、W
eller
と
同
様
に
、
立
法
者
意
思
を
挙
げ
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
給
付
義
務
違
反
が
も
た
ら
す

法
律
効
果
、
す
な
わ
ち
猶
予
期
間
設
定
の
徒
過
に
よ
っ
て
給
付
（
の
全
体
）
に
代
わ
る
損
害
賠
償
へ
の
移
行
が
可
能
に
な
る
と
い
う
効
果
が
適
切

な
の
は
、
実
際
に
一
次
的
給
付
義
務
の
違
反
が
存
す
る
場
合
だ
け
で
あ
っ
て
、
単
な
る
付
随
義
務
の
違
反
の
場
合
は
、
そ
れ
が
給
付
関
連
的
付
随

義
務
で
あ
っ
て
も
、
適
当
で
は
な
い
。」Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.61.

（
221
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.62ff..

（
222
）
当
初
か
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
給
付
義
務
（
二
四
一
条
一
項
の
義
務
）
に
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、『
付
随
義
務
』（
二
四
一
条
二
項
の
義
務
）

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
、
と
い
う
。
具
体
化
の
有
無
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
は
、W

eller

の
見
解
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

（
223
）
前
者
で
あ
れ
ば
、
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
224
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.31f..

（
225
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.30.

（
226
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.31.



一
二
三

付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

（
227
）
上
述
の
よ
う
に
、
契
約
に
明
文
の
規
定
が
な
く
と
も
、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務
を
認
め
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
確
定
判
例
で
あ
る
。

Bachm
ann

に
よ
れ
ば
、
こ
の
義
務
は
五
三
五
条
一
項
に
由
来
す
る
。

（
228
）Bachm

ann

自
身
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
を
総
称
す
る
語
（Gröschler

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
呼
び
、

W
eller

は
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
呼
ぶ
も
の
）
を
用
い
て
い
な
い
が
、「
給
付
確
保
的
付
随
義
務
お
よ
び
協
力
義
務
は
、
給
付
利
益
の
実
現

を
目
的
と
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.57

）
の
で
、
本
稿
で
は
、
整
理
の
便
宜
上
、

Bachm
ann

の
見
解
に
お
い
て
、
給
付
確
実
化
付
随
義
務
に
も
協
力
義
務
に
も
妥
当
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
部
分
を
整
理
す
る
と
き
は
、「
給

付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
229
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.61.

な
お
、
二
四
一
条
二
項
に
は
、
保
護
義
務
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
が
、
立
法
者
意
思
か
ら
読
み
取
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。

（
230
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.66ff..

付
随
義
務
の
訴
求
可
能
性
の
問
題
は
、
全
て
の
付
随
義
務
に
つ
い
て
、
一

律
に
肯
定
す
る
こ
と
も
一
律
に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
訴
求
可
能
性
は
、
個
別
の
付
随
義
務
に
よ
っ
て
異
な
る
、
と
明
言
す
る
。

（
231
）
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随
義
務
の
訴
求
可
能
性
を
考
え
る
上
で
「
常
に
問
題
な
の
は
、ど
の
く
ら
い
の
長
さ
の
期
間
に
お
い
て
、そ
も
そ
も
、

義
務
の
積
極
的
な
貫
徹
が
、
な
お
有
益
な
も
の
か
ど
う
か
、
い
つ
、
そ
の
貫
徹
の
命
脈
が
尽
き
、
な
お
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
残
る
の
が
損
害

賠
償
だ
け
と
な
る
か
、
で
あ
る
。」
と
い
う
。

（
232
）
給
付
利
益
の
実
現
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
う
ち
、
訴
求
可
能
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
、「
官

庁
の
認
可
の
必
要
な
取
引
に
お
い
て
、
ふ
さ
わ
し
い
行
為
に
よ
っ
て
協
力
す
る
義
務
」、「
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
税
に
関
す
る
利
益
の
獲

得
に
際
し
て
買
主
を
支
援
す
る
義
務
」、
使
用
賃
貸
人
の
競
合
回
避
義
務
な
ど
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
報
告
義
務
・
結
果
報
告
義
務
、
使
用
賃
貸

人
の
競
合
回
避
義
務
は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、Bachm

ann

の
個
別
的
な
分
類
は
、
必
ず
し
も
厳
密
と
は
い
え
な
い
。

（
233
）
本
稿
に
お
い
て
、
具
体
的
行
為
義
務
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
234
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.69f.

（
235
）Bachm

ann

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（Bachm

ann,in
:K

rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.65

）。「
付
随
義
務
違
反
は
、
そ
の
他
の

要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
は
、
二
八
〇
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
た
ら
す
。
…
…
付
随
義
務
違
反
は
、
さ
ら
に
、
事
情
に
応
じ
て
、
契
約

の
解
除
ま
た
は
解
約
に
根
拠
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。」
こ
こ
で
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
・
解
除
の
根
拠
条
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、



一
二
四

上
述
の
よ
う
に
、Bachm

ann

は
、
従
た
る
給
付
義
務
と
『
付
随
義
務
』
を
区
別
す
る
べ
き
で
あ
り
、
前
者
に
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ

れ
る
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
後
者
に
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
の
適
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
実
際
、

Bachm
ann

は
、
給
付
確
実
化
付
随
義
務
の
一
部
に
つ
い
て
、
二
八
二
条
や
三
二
四
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
（Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.102
;105

）。

（
236
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.57ff..Bachm
ann

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
給
付
利
益
実
現
の
た
め
の
付
随

義
務
の
「
法
律
根
拠
は
、
給
付
交
換
を
す
る
と
い
う
当
事
者
の
契
約
上
の
意
思
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
要
件
は
、
有
効
な
契
約
が
、
ま
た
は
、

…
…
少
な
く
と
も
不
確
定
的
に
無
効
な
契
約
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。」
こ
れ
に
反
し
、
保
護
義
務
は
、「
特
別
な
関
係
か
ら
生
じ
る
影
響
危
険
の

高
ま
り
か
ら
、
相
手
方
の
財
貨
を
保
護
す
る
た
め
の
義
務
で
あ
る
。
…
…
保
護
義
務
は
、
有
効
な
契
約
と
い
う
枠
組
か
ら
生
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、

契
約
前
の
保
護
義
務
関
係
か
ら
も
生
じ
る
。」
し
た
が
っ
て
、
保
護
義
務
は
、「
契
約
の
締
結
か
ら
独
立
し
て
い
る
。」

（
237
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.72.

そ
の
よ
う
な
協
力
義
務
が
生
じ
る
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
協

力
義
務
が
生
じ
う
る
の
は
、「
障
害
が
両
当
事
者
の
リ
ス
ク
領
域
に
存
す
る
と
き
、
ま
た
は
、
当
事
者
の
一
方
が
、
一
次
的
に
は
自
ら
が
負
う
べ

き
責
任
領
域
に
お
い
て
、
契
約
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
相
手
方
当
事
者
に
依
存
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
相
手
方
当
事
者
の
助

力
が
、
相
手
方
当
事
者
自
身
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
可
能
で
あ
り
受
忍
要
求
可
能
で
も
あ
る
と
き
で
あ
る
」。

（
238
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur
）,aaO

.,§
241 Rn.74ff..

（
239
）
例
と
し
て
、
給
付
の
最
終
成
果
が
官
庁
の
行
為
に
依
存
し
て
い
る
と
き
に
必
要
な
資
料
・
証
明
を
提
供
す
る
こ
と
、
自
動
車
登
録
の
際
に
疑
義

が
生
じ
た
と
き
に
そ
の
疑
義
を
除
く
た
め
に
自
動
車
の
売
主
が
協
力
す
る
こ
と
、
賃
借
建
物
内
の
店
舗
の
売
買
の
際
に
買
主
の
も
と
で
も
使
用
賃

貸
人
と
の
契
約
が
存
続
す
る
よ
う
売
主
が
協
力
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.91

）。

（
240
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.90.

（
241
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.95.

（
242
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.96ff..

（
243
）
こ
こ
に
は
、
目
的
物
が
動
物
の
場
合
は
給
餌
・
獣
医
に
よ
る
世
話
、
機
械
の
場
合
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
ま
れ
る
。

（
244
）
通
関
手
続
・
輸
入
許
可
に
必
要
な
証
明
書
・
文
書
を
提
供
す
る
義
務
、
第
三
者
に
対
す
る
法
的
主
張
に
お
い
て
、
契
約
相
手
方
を
関
連
す
る
文

書
を
提
供
す
る
こ
と
で
支
援
す
る
義
務
（
た
と
え
ば
、
建
築
家
が
請
負
企
業
に
対
し
て
請
求
を
貫
徹
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、
建
築
依
頼
主
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が
提
供
す
る
義
務
。）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.100.
（
245
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.102.
（
246
）Bachm

ann

は
、
次
の
判
決
を
挙
げ
る
。BGH

 N
JW

 2008,1147

（2008.1.23

）
は
、
買
主
が
根
拠
の
な
い
担
保
給
付
請
求
を
す
る
こ
と
、

BGH
Z 195,207

（2012.10.25

）
は
、
代
理
商
契
約
の
当
事
者
が
代
理
商
契
約
終
了
後
の
競
業
禁
止
合
意
が
無
効
で
あ
る
の
に
そ
の
効
力
を
主
張

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
配
慮
義
務
違
反
（
二
四
一
条
二
項
の
義
務
の
違
反
）
に
あ
た
り
う
る
と
し
た
。BGH

 N
JW

 2008,1147

（2008.1.23
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
当
審
の
見
解
に
よ
れ
ば
、「
瑕
疵
が
存
在
せ
ず
、
買
主
が
問
題
と
す
る
現
象
の
原
因
が
買
主
自
身
の
責

任
領
域
の
内
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
買
主
が
、
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
根
拠
の
な
い
四
三
九
条
一
項
に

基
づ
く
瑕
疵
除
去
請
求
は
、
損
害
賠
償
を
義
務
づ
け
る
有
責
な
契
約
違
反
に
あ
た
る
。
買
主
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
瑕
疵
除
去
の
作
業
が
、
売
主

側
に
軽
微
で
な
い
費
用
を
生
じ
さ
せ
う
る
こ
と
は
、
買
主
に
と
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
存
続
中
の
債
権
関
係
の
中
で
要
請
さ
れ
る
、
契
約
の
相
手

方
当
事
者
の
利
益
へ
の
配
慮
は
、
し
た
が
っ
て
、
売
主
に
要
求
を
す
る
前
に
、
買
主
に
可
能
な
範
囲
で
、
買
主
が
瑕
疵
を
推
測
す
る
元
と
な
っ
て

い
る
症
状
に
つ
い
て
考
え
う
る
原
因
が
買
主
自
身
の
領
域
の
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
、
買
主
が
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
あ
る
。」

な
お
、Bachm

ann

は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
同
趣
旨
のBGH

Z 179,238

（2009.1.16

）
は
、
売
主
が
根
拠
の
な
い
代
金
請
求
お
よ
び
契
約
解

除
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
や
は
り
配
慮
義
務
違
反
（
二
四
一
条
二
項
の
義
務
の
違
反
）
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
。BGH

Z 179,238

（2009.1.16

）
は
、
一
般
的
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
契
約
の
相
手
方
当
事
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
契
約
に
よ
っ
て
課
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と

を
請
求
し
、
ま
た
は
、
存
在
し
な
い
形
成
権
を
行
使
す
る
契
約
当
事
者
は
、
二
四
一
条
二
項
に
よ
る
配
慮
義
務
に
違
反
す
る
。
同
条
項
に
よ
れ
ば
、

契
約
当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
相
手
方
の
権
利
お
よ
び
利
益
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
権
利
お
よ
び
利
益
に
は
、
契
約
に
よ
っ
て
合

意
さ
れ
た
こ
と
を
超
え
た
範
囲
で
請
求
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
債
務
者
の
利
益
も
属
す
る
。
債
権
者
が
、
債
務
者
に
対
し
て
、
給
付
結

果
の
無
制
限
の
招
来
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
債
務
者
は
、
債
権
者
に
対
し
て
、
債
権
者
も
ま
た
合
意
さ
れ
た
こ
と
の
限
界
を
遵
守
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」

 
 

 

こ
れ
ら
一
連
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
相
手
方
か
ら
の
根
拠
の
な
い
権
利
行
使
に
よ
っ
て
、
契
約
上
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
負
担

を
負
わ
さ
れ
な
い
と
い
う
利
益
（BGH

Z 179,238

（2009.1.16

）
に
言
う
「
契
約
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
超
え
た
範
囲
で
請
求
を
受
け

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
債
務
者
の
利
益
」）
の
保
護
で
あ
る
。
こ
の
利
益
が
完
全
性
利
益
に
あ
た
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
一
個
の
問
題
で

あ
ろ
う
。
仮
に
、
こ
の
利
益
が
完
全
性
利
益
で
は
な
く
給
付
利
益
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
二
四
一
条
二
項
の
義
務
は
、
完
全
性
利
益
を



一
二
六

保
護
す
る
保
護
義
務
に
限
ら
れ
ず
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
一
部
を
も
含
む
と
解
す
る
点
に
お
い
て
、
三
分
説
と
同
じ
解
釈

に
立
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
の
さ
ら
な
る
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
247
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.58.

（
248
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.114.

（
249
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.116ff.

（
250
）Bachm

ann,in:K
rüger

（Redakteur

）,aaO
.,§

241 Rn.120.

保
護
義
務
を
負
う
当
事
者
に
よ
る
影
響
行
為
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
法
的
財

貨
（
身
体
・
健
康
・
人
格
・
財
産
）
に
対
す
る
直
接
の
危
険
が
生
じ
れ
ば
、
保
護
義
務
の
履
行
を
訴
求
で
き
る
、
と
い
う
。

（
251
）
こ
れ
は
、Gröschler
が
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
呼
び
、W

eller

が
、
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
呼
ぶ
も
の
に
相
当
す
る
。

（
252
）
し
か
し
、
こ
れ
は
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
『
付
随
義
務
』
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
識
別
す
る
べ
き
か
、
と

い
う
問
い
に
対
し
、「
二
八
二
条
・
三
二
四
条
を
適
用
す
る
の
が
適
当
な
義
務
で
あ
る
か
否
か
を
そ
の
基
準
と
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
解
答

を
与
え
る
も
の
に
近
く
、
同
義
反
復
に
陥
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
。

（
253
）
こ
れ
に
対
し
て
、
二
分
説
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
は
、
全
て
が
従
た
る
給
付
義
務
で
あ
り
、
そ
の
義
務
違
反
に
は
、
一

律
に
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

（
254
）
区
別
基
準
に
加
え
、Gröschler

が
、
給
付
利
益
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
違
反
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
法
の
欠
缺
を
認
め
、
二
八
二
条
・

三
二
四
条
の
「
類
推
適
用
」
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、W

eller

・Bachm
ann

は
そ
の
よ
う
な
欠
缺
を
認
め
て
い
な
い
、
と
い
う
法
律
構
成
上
の

違
い
も
あ
る
。

（
255
）
な
お
、Gröschler

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
違
反
が
給
付
義
務
違
反
を
も
も
た
ら
す
場
合
に
は
二
八
一
条
・
三
二
三
条
の
適
用
を
認
め
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
、
給
付
義
務
違
反
そ
の
も
の
と
構
成
す
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。

（
256
）
す
な
わ
ち
、
ま
ず
は
、
目
的
設
定
基
準
を
基
準
と
し
、
そ
の
次
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
義
務
が
契
約
締
結
時
か
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
基
準
と
し
、
そ
れ
で
も
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
猶
予
期
間
設
定
要
求
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
基
準
と
す
る
と
い
う
。

（
257
）
も
っ
と
も
、W

eller

は
、
訴
求
可
能
性
は
給
付
義
務
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
性
質
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
258
）
給
付
誠
実
義
務
（Gröschler

・W
eller

）
な
い
し
誠
実
義
務
（Bachm

ann
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
259
）
こ
の
よ
う
に
、
三
分
説
の
諸
見
解
が
信
頼
維
持
義
務
違
反
の
ケ
ー
ス
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
二
分
説
の
諸
見
解
は
、



一
二
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付
随
義
務
の
分
類
（
二
）（
髙
田
）

付
随
義
務
違
反
と
し
て
必
ず
し
も
信
頼
維
持
義
務
違
反
を
念
頭
に
置
い
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
次
の
推
測
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

 
 

 
信
頼
維
持
義
務
違
反
の
例
は
、
具
体
的
な
給
付
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
で
は
な
い
。
給
付
利
益
（
契
約
目
的
）
の
実
現
に
つ
い
て
、
深
刻
な

危
殆
化
が
生
じ
る
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
利
益
侵
害
の
存
し
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
全
体
的
権
利
を
認
め
る
に
は
、
義
務
違
反
の
軽

微
性
非
該
当
と
猶
予
期
間
設
定
で
は
足
ら
ず
、
受
忍
要
求
不
可
能
性
ま
で
必
要
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
一
つ
の
価
値
判
断

と
し
て
首
肯
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
三
分
説
の
諸
見
解
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
中
に
信
頼
維
持
義
務
違
反
の
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
置
い
て
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
で
あ
っ
て
も
、
二
八
二
条
・
三
二
四
条
を
適

用
す
る
べ
き
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
分
説
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目

的
と
す
る
付
随
義
務
違
反
の
例
と
し
て
、
信
頼
維
持
義
務
違
反
を
念
頭
に
置
か
ず
、
な
ん
ら
か
の
具
体
的
利
益
の
侵
害
が
あ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
い
る
の
で
、
主
た
る
給
付
義
務
に
お
け
る
と
同
様
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
違
反
で
も
、
軽
微
な
義
務
違
反
で
な
い
限
り
、

猶
予
期
間
設
定
を
経
れ
ば
全
体
的
権
利
を
与
え
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 

 

こ
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
二
分
説
と
三
分
説
の
解
釈
の
相
違
は
、
給
付
利
益
確
保
を
目
的
と
す
る
付
随
義
務
の
主
な
該
当
例
と
し
て
、

信
頼
維
持
義
務
違
反
を
も
念
頭
に
置
く
か
置
か
な
い
か
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
260
）
こ
れ
は
、Gröschler

、W
eller

、Bachm
ann

の
見
解
で
は
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
261
）Em

m
erich

は
、
給
付
関
連
的
付
随
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
と
を
同
義
の
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
262
）
非
給
付
関
連
的
付
随
義
務
は
、
そ
の
他
の
付
随
義
務
〔sonstige N

ebenplicht

〕、
給
付
か
ら
離
れ
た
付
随
義
務
〔leistungsferne 

N
ebenpflicht

〕
と
も
呼
ん
で
い
る
。

（
263
）Em

m
erich,D

as Recht der Leistungsstörungen

（6.A
ufl.,2005

）,336ff..

（
264
）Em
m

erich,aaO
.,337.

（
265
）Em

m
erich,aaO

.,336ff..

（
266
）Em

m
erich,aaO

.,332;343ff..

（
267
）Em

m
erich,aaO

.,330.

（
268
）Em

m
erich,aaO

.,331ff..
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（
269
）
こ
れ
は
、Bachm

ann

が
誠
実
義
務
違
反
と
し
て
挙
げ
る
、
根
拠
の
な
い
担
保
給
付
請
求
に
相
当
す
る
。

（
270
）
た
と
え
ば
、
相
手
方
に
対
す
る
重
大
な
名
誉
毀
損
、
相
手
方
の
従
業
員
を
買
収
し
て
不
誠
実
な
行
為
へ
誘
導
す
る
こ
と
。

（
271
）Em

m
erich,aaO

.,340ff..

（
272
）Em

m
erich,aaO

.,338ff..

（
273
）Gröschler

・W
eller

・Bachm
ann

に
お
い
て
、「
従
た
る
給
付
義
務
」
と
呼
ば
れ
二
八
一
条
・
三
二
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
も

の
が
、Em

m
erich

で
は
「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、Gröschler

の
見
解
で
は
「
給
付
関
連
的
付
随
義
務
」（W

eller

の
見

解
で
は
給
付
関
連
的
配
慮
義
務
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
が
、Em
m

erich

で
は
、「
給
付
誠
実
義
務
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
274
）Em

m
erich

自
身
は
、「
給
付
誠
実
義
務
」
と
呼
ぶ
。

（
本
学
法
学
部
教
授
）


